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　序章







　このところ、レオ・アッティールは眠りにつく前と、眠りから覚めたあと、それぞれ種類の異なる錯さつ覚かくをしている。

　まず、眠りにつく前。

　ベッドに背中を向けて、仰あお向むけに身を投げ出す。この勢いがあまりに強いと、身を投げ出す直前の自分が一いつ瞬しゆんだけ取り残されて、おのれの背中が垣かい間ま見みえる気がするのだ。

（やあ、レオ・アッティール）

　レオは、その背中に語りかける。

（今日はどうだった？　手ごたえはある？　上手に『レオ公こう子し』をやれたか？）

　すると背中が答えて、

「手ひどい失敗はなかったな」

　という。

「だけど今朝意気込んだとおりにもやれなかった。課題は積み重なる一方だ。あれやこれやも進めておきたかったが、もう今日のぼくはしまいだ。残りは、明日のぼくに頼むとしよう」

（そうか）

　とレオが微笑ほほえんでいるうちに、目の前に黒く霞かすんでいたようなその背中が消え失せる。

（じゃあ、明日こそ『レオ公子』でいられますように）

　そう思いながら目をつむる。

　レオ本人いうところの『レオ公子』とは、要は、希望と理想で塗り固めたレオの未来像ということになるだろう。

　公王である父を支えるその意思は清せい廉れんにして頑強である。何事にも動じず、何者の挑戦にも揺るがぬ。アトールの守しゆ護ご者しやとして時に剣を持つ。民たみ草くさが鼓こ腹ふく撃げき壌じようの日々を過ごすためには労を惜しまず、骨を折って、向かう先ことごとくの敵を討うちはらう。

　レオ・アッティールはそうした人物になりたいと本気で願っていた。

　以前、『アッティール』の姓さえ疎うとましがっていたころとはあきらかに心理の変化が起こっている。たとえば、彼はもとより書物を読むのを好んだが、以前とはちがう視点で文字を追っている自分に気づかされるときがある。

　かつては、ただ単に自分の知らない世界、足を踏ふみ入れることなど決してないだろうという未知の領域に憧あこがれがあったに過ぎない。いまはちがう。古こ今こんの英雄たちを描いた歴史物語のなかに、いずれなるであろう自分、いずれそうならねばならぬ自分がいる。

（こうでなくてはならない）

　という思い込みは、しかし希望のみを供ともとするのではなく、時には相反する絶望をも青年の心に呼び込んだ。

　一つの知識を得れば、その真しん髄ずいを知るためには百も二百もの新たな知識を得なければならないことを痛感させられる。一人の英雄に憧れれば、彼のようになるためにはあと千もの段階を踏まねばならぬのだと恐れもする。

　レオ・アッティールには、万もの単位で広がりゆく未来像があった。

　だから、時に自分を忘れる。

　日中はそれほど物事に熱中し、そして寝床についてから眠りに落ちるまでのわずかな時間のみ、本来の自分へと立ちかえる。レオが語りかけていた背中とは、その、『自分でない日中の自分』の残り香のようなものなのだろう。

　眠る。

　レオはここのところ夢を見ない。ひたすらに眠りを貪むさぼる。

　だが、朝あさ陽ひを浴びてベッドの上で目覚めたとき、レオは夢の代わりに新たな錯さつ覚かくをするのだ。

　彼は十一歳からの六年以上を、アリオン領にて過ごしていた。

　幼少期から思春期にかけての長い時間だ。だからだろうか、レオが実際に寝床についたのがティワナの都であれ、グィンバーの城であれ、はたまたコンスコン寺院の一室であっても、彼は時折、まだ自分がクロード・アングラットの城館にいるような錯覚に陥おちいるときがある。

　ドアを開けて階段を降りれば、クロードの妻エレンが用意してくれた朝食の匂いがして、すでにテーブルについているウォルター、ジャックの兄弟ががやがやと騒さわがしく、フロリーがテーブルに食事を並べる手伝いをしながら、

「おはようございます、レオ兄さま」

　と、テーブルに飾りつけられた季節折々の花によく似た笑顔を向けてくれる。

　そんな幻にも似た錯さつ覚かくは、しかし心身が目覚めていくにつれてきれいに取り払われていく。今日この日のうちにやらねばならぬこと、明日にでも取りかからねばならぬことを一つ一つ頭のなかで確認し、それから昨日まで進めていたことの進しん捗ちよく状況を確認しなければならない、とも思う。

　追いかけねばならない事柄が多すぎた。

　あるいは、追われているのは自分のほうか。

　──いずれにせよ、また一日がはじまる。

　レオ・アッティールの願う『レオ公子』に一歩でも近づけるや否いなや、戦いとも挑戦とも試練ともつかぬ、そんな一日がまた。










　一章　レオ親衛隊







　　　　　　　１




　冬が終わりかけたある日の午後。

　アトール公王マグリッド・アッティールは、公こう妃ひキルステンと、供ともの者十数名とともに散策に出ていた。

　本来の予定なら、午前の執しつ務むが終わるとともに狩りをおこなうつもりだったのだが、突とつ如じよ、妻の公妃が「ご同行したい」と申し出てきたため、首都ティワナ北西にある川べりの散策に切り替えたのだった。

　川の縁へり沿ぞいにある林のなか、なだらかに盛りあがった丘の頂上に公王は腰をおろしていた。

　近くにいるのはスターク・バーズリー。譜ふ代だい貴族として領地に城を構えていたが、いまはすでに隠居の身であり、時折、年下の公王をねぎらったり冷やかしたりするために、ティワナを訪れている。

「レオ殿下ね」スタークはのんびりとした口調でその名を口にした。「わたしも、驚きを禁じ得ませんでした。あの、どちらかというと大人しくて、兄君に比べるといささか印象の劣る少年が、まさか陛下の裏を搔かいてまで軍事行動を起こされるとは。いやまったく、王族の血とは侮あなどりがたや」

「悠長なことをいっている場合ではない。スターク、引き受けてはくれないのか」

「ここのところ、湖に船を出しての釣りに凝こっていまして。あの楽しみと引き換えにするほどの魅み力りよくがあるや否いなや」

「薄情ないいようだ。父上はあなたを第一の頼みにしていたというのに」

　公王は、自分の父親よりも年上の男に懇こん願がんした。

　レオ・アッティールの世話役をやってくれ、というのである。

　──コンスコン寺院を巡る事件が一段落してから、ひと月後にはフロリーが十六歳になり、次いでその三か月後にはレオが十八歳となった。

　どちらかの誕生日にあわせて二人の婚こん姻いんが執とりおこなわれるのではないかと噂うわさされていたが、いずれも見送られている。レオ自身が、

「建築途中の教会堂がまだ格好のつく段階になっていないので」

　だの、

「わたしの誕生日ですか。その日は、十字教の僧たちが日ひ柄がらが悪いといっております」

　だのといって先延ばしにしていて、いまだ正式な日取りは決まっていない。

　レオ・アッティール。

　数か月前までなら、首都ティワナに住む人間とて名前を知っていたかどうか定かではないような人物であるが、いまやアトール公国内において、第二公子のことを知らぬ者はない。

　コンスコンとアリオン、そしてディティアーヌを巡る事件以降、レオ・アッティールには大きくわけて二とおりの評価があった。

　まず、レオを英雄視する向きである。これは主に民衆の声だ。ことに首都近きん郊こうにおけるレオの人気は急上昇している。レオが手勢を率いてコンスコン救援に向かい、そこにてアリオン指揮官ヘイデン・スウィフトを討うち取った話は、人気の絵物語や吟ぎん遊ゆう詩し人じんの即興唄になって、ほどなくして芝しば居いの演目にもなった。

　人気上々の芝居となると、芸の奉納がおこなわれる神殿においても上演される傾向にあったが、これはひと悶もん着ちやくを起こした。ティワナの神殿といえば、主に〈聖鉄の〉レヴィ＝ラハンを祀まつっている。が、物語の主役たるレオは一連の出来事のなかで十字教に改宗していた。それゆえ、『異教徒』の物語を神殿内で上演することに神官たちが眉をひそめたのである。

　が、レオは当然アトールの公王家。神殿が上演を断ったとなれば為い政せい者しやの心証を害するやもしれない。そこで、レオ改宗の事実を上手くぼやかした台本ならば芝居をおこなってもよい、ということになった。上演当初は、人が神殿に入りきらないほどの人気ぶりだったという。

　このように民衆の大半はレオの行動に喝かつ采さいを送り、その名を讃たたえた。

　ではもう一つの評価はというと、レオを「軽はずみな公子だ」として危険視するものである。

　これは主に諸しよ侯こう、譜ふ代だい貴族たちのあいだで囁ささやかれていた。

　公王マグリッドは一連の説明に苦く慮りよさせられていた。レオの独断専行であるという事実をそのまま話せば──直接兵を率いてコンスコンに赴いたのもそうなら、その後、アリオン王と面会したことすらレオの独断である──、公王家がまとまりを欠いているという弱みをさらけ出してしまうし、かといってこれを公王の意図だったと説明すれば、

「結果的にアリオン側が譲じよう歩ほしてくれたからよいものを、またも公王は独断で国を危機に追いやった」

　として、ふたたび批判が公王に集中しかねない。

　公王は、芝しば居いの上演に苦慮する劇団と同様、経緯を上手くぼやかさねばならなくなった。

　しかしマグリッドは弁の立つ男ではない上、今回のことをほかの誰にも相談できなかったゆえ、どうしても歯切れが悪くなる。そして歯切れの悪い事実そのものが、裏にひそめられた真実を浮うき彫ぼりにさせる形となった。

　人々も、まさか、一から十までのすべてをレオ公子が一人でやってのけた、とまでは思わなかったものの、

（寺院を救わねばならないと思い込んだ公子が、陛下のご命令を無視されたのは事実なのではないか）

（しかし公子にとってみれば初うい陣じんだぞ。経験のある武将がついていたわけでもない）

（では、敵指揮官を討うったというのもあくまで偶然に過ぎないのではないか。なんという危あやうい橋を渡られたものよ。なんの策も光こう明みようもなく、ただ義ぎ俠きよう心しんゆえに兵を動かしたのだ。一つまちがえればアトールとていまごろは火の海よ）

　という憶おく測そくや慨がい嘆たんが飛び交った。

　この憶測に諸侯らが乗っかったのは、心底レオを危険視したからというより、彼らが、レオ・アッティールに苦い思いをさせられていたから、というほうが真相に近い。

　コンスコンの一件以降、レオは改めて、諸侯らに常設軍の必要性を訴えていた。

　レオが以前にもこれを訴えて諸侯らに鼻先で笑われていたのは民衆のあいだでも噂うわさになっており、レオが英雄的活躍をしたいまとなっては、笑われ、批判されているのはむしろ諸侯らのほうであった。

「なんと見る目のない方たちだ」

「それにくらべて、やはり公子には先見の明めいがあられる。レオ殿下の訴えに方々がご賛同してくださっていれば、公子もたったお一人で苦しまずに済んだものを」

　そんな声が引きも切らない。

　諸侯らの抱いだいた不満や危機感、そして民衆との意見の齟そ齬ごは、公王にも無視できなくなってきた。

　そこでマグリッドは、かつて父の忠臣として名を馳はせたスターク・バーズリーをティワナに呼び寄せた。本来は狩りに誘うつもりだったが、散策に切り替わったので、丘の上でのんびりと肩を並べながら、

「いかにするべきか」

　と教えを乞こうたのである。

　スターク・バーズリーという男、ここで一から経歴を語っては紙幅が足りなくなるほどの人物だ。譜ふ代だい貴族といってもいわゆる庶しよ子しで、家を継ぐ気もなかったから、青年になったときにはすでに国外に出ていた。シャザーン、アリオンはもとより、さらに西に足を延ばして、エンデ公国、メフィウス帝朝の領土を踏み越えて、西方タウラン諸国まで渡り歩いた。一説によれば、タウランにおいては傭よう兵へいをし、メフィウスでは奴ど隷れいにさせられたこともあるともいう。

　病没した弟の代わりに城を継いだのが三十代になってからだ。

　彼自身が一代記を書けそうなほどの人物だが、七十代になろうかといういま、その苛か烈れつな生きざまが噓うそのように柔にゆう和わな顔になっている。

　いまも、面おも長ながの顔に笑みを浮かばせながら、

「公子に兵を預けなさいませ」

　といった。公王は当然渋い顔をしたが、

「表向き、公子は陛下のご命令のままにアリオン軍を撃げき退たいし、コンスコンを救援なさいました。近年のアトールにはあり得なかったほどの武功です。これを捨ておいては逆に不自然。ですから、活躍した公子に褒ほう賞しようを出すという意味で、公子の近衛このえ隊たいに近い位置づけとして──そうですな、『親衛隊』とでもして──部隊を預ければよろしい。民衆が不満の声をあげているいまなら、諸侯どもも金と人を出さんわけにはいきますまい。国庫に隙すき間ま風かぜを吹かすことなく、それなりに豪勢な部隊を編制できるはずです」

「しかし」とマグリッドは眉み間けんの皺しわを消さない。「認めるのも業ごう腹はらだが、レオめはわたしをも出し抜いて、アリオンに刃を向けた。ここで部隊などを預けては、ますます増長して、アトールをいままで以上に危あやうくさせかねんぞ」

「さて、そこは父親であり、公王たるマグリッド陛下のご器量次第。レオ殿下がアトールに武の活性をもたらす英雄となるか、はたまたアトールに滅びをもたらす梟きよう雄ゆうになるか」

「他人事のようにいうな」

　唸うなりながら、公王は、ほかの家臣には滅多に見せない顔をした。年長の人物に甘えている青年のごとき表情である。

　公王は「ならば」とばかり、いうことを聞いてやる交換条件のようにして、スタークにレオの世話役を頼んだ。

「兵を預かるとあれば、レオとてゆくゆくは一城のあるじにもなろう。そこでスターク、レオを監かん督とくする意味も込めて、公王家の気構え、心構えを息子に叩たたき込んではもらえないか」

　と頭をさげるのだが、スタークはなかなか色よい返事を口にしようとしない。

（ふうむ）

　スタークはのほほんとした態度をとりながらも、

（レオ公子殿下か。噂うわさだけなら、僻へき地ちの湖に釣り糸を垂らしていてさえも、嫌というほど耳に入ってくるが。──ここは一度会ってみるのも悪くはないか）

　内心ではそう思っている。

　世話役を引き受けるかそうでないか以前に、ただ単にレオという個人が面白く思えていたからだった。彼とて先代の公王に仕えていた貴族だ。この時代、王の信頼厚い貴族は、外交官の役を担になうことが多い。この役職は、外国を訪れて王の意見を代弁するだけにとどまらず、その場その場においての判断を求められる場面が多々あるため、自然、王と政治姿勢を一致させる人物が任されることとなるからだ。先代アトール公王の親友ともいえたスタークは、西にいってはアリオンの、北にいってはシャザーン、東にいっては十字教で結びついた諸国の顔色を終始うかがってきた。

　アトールは、スタークの世代で対外戦争を経験したことはほとんどない。一時的に隣りん国ごくとの関係が悪化して、国境付近で陣じんを対立させたことはあったが、事実的な交戦があったのは五指で数えられるていど。

　スターク本人はというと、領地に押し入ってきた賊ぞくども──国を追われた傭よう兵へい集団や豪族らも含む──を相手にしたことはあった。一度奪われた城を策でもって奪だつ還かんしたという逸話もある。が、そのスタークとて、他国と、それもよりによってアリオンと矛ほこを交えるなどとは想像だにしたこともない。

　そのとんでもないことをやってのけたのがレオ・アッティールだ。

（面白い）

　とも思ったし、

（危あやうい）

　とも思った。

　スタークは、そろそろ旧友の息子を焦じらすのにも飽きてきたので、

「世話役の話は別として」と前置きしてから、「一度、公子にお会いしましょう。新進気鋭の英雄が、この年寄りの話を耳に入れてくれるかどうかはわかりませぬが」

　そういって、ひとまずは公王を喜ばせた。

　話が一段落したちょうどそのとき、公こう妃ひキルステンが、侍じ女じよたちに日傘を差してもらいながら近づいてきた。

　公王との世間話になったので、スタークは遠慮して一歩さがった。

　公妃を見るのは久しぶりのことだった。年齢はマグリッドと三つほどしかちがわないから、三十代も終わりを迎えようとしているはずだが、相変わらず美しい容よう貌ぼうをしている。子を三人儲もうけたとは信じがたいほどに線が細く、また表情や挙きよ措そからは、いかにも慎み深げな性格が見て取れた。

　が、スタークは、いまより若いころの公こう妃ひをひと目見て、

（目の端に癇かんの虫が騒さわいでいる）

　と感じたことがある。

　感情を表に出すまいと内側に溜ため込むあまりに、いつしか爆発させかねない危あやうさがある。そういう女性をスタークは何人か知っていて、公妃にはそれと似た面があった。

　実際、公妃キルステンは、城内でいまも語り草になるほどのヒステリーを起こしたことがある。

　長男ブラントンが誕生してわずか数年のことだ。

　マグリッドは息子の教育のため、長男をティワナの城で育てるのではなく、譜ふ代だい貴族の城に預けることを決めた。

　この貴族の領地はティワナからさほど離れていたわけではなかったが、それでもキルステンは猛反発した。

　キルステンはもともと、別の譜代貴族が抱える家臣の娘であった。

　が、父が早いうちに亡くなって、家か督とくを巡って家内に小さからぬ争いが起きた。主家である譜代貴族の仲裁によって争いがかろうじておさまったときには、すでにキルステンの母も亡くなっていた。

　そうした生い立ちも関係していたのだろう、公子時代のマグリッドに見み初そめられて輿こし入いれしてきた当初から、彼女は極度に引っ込み思案の性格をしていて、なにかと理由をつけては公おおやけの場所に顔を出すまいとしていた。

　公王家は歴史が古いために、それが生活習慣にもあれやこれやと影響して、堅苦しい面もあったのだろうし、知人のほとんどいない宮廷生活に息苦しさを覚えていたことも想像にかたくない。

　そこへ、待望の長男が生まれた。

　キルステンにしてみれば、血をわけたその赤子こそが、自分に居場所を与えてくれる存在であり、気を許せる者のほとんどいない生活のなかで、唯一無二の味方に近い存在にも思えたはずだ。

　それをわが身から引き離されるとあって、キルステンはかつてないほどの激情を見せた。王に詰め寄り、金切り声をあげて、宮廷の部屋という部屋を荒らした。不幸なことに彼女に同情的な家臣はほとんどおらず、

「公妃さまには公王家の一員という自覚が欠けていらっしゃる」

　などと辛しん辣らつな言葉を周囲から浴びせられた。

　キルステンの荒々しい行動は三日と経たたずにおさまったものの、この一件は、公妃にいままでよりさらに深い影を投げかけることとなった。ティワナへ来て数年、せっかくのこと親しいつきあいになりそうだった友人知人との関係をもいっさい絶って、宮殿に日がな一日引きこもるようになった。

　第二子レオの誕生も、キルステンに慰なぐさめを与えてくれなかった。むしろ今度は母親のほうから息子への接近をためらっていた感がある。

（警戒があったのではないか）

　とスタークは見ている。

　またすぐに取りあげられるのではないかという警戒が、息子への愛着を拒こばんだのではないか。

　結局、長男の件で気が変わったか、マグリッドはレオをよそに預けることはしなかったものの、キルステンは次男をいわば可愛がりそこなった。世話のほとんどを乳母に任せきりにして、たまに顔をあわせても奇妙によそよそしい親子関係になってしまった。

　そんなキルステンが、いま、曲がりなりにも太陽の下でくつろいだ姿を見せるきっかけとなったのは、

「母上！」

　いままさにキルステンをそう呼んで、坂道を駆けのぼってきた第三公子ロイの誕生だった。

　ロイ・アッティールが誕生した直後、キルステンはわが子を抱きしめて、

「目もとがわたしの父上にそっくり。鼻や口もとなどは母上の生き写しのようだわ」

　そういって泣きじゃくったという。

　キルステンは、可愛い盛りに奪われた長男ブラントンや、可愛がりそこなった次男レオの代わりというように、末っ子のロイを溺でき愛あいした。

　幼いころに亡くした父母の魂たましいが宿っている、とまでいって、ロイをひとときたりとも放そうとしない。

　ロイは母親だけでなく宮廷中から愛されて育った。

　人ひと懐なつっこく、その上利り発はつ者もので、誰にでも親しみを抱いだかれた。

「まあ、どうしたのです、ロイ。そんな泥どろまみれで」

　いまも、キルステンは非難の口ぶりをしながら、目尻は下がっている。

　ロイ・アッティールは丘の麓ふもとで侍じ女じよたちといっしょに花を摘つみ、それを花輪に仕立てあげていた。それを、膝ひざを心持ち屈かがめた母キルステンの首に飾る。

「まあ、なんと愛らしい」

　キルステンをはじめ、侍女たちも揃そろって笑顔になった。マグリッドでさえ、三男に愛情豊かな眼差しを向けている。

　が、

（賢さかしい）

　スタークただ一人が、この第三公子ロイに批判的な目を向けていた。

（五つか六つの子供でもあるまいに。確かロイ殿下はいま十四、五。初うい陣じんを済ませていてもおかしくない年頃の息子が、母に花輪だと。おまけに、身体中泥どろまみれになっているのがいかにもあざとい）

　容よう貌ぼうは確かにキルステンによく似ていて、愛らしい。童顔だからいまはまだ子供っぽさが抜けきらないが、あと一、二年もすれば、さぞ周囲の婦女子を騒さわがす存在になるだろう。

　学問もできると聞いた。武芸の鍛たん錬れんに関しては、母キルステンが甘やかしてなかなかロイを外にいかせようとしないため、休みがちではあったものの、剣を取ればそこそこに使えるのだともいう。

　が、いかにも楽しんでいるというふうにきらきらとしたロイの瞳ひとみが、スタークには、大人たちを喜ばせようという意図があるように見えた。利発というより、小こ利り口こう者ものの匂いがする。
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（こうして母親の側でずっと甘えさせていては、大人たちに気に入られようとする傾向がますます強くなろう。決して悪い器ではないのだから、それこそブラントン殿下のようによそに預けてしまったほうがよいのではないか）

　スタークはそう思ったが、マグリッドに提案するつもりはなかった。

「では、隠居の身で十分に時間のあるあなたのところに」

　といわれでもしたらかなわないし、ここで公こう妃ひに恨うらまれるのも億おつ劫くうだ。国のために十分尽くした、という自覚のあるスタークだったから、もういまさらになって国のために身を粉こにしようとも思わないし、同じ理由で厄やつ介かいごとに巻き込まれたくない。

　そんなスタークだから、レオの世話役を引き受けたくない、というのもこれまた本音なのである。




　　　　　　　２




「レオ公子に会いましょう」

　とスタークはいったが、実際にレオと対面したのはそれからひと月後になる。

　その間、彼の進言どおりに『親衛隊』の発足が認可された。

　マグリッド王が公式にこれを認めたとあっては、諸しよ侯こう、貴族らもついには断りきれず、レオにせがまれるまま渋々金と人員を出した。

　かねてからレオの郎ろう党とうに似た立ち位置でつき従ってきた、アトール貴族パーシー、傭よう兵へいクオンらも正式にこの隊に組み入れられた。

　根なし草のクオンはともかく、

（リィガン家の次男も馬鹿なことを）

　パーシーに関してはあれこれと陰口を叩たたかれた。

（公子の気まぐれ、はたまたお遊びにつきあわされて。あれでは出世の芽はあるまいて）

　あながち的外れの陰口でもない。なるほどレオは軍事に夢中のようだったが、今後、アトールが対外戦争に突入する可能性がどれほどあるだろうか。アリオン、ディティアーヌという二大勢力に挟まれたこの小国においては、いかに戦国乱世といっても、近くに切り取ることのできる領地はひと欠片かけらとしてない。

　すなわち、レオがこの先華々しい活躍をする可能性もまた低いことになる。戦功がなくとも立場や身分そのものがステータスたり得る近衛このえ隊たいとはちがって、新設の『親衛隊』には歴史の重みも栄光のまばゆさもない。パーシーが、

（貧乏くじ）

　を引かされたように噂うわさされるのも無理はなかった。

　無論、家族も反対をした。

　父は別の進路をパーシーに何度か提示したが、息子の決意が固いことを知るとあきらめた。母親のほうが父より粘った。

「ギムレー卿きようがどう思われるか」

　と露ろ骨こつなことを口にもした。

　諸侯の一人、ギムレー・グロースターはパーシーの婚こん約やく者しやリアナの父親である。

　ギムレーといえば、コンスコン寺院からの援軍要請がティワナに届いた際、

「関わってはなりませぬ」

　とはっきり援軍反対の意思を明らかにしていた男だ。したがって、のちのち公王が独断で寺院に兵を差し向けたと知ったときも、わざわざティワナを訪れてまで公王を強い口調で弾だん劾がいしていた。

　パーシーは、その援軍のなかにいた一人である。

　おまけに、ギムレーはレオ公子がアリオン軍を撃げき退たいした一連の出来事も面白くは思っていない様子で、

「なにが英雄なものか。奇跡的にすべてが丸くおさまったように見えているだけで、アリオンとは小さからぬ禍か根こんを残した。手勢を壊かい滅めつさせられたディティアーヌにしてもそうだ」

　とこれもはっきり公王家を批判していた。

　ここへ来てレオ公子の親衛隊に加わるとあれば、当然、ギムレーは娘の婚約者によい感情は抱いだくまい。

　実際、リアナの顔を思うと、パーシーも複雑な気持ちになりはする。

（父母のいうこともわかる）

　時折、こうも考える。

（いまのわたしは、熱に浮かされた子供のようだ。冷静ではないのかもしれない。それほどにいろいろなことがあった。だからここはいったん地に足をつけて、頭を冷やしてから、もう一度考えなおすべきだ）

　リィガン家の家か督とくを継ぐ兄の補佐役をするのもいいだろう。栄はえある近衛隊に入隊するのもよい。またギムレー卿きようから支城を預けてもらってそこでリアナと暮らすのもよいだろう。

　が、そうして思い浮かべることのできる、黄金色に輝かがやく未来予想図の数々は、

（レオ公子とともに歩んでいく）

　というたった一つの未来の前にさらされると、急激に色あせ、ひび割れて、粉々に砕け散るのだ。

　レオ公子とともに歩むその先に、確かな道筋などはなにもない。混こん沌とんとしている。波乱があるだろう。ひょっとしたら未来そのものを縮ちぢめる結果になるかもしれない。だからこそ、

（面白い）

　とパーシーには思える。

　なにかもが想像の範はん疇ちゆうにおさまる暮らしに身を埋没させるよりは、暗くら闇やみのなか、レオ・アッティールというたった一つの火ほ灯あかりのみを頼りに、一歩先も見えぬ未来へ足を進めていくほうがはるかに面白い。

　若いパーシーの心はいくらか揺らぎもしたが、その思いだけは、結局のところ最後まで変わることはなかった。

　リィガン家からも郎ろう党とう数十名が預けられることとなり──大半は、コンスコン寺院でパーシーと肩を並べていた者たちだ──、パーシーはその手勢を土産に親衛隊に入隊した。

　その親衛隊発ほつ足そくの日。

　式典がおこなわれた。

　ティワナの宮殿内を、真新しい甲かつ冑ちゆうをつけたレオを筆頭に、数百の兵士が行進する。

　謁えつ見けんの間、マグリッドの座する玉座の前で足を止めたレオが、兜かぶとを脱いで足もとに置くと、その背後で兵たちがいっせいにひざまずく。

　マグリッドが玉座を立って進み出るとともに、レオも膝をついて、金色に装飾された宝剣を手に取ると切っ先を自分の胸に押し当てた。

　マグリッドが柄つかの部分を手に取る。レオは動かない。

（主君の意に沿わぬ命ならば、どうぞこのままひと押しに奪っていただきたい）

　という意思表示である。

　マグリッドは剣を息子の心臓に突き立てる代わりに身を屈かがめると、柄の部分に口づけをした。

　それから改めて剣を手に取り、それをレオの腰に戻してやる。

（王の持つ力の一部をそなたに預ける）

　という意味だ。

　謁見の間に集つどった礼服の貴族、将官たちが拍手を鳴らした。

　親衛隊が正式に発足したのである。

　──が、これは、ティワナ宮殿内でいささか物笑いの種になった。

　まず、レオ・アッティールは儀式のために黄金色の全身甲冑を身にまとっていたが、これが線の細さのために似あわない。外見の印象ばかりでなく、そもそもレオの体型にあっていないのだ。

　本来なら、こうした鎧よろい兜は一からレオのためにあつらえるべきであったが、

「どうせ儀礼用のものだ。余計な金は使いたくない」

　とレオ自身が断っていた。代わりに、むかし典儀で用いられた鎧がいくつか宝物庫のなかで眠っていたので、それらを適当に選んで組みあわせておいたのだが、準備期間がほとんどなかったため、本番直前になってからあれこれと不具合が見つかった。上半身はやや窮きゆう屈くつだが、腰周りや足先に余裕がありすぎたので、隙すき間まに布を詰つめることとなった。しかしそのため歩き方がややいびつになる。一歩進むごとに兜が派手に上下して、いまにも外れそうになるのも滑こつ稽けいだった。

　レオのみならず、兵隊もまた嘲ちよう笑しようの対象になった。昨日今日で寄せ集められた部隊のために、行進もおぼつかず、おまけに、隊のなかにはつい先ごろまで百ひやく姓しようや商人だった者たちも混じっている。宮殿にはじめて足を踏ふみ入れた彼らは、大勢の人や内部の様子に気を奪われるあまり、前をいく兵士の足に蹴けつまずきそうになることもたびたびあって、

「おお、実に『精強の士』揃ぞろいだ」

　などと皮肉を飛ばされては、周囲の笑いを誘っていた。

　人々は、そうやって笑いながらも、なにやら幻想の覚める思いがした。

　レオがアリオン軍を討うったと聞かされたときは、雄お々おしい英雄絵巻などを連想したものだが、こうして実際に鎧よろい兜かぶとを身につけて、素人しろうとを含む兵たちを従えているさまを目の当たりにすると、

（やはり、噂うわさされていたとおり、実際は交戦などほとんどなかったのではないか）

（アトールの参戦とディティアーヌの介入、この事実の前にアリオンがいったん退ひいてみせた、というのが本当のところではないか）

　興ざめしたのである。

　そうした群集のなかにスターク・バーズリーもいた。

　発ほつ足そく式しきが終わると、控えの間に引っ込んだレオ公子のもとへ足を運んだ。挨あい拶さつをすると、

「これは、スタークさま。お久しぶりでございます」

　鎧を脱いで、汗まみれで上気していたレオはかしこまった。じかに顔をあわせるのは、レオがアリオンに人質に出されて以来になる。

　スタークはひとしきり、レオが幼少時の話などをしたあと、

「おお、もはや殿下は小さなお坊ちゃんなどではありませんな。レオ殿下、改めて、先ごろの武功、ならびに親衛隊の発足、おめでとうございます」

「ありがとうございます」

「さて。こうして兵を手に入れた、われらが英雄レオ公子殿下、これからなにをなさいます」スタークは冗談めかして切り出した。「アリオンに追い討ちでもかけますか。それとも現在、国が荒れているという噂のシャザーンでも手に入れなさいますか」

「そうですね。まずは」

「まずは？」

「普ふ請しんをします」

「普請？」

　目を丸くしたスタークの前で、レオは着替えを済ませると、さっさと控えの間から出ていこうとする。

（どこかで食事をしながらでも話をするか）

　そう思っていたスタークだったから、あわてて追いすがった。

「ど、どこへいきなさる、殿下」

「これからグィンバーへ」

（なんだと？）

「あちらでも普請を進めねばならないもので。スタークどの、今日はわざわざお越しいただいてありがとうございます。のちほど、機会を設けてゆるりと語りあうといたしましょう」

　レオは式典に参加したばかりの兵を連れて宮殿をあとにしてしまった。

　スタークは呆あきれかえるばかりである。

　レオのいう「普ふ請しん」とは、急きゆう遽きよ発足した親衛隊の者たちが寝ね泊とまりをする兵舎建造のことを指す。

　まずはティワナとグィンバー、両方の城下に建てる。

　親衛隊はその施設で暮らしながら、武芸の訓練や、防衛、見まわり等の任務をおこなうこととなる。

　いわば、職業軍人を一挙に抱え込むのである。

　いままでアトールは戦争のたびに傭よう兵へいを雇うか、民みん兵ぺいを召集、もしくは家ごとに数十名規模で抱えている郎ろう党とうを駆っていた。領地持ちの貴族などは、いちいち村や諸しよ砦とりでに点在している兵たちを呼び集めねばならず、それではいざというときの連携や機動力に問題が生じる──とレオはかねがね見ていた。

　そこで兵たちを城下の数箇所において集団居住させ、隊を組んでの実戦訓練を日々おこなわせることで、アリオンに近い動員制度と組織戦における練れん度どを構築しようとした。

　レオがゆくゆくはアトール全域にこの制度を広げようとしているのは明白だ。まずは手持ちの親衛隊でその試験運用をやろうとしている。

　これにはもちろん金がかかる。

　そのため、レオは諸しよ侯こうらに声をかけていたのだし、スタークも、彼らに金を出させることで国庫に負担をかけない方法を公王に進言していたのである。

　大半の諸侯は、先にも触れたとおり渋々金を出したのだが、一方で、資金の捻ねん出しゆつをやんわりと、しかしはっきりとした意思をもって断った者たちもいる。

　ダーレン・アクティカ、そしてオズエル・ターホリンである。

「英雄のお願いをまたも断りなさるとは」

　と、この一件だけで、彼らの地元における評判はひどく落ちたが、公王から「出せ」と命令があったわけでなし、

「ご協力したいのは山々なれど、いかんせん地域の台所事情が厳しいもので。のちほど余裕ができたときに」

　などと適当な言い訳をして、レオの要請を断った。

　式典以降のレオは、ひとまずのところ大人しくしていた。

　首都ティワナと、サヴァン・ルーの所領地であるグィンバーを何度か行き来した。

　城下それぞれに普請中の兵舎を視察したり、いまだ建築のつづくグィンバーの教会堂の様子を見たり、また兵たちが訓練に汗を流す様子をじかに見学したりもした。

　スタークは、その時々でレオに同行することもあった。

　突然接近してきたこの隠居老人に、レオも当然思うところはあったろうが、表立ってなにをいうでもなく、

「また参られましたか」

　と挨あい拶さつをする。

「ご老人は時間があり余っているご様子。ぜひ、スタークどのが経験したいくさのお話をご教示いただきたい。もちろん若者が退屈しないていどの長さで」

　などと冗談をいえる仲にもなっている。

　といっても、

（あまり距離の詰つめ方が上手い方ではないな）

　スタークは内心では、そんな評価をレオにくだしている。

（ロイ殿下を見たあとだからかな。余計に人とのつきあいが苦手な面が強調されて見えてしまう）

　レオはティワナやグィンバーだけでなく、親衛隊発ほつ足そく直後、コンスコン寺院にも一度足を運んでいる。

　ログレス司教亡きあと、再建に向かって動いている寺院の様子を見るためであり、ともにアリオンと戦った僧兵カミュやその妹セーラの顔を見るためであった。

「公子殿下、ご壮健の様子でなによりであります」

　カミュは寺院聖堂の司教補佐役にまでのぼりつめている。しかし身につけているものも含めて、見た目には以前と大差ない。相変わらず修道衣の下には鎖くさりかたびらをつけているし、手には槍やりを握っていた。

　カミュは公子が親衛隊を発足させたことを聞きつけていて、

「さすがは殿下、着実に目的を達成されていらっしゃる。──それで、当然、隊にはわたしの名も入っていましょうな」

　目を輝かがやかせながら確認するのだが、レオはしかつめらしい顔で唸うなった。

「きみももうこの寺院ではいい顔だ。つまらぬ俗世のことでぼくに振りまわされるより、寺院の再興に集中し、ここにて新しい司教を全力で補佐してもらったほうが、きみ自身や寺院のためではないかと思っている」

「な、なにを仰おおせですか。このカミュ、寺院の再興と司教の補佐には当然全力を尽くす所存でありますが、公子がために命を惜しむような男ではありませんぞ。これからの寺院を思えばこそ、公子にはぜひかねて語られていた理想を実現していただき、周辺に武ぶ威いを示すほどの勢力を築いていただかねば。そのためとあらば、このカミュ、何度この身を死地にさらそうとも、公子のおんために骨を砕いてお尽くし申しあげる覚悟」

「実際、寺院にこもっているのが退屈そうだものね、兄さんは」隣となりでセーラが肩をすくめた。「お偉い身分になったのをいいことに、聖務を人任せにして、日がな一日、槍の鍛たん錬れんばっかり。筋肉から湯気をあげてない日はないくらい。いったい一日に何回槍を突けば天国への門が開かれるのかしら。千回、それとも万回？」

「だ、だ、誰が聖務をないがしろにしているだと。ログレス司教亡きいま、そのご遺志を一人一人が胸に刻み込んで日々を邁まい進しんしていかねばならぬ立場だというのに、セーラ、いくら妹でも口が過ぎるぞ」

「ああ、あと、お偉くなったものだから、前よりさらにいうことが偉そうになったわね。レオ公子、ぜひ兄を、戦場でも死地でも、お好きなところに連れていってくださいませ。少しは耳が痛くなくなってせいせいするから」

　相変わらずの二人に、公子は笑った。

「冗談だよ、カミュ。あなたがいなくて、なんの親衛隊だろう。寺院でのこともあり、さぞ大変になるだろうが、これからも大いに頼りにしている」

　カミュはこの言葉に安心し、次いで奮ふるい立った。もういまにも槍やりを取って、どこぞで千回でも万回でも槍を突きに突いて、身にたまった熱を発散させたくてたまらぬ様子になったので、妹を心底から呆あきれさせた。

　なお、レオは視察や友人との再会ばかりを目的にしていたわけではなく、親衛隊の一部を寺院にまでつれてきていた。『任務』として、この寺院やグィンバー近郊に彼らを駐留させることで、実戦に近い場所に身を置いているという緊張感を与えているのだ。

　だが実際に事件の一つも起こらないのでは、譜ふ代だい貴族たちや諸しよ侯こうらにとっては、

「公子が、手にしたばかりのおもちゃであれこれ遊んでいる」

　ようにしか見えない。

　そんなレオの様子を間近で観察するスタークは、ほかの貴族たちのように結論を急ぐようなことはなかった。

　こちらも変わらず、表面はのほほんとしていて、セーラの差し出すお茶などを、

「おお、これほど美しい尼に僧そうに茶を馳ち走そうになるとは。田舎から出てきた甲か斐いがあった」

　と相そう好ごうを崩して受け取っていた。

　そんな折り、アトールにとある知らせが届いた。

　アトールの東西に位置する、ディティアーヌ連盟とアリオン王国。

　ほかならぬ寺院を巡る戦いで対立が表面化した二大勢力である。

　あれから何度か書状や使者をやり取りしていたようだが、今回、双方の代表が会談をする運びとなった。

　ともに名のある者が会談に臨む。

　そのため、どちらか一方の領内で会うのではなく、双方の中央に位置して、さらに今回の問題にも関係するアトール公国の首都ティワナを会談場所にしたいという。

　そしてアリオン、ディティアーヌともに、レオ・アッティールをこの会談の立会人として指名してきた。




　　　　　　　３




　ディティアーヌ大聖堂を中心とする一帯の小国群が、他方の脅きよう威いから身を守るために連合を余よ儀ぎなくされる──ということが歴史上たびたび起こった。

　およそ半世紀前も、北方からの侵攻にさらされた諸国は手を結んだ。交戦状態が思いがけないほどに長引いたため、諸国は必然的に強い連関と長い同盟期間を強しいられた。宗教的な結びつきを軸としたこの同盟勢力は、やがて一つの組織としての体裁を整えていくようになって、対外的に『ディティアーヌ連盟』と呼ばれるようになる。

　大聖堂のある教皇領が拡張され、ここを本拠地とする教会組織──この時点では教皇庁と呼ばれた──が、諸国の宗そう主しゆ権けんを握った。

　連盟は十年以上をかけて北方との争いにひとまず勝利したものの、それからほどなくして教皇が病没。これが、他方からの侵攻とはまたちがった波紋を呼び込んだ。

　先代までの教皇座は、宗教的、いうなれば精神的な指導者としての地位に留まっていたのだが、『連盟』が誕生して以降は、もはや精神的のみならず、諸国の宗主権をも握る実質的な玉座である。したがって、教皇座の後あと釜がまを巡る争いも、これまでとは本質がいちじるしく変容せざるを得なかったのだ。

　諸国は、政治力、武力、諜ちよう報ほう力りよくをもって、表に裏にと争いあった。

　ほどなくして、各地で紛争が多発した。

　それを力ずくでも制止すべき立場の教皇庁は、むしろ諸勢力からの賄わい賂ろで懐ふところを潤うるおわせ、次第に腐敗の根を広げていくようになる。私財を蓄えるために争いを利用しているようなところさえあった。

　それに異を唱えるような者は有無もいわさず牢ろう獄ごく送りとなり、正式な裁判の手つづきも踏ふまぬまま火あぶりにされた。

　民衆の不満は募つのりに募った。とある町で、教皇庁の役人に対する暴力事件が相次いだ。これを教皇領が独自に抱えている兵力で『粛しゆく清せい』をおこなうと、ついに各地で教皇庁への反乱の火があがった。

　次代教皇の後釜を巡って争っていた幾多の勢力も、ここにて二つに大きく割れた。

　一方は、教皇庁に加担して恩を売ることで、あくまで現体制のまま教主国としての権力を握ろうとする、『教会派』。

　対する一方は、現教皇庁そのものを『敵』とみなし、新たな教会勢力を築こうとする、『反乱軍』。

　反乱に加わった者たちのなかには有名無名問わず、現在も名を讃たたえられる英えい傑けつが数多い。が、そのなかでも代表格がモルディーンとワイマーの『ヤノス兄弟』であろう。

　寒村の出身ではあるが、弟のワイマーは幼いころから近きん隣りんの教会に預けられて、そこで飛び抜けた学才を発はつ揮きした。地方領主の小こ姓しようを経へてから有力豪族の祐ゆう筆ひつ、そして財産管理人をつとめた。彼の仕えた豪族が反教会派であったことから、ワイマーは反乱の初動期から加わって、『教会派』の調ちよう略りやくやら、他勢力の介入を防ぐ工作、さらには民を味方につけるための情報戦略やらで、持ち前の才を存分に駆使した。

　ワイマーが繰りひろげたそれら画策の甲か斐いあって、反教会派は民衆の絶大な支持を受け、教会派から勝利を次々ともぎ取った。

　同じころ、生まれ故郷に残っていたモルディーンもひと騒さわぎを起こしていた。彼もまた一介の百ひやく姓しように過ぎなかったが、身体が大きく、昔から腕っぷしがめっぽう強かった。

　あるとき、教皇庁の息のかかった役人が、村に「視察」という名目で訪れた。が、実際は、魯ろ鈍どんな村人たちに噓うその儲もうけ話を吹き込んでおり、基盤となる資金が必要だといっては、違法な高利で金を貸しつけていた。そして村人たちが金を返せないとなると、彼らから容よう赦しやなく土地や田畑を取りあげた。反抗した者は、教会の金で雇った賊ぞく兵へいたちに乱暴を働かれた。

　モルディーンの父も、兵士に暴行を受けて、足腰が立たなくなってしまった。

　モルディーンは激怒した。賊兵たちが拠点としていた教会堂周辺に身を伏せると、一人、二人と少人数でうろついていた不運な兵を捕まえては、彼らを草むらに引きずり込んで殴り殺すと剣や甲かつ冑ちゆうの装備を奪った。

　不ふ審しんに思った兵隊が用心しいしい出てくるところを、モルディーンは奪った装具を身につけた仲間たち数名とともに待ち伏せて、三十人からなる彼らを、教会堂に居座っていた役人ごと退治してしまった。

　それが教皇庁の怒りを呼び込んで、本格的な討とう伐ばつ隊たいが組織された。

　さすがにもはや抗う術はなしか、とモルディーンが覚悟していたときに、弟のワイマーが故郷の窮きゆう状じようを聞きつけて、反乱軍の一部隊を派遣してくれた。

　モルディーンは強力な仲間を得て大いに戦い、討伐隊を見事撃げき退たい。

　ほどなくして、モルディーンも反乱軍に合流することとなった。

　弟が交渉力や学識に長たけていれば、兄は兄でその身に宿っていた武才を花開かせた。

　戦場で数々の功績をあげた。噂うわさによれば、彼自身の才能もさることながら、田舎臭さの抜けきれない朴ぼく訥とつぶりに相反するかのような苛か烈れつな戦いぶりには、不思議と人を惹ひきつける魅力があって、次々と有力な武人たちが彼のもとに集つどうようになり、結果としてモルディーンが戦果をあげるにいたっていたという。

　先代教皇がみまかってからおよそ十年、そして反乱の火が本格化してから約五年。

　教皇庁の人間たち、そして彼らに加担した教会派は大聖堂から追い落とされて『旧教会派』となり、反乱軍こそが『現教会派』となった。

　モルディーン、ワイマーはそのころ『ヤノス』の姓を賜たまわっていた。

　ヤノス兄弟をはじめとした反乱軍有志たちが次々と、かつての教皇領であるディティアーヌ大聖堂に入った。しかし内乱はまだ完全に鎮ちん火かしたわけではなかった。それからさらに五年以上の月日が経過するあいだ、兄モルディーンは軍の総指揮権を得るにいたり、大聖堂に入ったのちも、『旧教会派』の残党を狩るために部隊を率いつづけた。また弟ワイマーも──彼はこの内乱のあいだ、北方の諸勢力の南進を妨さまたげるための外交官的役割をも果たしており、高くその手腕は評価されていた──教会組織の大改革を先頭に立っておこなった結果、『有志たちにあと押しされる』という形で、彼こそが教会の首長権を握るまでになった。ただし、『教皇』を現段階で名乗るのは不ふ遜そんだということで、総大司教という地位に留まった。

　軍事指導者の兄モルディーンと総大司教たるワイマー。

　このヤノス兄弟こそが、現ディティアーヌ連盟の実質的支配者といえる。

　その、ディティアーヌ。

　コンスコン寺院を巡る一件があってのち、上層部はアリオンとの対立を避さけるべく、あらゆる手段を模索していた。

　ディティアーヌとて全領土をあわせれば大勢力になるものの、いまだ内乱が鎮しずまったばかり。アリオンのような実質的強国と直接刃を交えるにはまだ早い、と上層部すべての人間が認識している。

　使者や書状のやり取りが三か月以上もつづいてから、ようやくのことでアリオン側が折れる気配を見せてきた。

　アリオンはアリオンで、「ディティアーヌ討うつべし」と気炎をあげる若い武人たちの感情が鎮まるのを待っていたという側面がある。

　双方が代表者を出して、会談の席が設けられることとなった。無論、これには和わ睦ぼくへの道筋をつける狙ねらいがお互いにある。

　場所はアトール。

　場所も日時も公表している以上、アリオンにも国民の目がある。本腰を入れてくるであろう。ディティアーヌ側もそれなりに名のある者が赴おもむかねばなるまい。が、ここで駆け引きを誤れば、うっかり譲じよう歩ほしすぎて『無能』の烙らく印いんを押されかねず、さりとて強気に出すぎれば、当然もっとも忌き避ひすべき事態──二大勢力によるいくさを招きかねない。

　教会内部においても、

（いったい誰がこの会談に赴くべきか）

　ということで意見が紛ふん糾きゆうしていた。




　民家の建ち並ぶ区画からディティアーヌの大聖堂に入るには、長い橋を渡らねばならなかった。

　昔は、わざと訪問者に遠まわりをさせるように道がつくられており、大聖堂入りするには三つの橋を渡らねばならず、しかもその都つ度ど税金を徴ちよう収しゆうされた。聖職者とて例外ではない。

　ヤノス兄弟はこの橋をすべて叩たたき壊こわし、一本の長い橋を建造させた。欄らん干かんには天使や聖人をかたどった像が等間隔で飾られている。反乱──現教会はこれを『反乱』とは呼ばず『聖戦』と呼称するが──を成功に導いた名だたる英えい傑けつの像をつくる計画もあったが、これはワイマーのひと声によって中止させられている。

　その橋を、馬に跨またがったバール司教が渡っていた。

　灰色に近い色の長髪に、鷲わし鼻ばな。

　瘦やせてはいるが、教区司祭として、堂々たる物腰の男として知られていた。実際、かつてはほかの司祭や助祭たちが急いで道を開けるほどの迫力があった。

　が、橋を渡り終えて、厩うまや番ばんに馬を預ける現在のバールは猫背気味に顔を伏せがちにしており、まるで人目を忍んでいるかのような態度である。

　それは、コンスコン寺院に軍を差し向けて援助する、という計画が、彼の提案したものであったことと関係する。

　寺院、そしてあわよくばアトールをも、アリオンの東とう征せいを妨げる橋きよう頭とう堡ほとして利用する──という計略のはずが、蓋ふたを開けてみれば、援軍として向かった聖薔薇サーガイア団団長アーサー・コースブルクはアリオン武将に討うち取られてしまい、教会上層部がアリオンとの関係修復に苦く慮りよするという結果を招いてしまった。

　当然のことながらバールの肩身は狭い。

　聖堂の境内に入ったあとも、そこかしこで笑われているような気がする。

（あのバール司教、大層な策士気取りで献策したというよ）

（後ろ盾となられたモルディーンさまもさぞ失望されたろう。どの面さげて聖堂に来られたものか）

　彼に頭をさげる修道士や、慇いん懃ぎんな態度の使用人たち、いま井戸から水を汲くんでいる小僧にいたるまで、そんな陰口を叩たたかれている気分になる。

　バールは惨みじめな思いがした。とともに、安全な場所から他人の批判と嘲ちよう笑しように明け暮れる人々に怒りを覚えた。さらには、アーサーの死を思い出して、身が八つ裂きになりそうな悲しみをも覚えた。

　恥ち辱じよく、怒り、悲しみ。

　アーサーの死後、何度となくバールを悩ませてきたこれらの感情は、複雑な色をなして渦を巻きながらも、最終的には必ず一つに混ざりあって、また別種の感情をそこに形成した。

　敵意──いや、もっと的確にいうならば、殺意である。

　いまも同じだ。

　たぎるようなその殺意の放射を感じ取ってか、バールを取り巻いていた嘲笑や視線の列がいっせいに遠ざかっていった。ただしバールが抱いていた敵意、殺意は、彼らに向けてのものなどではない。

　ただ一人の男の顔を脳裏に浮かべながら、バールは大聖堂の傍かたわらを通り過ぎ、巡礼者のための宿坊などを素通りすると、塀沿いに建つ屋敷然とした建物のなかへと入った。

　階段をのぼり、さらに数名の修道士たちとすれちがってから、モルディーンの執務室の前まで来た。

　扉は開け放たれている。左右に衛兵が数名立っていたが、バールを見ると渋い顔をして、「いまはお待ちを」と目だけで告げた。理由はすぐにわかった。なかから、鋭い声が聞こえている。

　モルディーンのものではあり得ない。弟のワイマー・ヤノスだ。時折「兄上」と呼ぶ声が聞こえることから、ワイマーが一方的にまくし立てている相手こそがモルディーンだろう。

（厄やつ介かいなときに）

　ちらりとバールの顔に不機嫌な色が浮かんだが、ディティアーヌの実質的な支配者二人がやり取りをしているさなかとあっては、足を踏ふみ入れられない。

　しばし、立ちつくしたまま待った。

　声を聞いているだけで、バールには二人の様子がありありと想像できた。バールは以前領内の地方城主に長らく仕えており──この城主をはじめとした兵力こそが、反乱成功ののちに聖薔薇サーガイア団を名乗ることとなる──、彼自身、反乱軍に加わっていたため、ヤノス兄弟とのつきあいもそこそこにある。

　この兄弟、大ざっぱにいえば、兄が武ぶ闘とう派は、弟が知性派ということになるのだろうが、背せ丈たけは弟のほうが高い。その長身のてっぺんから、いつものごとく甲高くひびく声で兄を責めている。兄のほうはというと、おそらく椅子に深く腰かけて、腕組みして、さらに目を閉じて黙ったままだろう。モルディーン・ヤノスという男はとかく寡か黙もくで知られていた。必要なこと以外はまったくしゃべらない。無論、冗談などひと言も口にせず、近くで仕えている者たちですら彼の笑顔など見たことがないというくらいだ。

「聖戦を勝ち抜いたわれわれこそが、新たな教会派として規き範はんを示さねばならぬときに、異教徒の妻などもってのほかだ。なぜ洗礼を受けさせない？」

　ワイマーは同じことを繰りかえしている。モルディーンは答えない。

「ともかく、異教徒の風習で式など挙げられては困る。すでにその女とのあいだに娘も二人いらっしゃるのだろう。そのこととて大目に見ているわたしの立場も考えてほしい。十字軍の総指揮官たる兄上にはふさわしい妻が必要だ。それは取りもなおさず、神の教えに率先して膝ひざを折り、民の規範となるような、いわば国民の母にふさわしい方という意味である。おわかりであるな」

　繰くり言ごとを終えると、ワイマーが室内から出てきた。金糸銀糸の刺し繡しゆうを施された司教服を着ている。独演場を終えたばかりで、その肌はうっすら高潮して汗を搔かいていた。

　ワイマーの目がバールをちらりと見やった。大司教といってもまだ四十代。バールとさほど年齢は変わらない。が、背が高いこともあって、膝ひざを折ったバールははるか高みから睥へい睨げいされているようにも感じられた。

　確かに目があったはずだが、ワイマーはバールの一礼を無視して、

「ああ、それと」

　まだ言い足りなかったのか、室内に高い声を投げかけた。

「近ごろ、兄上は近しい者から『王』などと呼ばれて悦えつに入いられているとか。いや、自称されているわけではなくとも、兄上は率先してそれを制止すべき立場であられるぞ。わたしとて『教皇』などと他人が呼ぼうものなら、衆目の前で額ひたいを石床に打ちつけ、その床で膝肉を削ってでも、他者にわが心を邪じや推すいさせる隙すきがあったことを主に恥じるであろう。わがディティアーヌに『王』などは不要だ。十分おわかりであろうが」

　あとはバールのほうなど見向きもせず、室外で待っていた衛兵をともなって立ち去っていった。

　コンスコン寺院の一件は、バールがモルディーンに献策したものだ。そしてモルディーンは弟に相談することなく、独断でこれを認めた。ワイマーはその一件が失敗に終わった直後、やはりこうして兄の執務室までわざわざ訪れて、いまのように長々と説教したという。

　ワイマーにしてみれば、バールなどは「兄に取り入って余計なことをした存在」以外の何者でもないのだろう。その上で、必要以上の関心を払うべき人物ではない、というような態度を取った。

　バールはかすかな怒りを抱いだいたが、すぐに感情を押し殺すと、モルディーンに入室の許可を求めた。

「ん」

　とだけ返事がする。

　了承した、の意だ。

　なかに足を進めた。

　モルディーンは、バールが先ほど想像したとおりの姿勢で椅子に座していた。

　ディティアーヌ全域における国のあらゆる爵しやく位いからはじまって、十字軍総軍司令官、聖堂騎兵団団長、教会司教、あるいは複数の土地の領主にいたるまで、数えきれぬほどの肩書きを持つこの男、モルディーン・ヤノスは、しかしその数々の輝かがやかしい肩書きや、『聖戦』で語られる英雄的活躍が噓うそのような容よう貌ぼうをしていた。

　口が悪い者にいわせると、

（本来はもっと縦長だった顔を、上下からゲブリン族の怪力でぺしゃんこに押し潰つぶされたような）

　などと表現する。

　瞼まぶたが厚ぼったいためにいつも眠そうに見えたし、鼻も鉄球の一いち撃げきを顔の中心に浴びたかのようにひしゃげており、これもぶ厚い唇は横にも長い。

　加えて、先ほど触れたような寡か黙もくな性格である。

　まだモルディーンが名をなす前、彼と会った者たちは、最初、彼がしゃべれないものだと誤解をして、

（いったいどこの田舎者だろう。北方の、冬が厳しい土地には、人語さえろくに解さない農のう奴どたちの集落があるというが、そこから逃げ出してきたのであろうか）

　などと想像を巡らしたことが多々あったという。

　そのモルディーンは、バールが挨あい拶さつを送ると、やはり「ん」とうなずいた。

　傍かたわらに立っていた祐ゆう筆ひつに視線を送ると、年老いた枯れ木のようなこの男が、ぶどう酒を入れた杯を運んできてくれた。

　バールは唇を湿らすていどに口をつけた。香料が効きいている。

　この後、モルディーンはほとんど口を聞かなかった。いったいどのような意思疎通を図っているものやら、バールが何事かを口にすると、モルディーンから目配せを受けた祐筆の男がすらすらと返事をする。

　表情もほとんど動かない。それがモルディーンをより魯ろ鈍どんに見せていたのだが、彼の人となりを知るディティアーヌ領内の人間は、バールも含めて、彼が決して見た目どおりの人間でないことを知っている。

　が、さしものモルディーンも、バールの申し出にはかすかに眉をあげた。

　アリオンとの会談に関しては、ワイマーが人選を担当すると公言していたのだが、それを無視してでも、「自分が赴おもむきたい」と口にしたのだ。

　さらに、

「でき得るなら、モルディーン閣かつ下かにも足を運んでいただきたいのですが」

　とまでいった。

　祐筆の男がしばし口をつぐんだ。代わりに、

「アトールへか？」

　ややしゃがれたような声で、モルディーン自身がそういった。

「アトールへ」バールが力強くうなずいた。「いままで何度か書状にて申しあげたとおり、わがディティアーヌが当面の敵とすべきはアリオンなどではありません。ただ一つ標的にせねばならぬのはアトール。われらをたばかり、アリオンと通じてアーサーを討うった神の敵です。そのためにはアリオンとの緊張状態はなんとしてでも避さけねばなりません。力弱きわれらには、閣下のお力添えが必要なのです」
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　会談は、双方がともに朝食を済ませたのちにおこなわれることとなった。

　場所はアトール首都ティワナ近きん郊こう。

　先代公王の末弟が村落に城を構えている。その城内の一室に長机が置かれて、左右にそれぞれアリオン、ディティアーヌの代表が顔を並べ、上座にはアトールの立会人が座した。

　ディティアーヌ側の代表は、モルディーンとバール司教。

　今日を遡さかのぼること一か月前、「モルディーン・ヤノスが来訪するらしい」と伝えられると、アトール国内が静かなざわめきに包まれた。

　大物である。ディティアーヌ連盟における全軍の指揮権を握る男で、いまや『王』を自称しているという噂うわさまである。

　その男が豪華な装飾の施された飛空船に乗って、このアトールまでやってきた。

　対するアリオン側代表は、現アリオン国王ヒュー＝ジャール・ジャミルの弟にして王都を行政副長官として預かっているアヴェンタ・ナヴァロ。もう一人は、古豪ホーキング・イングラム。

　風の噂によると、ホーキングは当初、「自分はもはや隠居に近い身だ」としてアトール来訪を渋っていたというが、王弟アヴェンタのじきじきの指名によって断りきれなかったようだ。

　一方で、アトール側の立会人はブラントン・アッティール。公王マグリッドの長男である。

　そしてその補佐役という名目で、次男のレオ・アッティールも兄の隣となりに座している。コンスコン寺院の一件において無関係ではない、どころか、ディティアーヌの援助を受けてアリオン軍指揮官ヘイデンを討うった張本人であるから、この場にいるどんな大人物よりも当事者に近しい立場ということになる。

　公王にすれば、今回の会談においてアトールはあくまで中立的立場を貫きたいところだ。したがって本来なら波風の立ちそうなレオを同席させたくはなかったろうが、これもアリオン、ディティアーヌ双方からの指名があったため、マグリッドも無む下げにはできなかった。

　上座についたレオの背後には、スタークがいる。補佐役のさらに補佐といった立場だが、当然、レオを監かん視しする役目も兼ねていた。

　全員が名乗って、挨あい拶さつを交わした。

　会談は比較的穏おだやかにはじまった。

　まず、ディティアーヌ側の意図ははっきりしている。アリオンに弁解しながらも、下した手てに出すぎて卑ひ屈くつになりたくはない。なんといっても騒動の発端はアリオンにある。十字教の聖域に大義もなく兵馬を進めるなど、むしろそのことで相手方を糾きゆう弾だんしたいのはディティアーヌのほうであろう。といって、無論、ここで感情的な口論となって戦火を呼び込みたくもない。

　アリオン側はどうかというと、おおむねはディティアーヌと共通している。領地に攻め入ろうとしたディティアーヌを責めながらも、こちらもできる限り大事にはしたくなかった。が、侵攻を受けた立場である以上、ディティアーヌから一定の譲じよう歩ほを引き出さねば、アリオン国内の世論が納得しない。

　双方の代表、その手腕が問われる場面である。

「われらと同じ神をいただくコンスコンの信者一同を守りたいという一念のみをもって、われらは部隊を派遣した」

　とディティアーヌは主張する。

　これは、寺院に援兵を出したレオ公子が、アリオン王の御前で述べた弁解と一致する。

　つまりは、一応はアリオンに『許された』格好のレオ公子と立場を同じくすることで、「アリオンに侵攻する意図などなかった」「ならばアリオンは、レオ公子と同様にわれらの行動も不問に付すべきだ」と訴えている。

　対するアリオンは、

「では、なにゆえにアーサー・コースブルクは国境を越えようとしたのか」

　と詰きつ問もんする。

　ちなみに、ディティアーヌ側の発言者はもっぱらバールで、モルディーンは時折相あい槌づちを打ったり、小さくうなずいたりするだけで声を発しようとしない。

　対するアリオンも、王弟アヴェンタが一人、口こう角かく泡あわを飛ばしている。ホーキングのほうは終始乗り気でない顔をしていた。

　今回も、アヴェンタが相手方に顔を突き出しながら、

「戦火のいざこざにまぎれて、アリオン領土に火をかけようとする意図が明白ではないか」

　と迫れば、バール司教が答える。

「あくまで攪かく乱らんの目的があったのでしょう。いくさばでのことゆえ、詳しい事情はわかりかねますが、おそらくはヘイデンどのの攻撃部隊と本ほん陣じんを分断させることで、攻撃隊の意欲を削そごうとしたのです。そうであるな、レオ公子殿下？」

　とここで、バールは立会人のレオを引きずり込もうとした。

　口調こそ穏おだやかであったが、その視線に強い毒がある。

　スタークが瞬しゆん間かん、足もとに落ちた紙を拾う振りをして屈かがみ込み、レオの耳もとに何事か囁ささやいた。

「わたしにも詳しいことはわかりかねます」レオの返事は簡かん潔けつなものだった。「確かにわたしもいくさばにいたものの、わたしが寺院についたときはすでにアーサーどのがお討うち死じになされたあとでありましたゆえ。──ただ、のちのち寺院の方々に聞いた話によれば、確かにいま司教さまがおっしゃったとおりの経緯があった模様」

　伝聞という形を取ることで、レオは自分を引き込もうとする議論の渦からさっと身を遠ざけた。

　そうしながらも、一応はバール司教の言葉に裏づけを与えた格好であるが、アリオン側の詰きつ問もんは止まらない。

「貴国ではアーサーを英雄視する向きがあると聞く。神の教えに殉じゆんじた聖人級の扱いをしているとも。アリオンへの敵意を高こう揚ようする狙ねらいがあるのか」

「まさか」

　とバール司教は唾つばを飛ばす勢いで遮さえぎった。

　アーサーが英雄のごとき扱いを受けているのは事実だ。というより、教会上層部がそうなるよう仕向けたというのが正しいから、アリオン側の懸け念ねんももっとものことである。

　しかしその狙いは戦意高揚などではない。

　むしろ問題となったのはレオ・アッティールの存在であり、その勇名がディティアーヌ領内にも轟とどろいた点にある。

　ディティアーヌ教圏の民たちは、十字教の寺院を守るべく大国アリオンに立ち向かった公子を賞賛するとともに、

「なぜそれがディティアーヌにできなかったのか」

「ディティアーヌにも寺院からの援助要請があったはずだ。なのに、教会上層部はアリオンを恐れたのだ」

「アトールという、神の教えに縁の薄い小国ですら立ちあがったというのに、教会はなんとも情けない。普段から神の御み心こころに沿っているという顔をし、とくとくと神の教えを説いておきながら、いざ神の敬けい虔けんなしもべを守らねばならんときになって逃げ腰とは」

　いっせいに教会を批判した。

　ディティアーヌは内乱がおさまってからまださほど年月が経たっていない。そんなときにアリオンなどという巨大勢力と干かん戈かを交える事態になればなったで、民はやはり教会を批判したであろうが、同じく内乱間もないという理由によって、教会はこの種の批判をなによりも恐れた。

　そのため、

「わがディティアーヌとて、コンスコンを守るべく戦ったのだ。いや、むしろ今回の勝利は、レオ公子の勇気や裁量によるものではなく、聖薔薇サーガイア団団長アーサー・コースブルクの命をもなげうった行動によるところが大きい」

　と声高らかに喧けん伝でんせねばならなかった。

　無論、そのような事情などはアリオン側もわかってはいる。

　敵に射ち込む矢を増やしたいだけだ。

　この場にいる全員が事情を汲くみ取っている、ということは、バールの反論などには誰も関心がないということである。なにをいおうとも真実でないことがわかりきっている。だから自然、バールの言葉にもいわゆる『受け手』となる壁が存在せず、むなしく声がひびくのみであったのだが、

「アーサーの出陣は、わが命によるものであれば」

　その場にいる全員、はっとしたように同じ方向を見つめた。

　モルディーンである。

　机の上に投げ出した太い腕に、もう片方の掌てのひらを重ねている。レオの記憶が正しければ、入室して椅子に腰をおろしたときからずっと同じ姿勢のままだ。

「君命と神の御み心こころにしたがい、異国の地で勇敢に散った武人の命を悔くやまぬことはない。彼をことさら英雄に祭りあげたいわけではなく、ただその魂たましいが安らかならんことを祈っただけのことであり、民もその声に応こたえてくれたまでだ」

　ぼそぼそとした声だったが、バールが張りあげていた声よりよほど大きく聞こえた。




　昼を少し過ぎたころ、いったん休きゆう憩けいを挟んだ。

　代表者たちが退室したのを見計らってから、レオは会議室の隅にパーシーを呼んで、

「どう見る」

　短く聞いた。パーシーも雑用係にまぎれてずっと同じ室内にいた。当然、会談の一部始終を目まの当たりにしている。パーシーは少し考えてから、

「いずれも正面切っての争いは回かい避ひしたいのが本音なれど、互いにお国の事情がある様子。双方、攻撃の手を軽く出しあいしながら、相手方から譲じよう歩ほの言葉を待ち伏せしているといったところでしょうか」

「うん」

　国同士の軋あつ轢れきには常につきまとうことだ。

　他国の敵意を招くのも避さけたいが、かといって弱気になっていては自国領土からの支持を失う。この場合、他国から軍勢を差し向けられるのと、自国から反発の火が起こるのとどちらが厄やつ介かいか、ということを常に天てん秤びんにかけねばならない。

「アリオンは領土拡張にともなった争いがまだ尾を引いている状態であり、王自らが馬を飛ばしてあちこちの鎮圧や調停に赴おもむいている情勢だと聞きます。……まあこれは、アリオン王ご自身が争いやいくさの現場が好きでたまらぬからだという風聞もございますが」

（わかる気がする）

　レオは、一度だけ顔をあわせたことのあるアリオン王の姿を思い浮かべた。レオの知人でいうなら、クロード・アングラットに似ていた。実質的な立場や外見の印象こそ大幅に異なるが、どちらも精力をみなぎらせ、一つの箇か所しよにじっととどまっているのが苦手なところが似ている。

「一方のディティアーヌも、内乱終結から五年以上が経たちますが、こちらもまだ地盤固めに時間が欲しいところでしょう。軍の総指揮官たるモルディーンがやってくるとは意外でしたが、それだけ、アリオンとの正面衝突をなんとしてでも避さけたいという意図が見えます」

　モルディーンのような立場の男がやってくるということ自体、これはディティアーヌからアリオンへの『配はい慮りよ』ということである。

「となると、会談の行方はどうなる？」

「アリオン国内には、今回のことでディティアーヌ討とう伐ばつ論ろんが浮上しています。クロードどのの『ご活躍』によって直接の被害はなかったために、決して大きな声ではないものの、なにしろ王が王。古来、家臣は王の本質に迎合するともいいます。若い武人たちを中心にこの機運が盛りあがっている模様。とはいえ、アリオン王ご本人も、いまここにおいての本格的な外がい征せいは避けたいところでしょうから、こうした国内の声を抑えつける意味でも、ディティアーヌから一定の譲歩を引き出さずばこの会談を終わらせるわけにはいかない、といったところでしょう」

　パーシーの読みは当たった。

　休きゆう憩けいを挟んでから再開された会談で、アリオン側は攻勢に打って出た。ホーキングが珍しく発言をして、

「ここで貴国の言い訳を長々と耳にしていてもはじまらぬ。こちらは確約が欲しい。ディティアーヌには、以降、コンスコン寺院との連絡を断って、二度と近辺に兵を出さぬとお約束していただきたい」

　こう迫った。

　対するバールは渋じゆう面めんをつくった。

　コンスコンはディティアーヌにとって都合のよい拠点だ。つながりを保っておけば、アリオン東征を喰くい止める防御壁になり得る。

　さらに、今回のことでコンスコン寺院はディティアーヌに謝意を示している。これをきっかけに親密な関係を築いていければ、よりコンスコンの利用価値があがるであろう。それも、アーサーの犠ぎ牲せいがあればこそだ。バールは、幼いときから顔を知るアーサーの死を無駄にしたくはなかった。思わず感情的になり、

「確約というならこちらも同じ。そもそも、アリオン側が寺院に兵を差し向けねば、われらとてわざわざ兵を出さずとも──」

　抗う気配を見せたバールであったが、モルディーンが手をあげてこの言葉を制した。

（わっ、すごい手だ）

　レオが思わず目を丸くした。

　レオの何倍も面積がありそうなモルディーン自身の顔を、さらにすっぽりと包めるのではないかというくらいに大きい。

　バールもはっとして言葉を吞のんだ。いま、

（そちらが兵を出したからこちらも兵を出した）

　とバールは口にしそうになったのであるが、そんな非難の応酬は、この会談がはじまる以前、使者や書状でのやり取りのなかで何度となく繰りかえされたことであり、それをお互いが飽あいたからこそ、

「では双方の代表者が顔を揃そろえての会談を」

　という流れにいたったのである。

　ここで子供じみたやり取りを蒸しかえしては、会談の場そのものの権威と意義が損なわれるところであった。バールを制したモルディーンは、すばやく決断したらしい、

「われらとて、神域に無用な争いを呼び込むのは本意ではない」

　というような意味の言葉で、アリオン側の要請を吞のんだ。

　ひとまず確約を得たところで大人しくなるかと思われたアリオン側だったが、アリオンの古豪ホーキングは、いままでどちらかというと会談に消極的な態度だったのが噓うそのように攻撃の手を休めなかった。

「では次に」

　とさらなる要請を重ねる。

　バールの顔色がまたも変わった。いや、彼ばかりか、終始無表情に見えたモルディーンの顔にすら感情の色がよぎった。

　ホーキングは、モルディーンに、アリオン王都への来訪と、アリオン王との直接会談を提案したのである。

　さすがに、

「わが王に臣下の礼を取れ」

　というのではないが、それに近しい屈くつ辱じよくをディティアーヌの十字軍指揮官に強しいようとしている。

　厄やつ介かいなことに、ホーキングの揺さぶりは、ディティアーヌにのみ矛ほこ先さきを向けたものではなかった。

　中立的立場に甘んじているアトールに対してでもある。

　パーシーが分析したとおり、アリオン、ディティアーヌの両陣営ともいくさになることを望んではいないものの、

（両隣国の情勢が悪化するのを避さけたいのはアトールも同様であるはずだ）

　とホーキングはにらんだのだ。

　その上で、ディティアーヌ側にあえて到とう底てい承服できぬ要請をすることで、アトールの出方をうかがった。

（アトールの立会人はわれらをなだめる役にまわるか、それともディティアーヌを説得する役にまわるか）

　簡単にいうなら、

「アトールはどちらに加担するか」

　と刃を突きつけたも同然である。




　　　　　　　２




　予想どおり、立会人のブラントンは狼ろう狽ばいした。

　席を半ば立って、顔に朱色をのぼらせたバール司教のほうを、次いで胸を張っているホーキングのほうをうかがったが、結局、なにもいえぬまま着席した。

　──とここで、ホーキングはブラントンの隣となりにいるレオ公子のほうに目を向けた。まるで、いまはじめてこの場にいることに気づいた、というような態度であったが、これはとんだ芝しば居いだった。

　ホーキングが決して乗り気でなかった会談に実りを見み出いだしていたとするなら、レオ・アッティールの人となりを見極められるのではないか、という点にこそあったからだ。

　前線を引いて以降、調ちよう略りやくや諜ちよう報ほうを主としておこなっていたホーキングである。ヘイデン・スウィフトから協力の依頼があったとき、彼は、情勢を強引にでも動かそうとするヘイデンの計略に魅み力りよくを感じて、自分の息子をも預けている。

　結果、ヘイデンの部隊は打ち砕かれた。

　レオ・アッティールの手によって。

（いったい、どんな男なのか）

　怒りよりもまず、興味が湧わいた。そのため、ホーキングはアリオン王とレオがじかに対面したジェスターの城にも赴おもむいて、レオの顔を見ている。取るに足らぬ、ただの少年のように見えたのが、いっそうホーキングの関心をそそった。

（さて、どう動く）

　多少期待するような心持ちもあったのだが、レオもさすがに巨頭たちの前では口をつぐんだきりだ。黙ったきり、軽く目を伏せている。

　ホーキングは軽く失望した。

（戦場でのみ輝かがやく猪いのしし武む者しやか。それとも、今回の武功とて、家臣がお膳ぜん立だてしただけのことか）

　アトール側が何事もいえずにいるうちに、ホーキングはなお言葉を重ね、さらに強くディティアーヌ側へと迫った。

　ここで感情を昂たかぶらせたバールが失言をした。

「さ、先に寺院をゆえなく攻撃したのはそちらではないか。先ほどから、謝罪だの、モルディーン閣かつ下かに王都への来訪を要請するだの、いささか立場を見失ってはおられないか」

　先刻、せっかくのことでモルディーンが制したはずの言葉を口走ってしまったのである。

　無論、これを逃すホーキングではない。

「ゆえなくとは何事であるか。コンスコンの司教は畏おそれ多くもわがジャミル陛下を呪のろった人物であるぞ。ディティアーヌもその司教と立場を同じくするといわれるか」

　と弾だん劾がいする。

　バールは口ごもった。モルディーンも、まるで一日に限られた回数しかしゃべれない呪いを魔道士にかけられてでもいるのか、というふうに口を開かない。

　ブラントンがあわてて険悪になりかけた双方のあいだに入った。

「も、もしアリオン王とモルディーン閣かつ下かが会談なされるというなら、わがアトールの城でならいかがか」

　と提案した。

　モルディーンがアリオンにまで足を運ぶとなればディティアーヌ側に恥ち辱じよくを与える結果となるが、中立的立場のアトールならば、両陣営の顔も立つ。今回の会談にいたるのに似たような格好だが、そもそもそうした恥辱を相手に負わせたい意志のあるホーキングは、

「アトールの方は口をつぐんでおいていただきたい。これはわれらの話ぞ」

　と頭からブラントンを吞のむような威勢をもって、これを一いつ蹴しゆうした。

　会談の場が荒れ模様となった。

　無論のこと、ホーキング・イングラムとて本気ではない。

　だがアリオンには、

（たとえ本気と取られても構わぬ）

　ていどの余裕がある。

　ホーキングは、この会談のあいだずっと代表者たちの顔色を読んできた。その結果、おそらくアトールにもディティアーヌにも、この場が決裂したくらいでは軍を起こす気き概がいも意志もなかろう、という結論を得た。いったん破談になっても、その直後にでも、両方ともにもう一度話しあいの席を設ける努力をするはずだ。

　アリオン、ディティアーヌ、アトール三国のうち、やはりもっとも国力に長たけているのはアリオンである。

　ホーキングには、戦争を回かい避ひしたい思惑もありつつ、しかしいざとなれば、この会談が決裂しても構わない、という意図もあるので、

「こうなればあとには引けぬ」

　と一いつ喝かつして席を立つくらいの覚悟があった──のだが、

（唯一、注意せねばならぬのは）

　この会談に乗り込んできたモルディーンだ。

　彼が来るということはホーキングにも想像の埒らち外がいであった。さらには、もともと表情の動きが鈍にぶい男だから、さしものホーキングにも顔色が読みづらい。

（立場のある男だ。ここで追い詰つめすぎては、彼の独断のみをもって戦端を開かれかねない。さて、この荒れ模様の海をどう泳ごうかい。幕引きをはかるか、いったんこの席をばらすか）

　ディティアーヌ、アトールの動き次第で臨機応変に立ちまわる構えを見せつつ、ホーキングは周囲を睥へい睨げいした。

　バールは声こわ高だかに反論しているが実みのある言葉はなに一つとしてなく、モルディーンは逡しゆん巡じゆんしているのか黙ったきり。立会人のブラントンは右う往おう左さ往おうするばかりだ。

　と、

「モルディーン閣かつ下か」

　レオ・アッティールが、ディティアーヌの『王』をそう呼んだ。久しぶりに口を開いてなにをいうかと思えば、

「わたしはアリオン王と面識がございます。もし会談するとなれば、わたしもご同行いたしましょう」

　そう申し出る。

　一いつ瞬しゆん、公子の後ろにいたスタークと同様、ホーキングも驚いたものの、すぐに、

（ほほう。アトール公子はこちら側について、ディティアーヌを説得する道を選んだか）

　ほくそ笑んだ。

（さすがに見る目はおありになるようだが、それでディティアーヌと軋あつ轢れきが生じても、アリオンは尻など持ってはやれんぞ）

　すると、レオはホーキングのほうをまっすぐに見つめた。微笑ほほえみを浮かべている。

「わたしとの再会を、国王陛下は快くお受けくださるでしょうか」

「当然でありましょう。ジャミル陛下はレオ公子の勇ゆう猛もうさ、その果敢さをしきりに讃たたえております。アリオンの男たちにもかの公子の素質がわずかでも欲しいものだ、とわれらには耳の痛いこともよく仰おおせですから、公子との再会を心の底より望まれるでしょう」

　ホーキングは懐なついてきた子犬の頭を撫なでてやる心持ちでそういったのだったが、

「左様でありますか。思えば、アリオン王はわたしのような弱じやく輩はい者ものにも礼をつくされるお方でした。わたしがぜひじかにお会いしたい、と申しあげたときも、『わが王都にはるばるお越しいただくのも心苦しい』と、わたしが出向いていたアングラット領とアリオン王都との中間地点をわざわざ会談場所に選んでくださいました。当然、モルディーン閣下との面談にも心を砕いてくださいましょう。アリオンとディティアーヌの中間、となるとわがアトールにほかなりません。が、どうやらここはホーキングどのがお気に召さないご様子。さて、となると、どこがよいものやら」

「あ」

　と、ここでホーキングが間の抜けた声をあげてしまった。

（なんという馬鹿だ、この公子。『どこがよい』もなにもあるか。会談場所をアリオンの領外にするくらいなら、わたしとて最初から提案などしない。こちらとしてはモルディーンに王都まで足を運ばせることこそが要なのだぞ。まったく、わたしに同じことをいわせる気か）

「あ、いや、公子。待たれよ」

（これは、わがアリオンとディティアーヌのことなれば──）

　そうつづけようとして、ホーキングは、レオ公子の浮かべていた微笑ほほえみの意味に気づいた。

　レオは、「自分もモルディーンに同行する」と述べた。さらには「王が自分を歓迎してくださるか」とも問うた。ホーキングは後者を肯定することで、前者をも吞のんだ形となる。すなわち、アトール公国も決して無関係ではなくなったのだ。

（こ奴やつ）

　ホーキングが思わず沈黙しかけたとき、レオはまた口を開いた。

「アリオンの方々にいま一度確認したきことがございます。アリオン王国は、コンスコン寺院に含むものなどもはやいっさいございませぬな？」

「当然だ。王の御名において和平をした」

（若わか僧ぞうめ、なにを蒸しかえすのか）

　ホーキングは軽くレオ公子をにらんだが、レオは目をそらさず、

「ならば結構。コンスコンは当然、この一件に関してもっとも縁深い土地。ジャミル陛下はわたしに今回のことは『あれこれと不運が重なったゆえの争い』だとおっしゃいました。わたしも同意見であります。ここにて不運をあえて重ね塗りすることもございますまい。もしもアリオン王がコンスコンに足をお運びになられるなら、それこそ、これまでの不運やいきちがいを払ふつ拭しよくする象徴的な出来事となりましょう」
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「待たれよ。わが陛下が、コンスコンに？」

「はい」レオ公子はあくまでにこやかにつづける。「アリオン王と、モルディーン閣かつ下かが面談されるとあらば、これ以上ふさわしい場所はないでしょう。もし方々が真に平和を望むのであれば、ご一考のほどをお願い申しあげます」

（よりによってコンスコンだと？）

　にこやかなレオに反し、ホーキング・イングラムは唇の端を嚙かんでいた。

　現在はアリオンと和平を結んだ場所だが、当然、かつて敵対行動を取ったアリオンの最高権力者が進んで足を踏ふみ入れたい場所などではない。逆にディティアーヌはどうかというと、こちらは寺院救済のために兵を出した立場であるから、寺院側によって友好的に迎え入れてくれることだろう。

（モルディーンがアリオン王と面談するのがディティアーヌの譲じよう歩ほなら、アリオン王には寺院に赴おもむくことで譲歩せよ、とでもいうつもりか？）

（なにより、公子自身もかかわることで、こちらも一いつ蹴しゆうはできぬようになった）

　内心は唸うなりをあげながらも、表向き、ホーキングは興を削そがれたような顔で、

「まあ、検討するにふさわしいご意見ではありますな」

　といって腰をおろした。

　結局、互いの『王』が会談するという話はこれでしまいになった。

　もとより、ホーキングも本意ではない。アリオン側がこれを引きさげたことで、ディティアーヌ側も一応の面めん目ぼくを保った。あとは、アリオンとディティアーヌ、双方が「引きつづき使者のやり取りを密にしよう」という、ある種の既定路線をもって、会談は幕を閉じた。

　会談に参加した者たち──終始見守っていたスターク・バーズリーも含めて──は皆、穏おだやかな面おも持もちで席を立つことになったものの、彼らの胸中には、ただ一人の名前が等しく、そして強く刻まれることとなった。




（コンスコン）

　と聞いて嫌な顔をしたホーキングであったが、アリオンへの帰国の途中、彼を乗せた飛空船はいったん、ほかならぬそのコンスコンへと降り立たねばならなかった。

　先の戦いで負傷して逃げ遅れたアリオン兵が、寺院内で捕ほ虜りよの身にある。

　ただ閉じ込めていても金や手間がかかるだけなので、無名の人間はそのまま釈しやく放ほうしていたが、それなりの名がありそうな者数名は、いまのいままで軟なん禁きん状態におかれていた。

　三か月以上ものあいだである。

　それも、アリオンが、寺院やディティアーヌとの関係を探っていた段階であったので、あえて無視をされていたのが原因であった。

　レオは会談の際、彼らを無む償しようにて返す、とアリオン側に約束した。

　コンスコン山に住まう住民たちの感情を考慮して、飛空船は山の麓ふもとから離れた位置に着陸した。

　ホーキング自身は船に残ったまま、家臣の者に、

「おまえがいけ」

　と不機嫌な顔で命じた。

　そのころ寺院では、閉じ込めていた捕ほ虜りよたちを建物から出して、彼らを整列させているさなかだった。

　槍やりや銃を携えた僧兵たちが監かん視しに当たっていた。カミュもその陣頭指揮を執とっていたのだが、

「おまえか」

　捕虜のうち一人が、乱暴な──それでもどこか明るさを隠しきれない──声で、カミュに怒鳴った。

　見ると、まだ若い。クオンとどちらが、というほどだ。しかし野生児じみた雰囲気のあるクオンと異なって、表情にも挙きよ措そにもなにやら気品がある。三か月以上も虜りよ囚しゆう生活にあったというのにそれがひと目でわかるということは、若いがよほど心の強い人物なのだろう。

「忘れたか。ランディウスという！」

　少年は捕虜の身にあるというのに胸を張った。

　カミュは、ちょっと考えて、

（ああ）

　という顔をしてから、無視をした。

　そのていどの存在だといわんばかりだったが、

「わかっているぞ」ランディウスは少年っぽさを残した声を放ちつづける。「おまえはなかなかの遣つかい手てだった。寺院兵のなかではおまえが一番強かった。それだけに、おれに負けたのがさぞ悔しかろう。おれを覚えていない振りをして、さらに大したことなどなかったのだという顔をしているが、それも悔しさを自覚せぬためだろう。わかる、わかってやるとも」

　カミュは聞こえぬ振りをしてやった。なお声は青天に高く響ひびく。

「聞こえるか、コンスコンの僧兵ども。ここにいる男はおれに負けたのだ。そしていざ命を取られる寸前、銃兵に狙そ撃げきをさせて難を逃れた。なんという卑ひ怯きよう者ものだ。少しでも武芸に覚えがある者の取るべき行為ではない。怯きよう懦だ、姑こ息そく、卑ひ劣れつ千万！」

　カミュの手にしていた槍が震ふるえたかと思うと、彼は一気にランディウスへと詰つめ寄っていた。

「誰が卑怯者か。戦場でのこと、おまえを捕らえたおれが勝者であり、捕らえられたおまえが敗者である。ほかになにがあるものか」

「黙れ、神の威光を騙かたる愚か者め。お互い戦場での傷は癒いえただろう。ここでもう一度おれと勝負しろ！」

「だからすでに勝負は決している。そら、お国から迎えが来たぞ。船にでも馬にでも乗ってとっととこの神域から出ていけ、痴しれ者めが」

「ふたたび負けるのが恐いか、僧兵。いや、名前は聞いているぞ。カミュとかいったな。おまえも武人の端はしくれなら正々堂々、一対一での勝負を受けよ。でなければ、あの戦場、終わったことにはならんのだ」

　ランディウスはなおわめいていたが、

「あとになさいませ、ランディウスどの」

　すでに二人に近づいていた迎えの者がそういった。

　頭ごなしにいわれたのでランディウスは顔を真っ赤にしてそちらを見たが、「あっ」と声をあげた。

「イゴールか、久しいな！　まさかおまえが迎えに寄こされるとは」ランディウスは少年らしい笑顔になった。「ちょうどよい。剣をこれへ。この男と決着をつけねばならぬ」

「だから、あとになさいませ、と申しあげました」

「なんだと！　父上に長く仕えているおまえまでもがそのようなことを。父上がこのことを聞いたらさぞお怒りになるであろう。息子の恥ち辱じよくを雪すすぐ手伝いをしてやらぬとは何事かと……」

「お聞きになってませんので？」イゴールと呼ばれた中年男はにやにやとしていった。「わたしはアトールからの帰りです。ディティアーヌとの会談に臨んだお父上に扈こ従しようしておりまして」

「父上？……父上がここへ？」

　ランディウスの赤ら顔が一転、恐ろしいほどの速さで、血の気の引いた青白い顔になった。

　イゴールは笑みを嚙かみ殺しながら、

「お父上は船でお待ちです。さあ、あまり寺院の方々に手間をかけさせるものではありません。ホーキングさまが待たされるのをなによりも嫌うこととて、若殿ならご存じでしょう」

「わ、わかっている」

　ランディウスは驚くほど素直になった。ただ、船に向かう途中、一度だけ後ろを振り向いて、

「カミュ！　決着はあとまわしだ」

　と怒鳴るのだけは忘れなかった。

「なんなのだ、あの若わか僧ぞうめ」

　憤ふん慨がいの息を洩もらしたカミュに、妹のセーラが並んで、

「あの年頃の子に縁があるみたいね」とからかった。「決着をつけてあげたらよかったのに。一いつ瞬しゆんで片づけられたでしょ？」

「無用の槍やりは振るわん」

　カミュは不機嫌そうにいった。セーラが先ほどのイゴールのように笑いを押し殺した顔になる。本来、決着をつけたいのはどちらかといえば兄のほうだったろう。先の戦い、鬼き神しんもかくやという働きぶりを見せたカミュであったが、それゆえ消しよう耗もうが激しく、精神も肉体も一種の飽ほう和わ状態になったところへ、あの少年ランディウスの挑戦を受けた。足を斬きられ、あわや命を落とす寸前にまで追い詰つめられたところ、セーラの放った銃弾によって救われたのだ。

（五体満足なら、あのていどの小者に負けはせん）

　という気持ちが、元来負けず嫌いのカミュには芽生えていたはずだ。だからランディウスに改めて挑戦されたとき、心底から応じたくて仕方なかっただろうに、そこは神の教えを受けた身、

「戦場でのこと。あの局面での負けは負け」

　と自身を必死に納得させていた。その苦く悶もんぶりが手に取るようにわかったので、セーラはおかしくてならなかった。




　ホーキングたちがアリオン帰国の途上にあったとき、モルディーン卿きようとバール司教も、ディティアーヌへ帰還する船のなかにあった。

　二人は別々の船室で時間を過ごしたが、いざディティアーヌ領に入ると、大聖堂にもっとも近い位置にある飛空船発着場にて降り立った。

　ディティアーヌ大聖堂へ飛空船で乗り入れることは禁じられている。モルディーンといえど例外ではない──というより、この掟おきてをつくったのはモルディーン自身であった。

（神域にあって、人が、天に近しい空をこれみよがしに舞まってはならない）

　という理由による。

　もちろん大聖堂を守るための理由も兼ねている。

　モルディーンとバールは同じ馬車に揺られて、大聖堂への道を辿たどった。

　なにをいうでもなくしばらくは二人とも無言でいたが、森に差しかかって陽ひがわずかに遮さえぎられた瞬しゆん間かん、

「公子に救われたな」

　モルディーンが唐突に口を開いたので、バールはぎょっとした。横を見やると、陽陰に沈んだモルディーンの姿は、いつも以上に一匹の獣けものじみて見えた。

「あれは、なかなかの器量の持ち主だ」

「し、しかし、閣かつ下か」

「わかっている」モルディーンは前方のみを見据えていたので、傍はた目めにはひとり言をブツブツ口にしているようにも見える。「だからこそ確信が持てた。おまえのいうように、あの公子は確かに援軍を頼む振りをして、アーサーを罠わなにかけた人物なのだろう」

「は」

「アトール討とう伐ばつは、神に成就を誓ちかうにふさわしい事業となる。が、バール」

「わかっております、閣かつ下か」

　バールは神妙な顔になった。馬車内にはほかに誰もいない。御者とも距離があったので聞かれる心配はなかったが、それでもことさらに声を低めて、

「ことは慎重に。いずれ、閣下が教会の実権を一手に握るそのときのためにも」




　アリオン、ディティアーヌの代表らが去ったのちのアトール。

　会談はひとまず成功に終わった、と上層部は判断した。

　立会人をつとめたブラントンの手腕を褒ほめる声も多数出た。

　表向き、ブラントンはその栄誉を受けつつ、「わたしは顔を出していただけ」と謙けん遜そんしていたが、同じ席上にあったパーシーは、会談終了直後のブラントンの態度が妙に気にかかった。

　二組の使者が会談の場を去ったのち、レオのもとに足を運んで、

「助かった」とブラントンはいった。「おまえがいてくれてよかった。あのままではアリオンに乗せられ、ディティアーヌも引く道を失っていたやもしれん」

　率直な言葉だ。が、それだけに、レオに見せた彼の笑顔にパーシーは引っかかりを覚えた。レオへの嫉しつ妬とや敵意があったという意味ではない。なんというのか、笑みに力がなかった。打ちひしがれているようである。

　とはいっても、パーシーにとっても具体的な不安があるというわけではなかったから、口にすることはなかった。

　代わりに、会談の舞台となった城から出しゆつ立たつする際、レオとは別の話をした。

　アリオン、ディティアーヌの関係悪化は避さけられたが、あくまでそれは表面上のこと。両陣営とも、

（現状はともかく、いずれは刃を交えるべき相手）

　として互いを見ているのが、今回の会談でむしろ浮き彫りになった。少なくともレオとパーシーはこのことで見解を一致させている。

「たとえいまは紳士的に対応していても、今後、ふとしたきっかけ一つで、大いくさになりかねない危あやうさを感じました」

「そしてそのときは、必ずアトールにも刃が降りかかる」

　レオは考え深げな顔つきになる。

　それ以降のことは口にしなかったが、パーシーとて、少しはこの公子の心のうちを読めるようになっている。

（だから、準備を怠おこたってはならぬということだ。どの方角から刃が降りかかっても盾たてを振りかざせるように。盾の隙すき間まからいつでも槍やりを突き出せるように）

「不思議なものだなあ」

　としばらく経たってからレオがそう口にした。

「なにがでございます？」

「なんといってよいかわからないけれど──、そうだな、たとえば。ぼくがアトールの城やアリオンの領地にこもっていたときには、モルディーンやホーキングのような人物に会うことになるなんて想像もしていなかった。もちろん彼らが国の方針を携たずさえて議論しているさまを目まの当たりにするなんてことも。そして、それで問題はなかった。ぼくの生活には少なくともぼく一人が生きていくぶんにはなにも不足していることなどありはしなかった」

「はい」

「だけど、こうしてじかに彼らに会い、いくつもの国を巻き込んでの騒そう乱らんになりかねない議題に挑んでいるさまを目にすると──、それ以前のぼく自身がどうしてあれほど心安らかに生活できていたのかが信じられなくなる。こんなにも世のなかは策さく謀ぼうで満ちていて、一万、十万の兵をひと声で動かせる人物が実際にいて、民や兵士たちの頭上で神のごとくゲームを繰りひろげているというのに、ぼくはなんの危機感も抱いだかずに、今日の夕食はなんだろうか、今夜はなんの本を読もうか、明日は晴れるとよいけれど、なんてことばかりを考えていた」

　パーシーにも、レオのいわんとしていることがわかってきた。

　というのも、彼もまた、公子が抱いた感情とほぼ同種のものを意識しはじめていたからだ。

「わたしも、なにも知らなかったころの自分が恐ろしい、ということはあります」

「そうだ、恐ろしい。そしてこれを共有できる人間がアトールにはあまりにも少ないというのが、ぼくにはなによりも、恐ろしい」

　パーシーは大いに同意した。

　社会へ一歩を踏ふみ出したとき、いままでは想像もできなかったほどの広さを垣かい間ま見みせた世界に畏おれれを抱くのは青少年にありがちなことである。

　それを知らずにいた自分を嘲あざ笑わらいたくなることも含めて。

　が、このとき一部の人間は、

（これは自分にしかわかり得ないことなのだ）

　という、一種の優越感にも似た慨がい嘆たんを抱くことがある。

　つまりは、周囲の人間が「こんなことも気づかずに日々を送っている、なんとも馬鹿でのろまな者たち」に見えてどうしようもなくなり、過去の自分も含めて、いまの自分以外のすべてをも嘲笑うのである。

　レオ・アッティールはこのとき、それと似た状態にあった。

　そして、得てして青年の優越感は、一刻も早い現状変化を希望させ、焦りをも誘い招く。

　レオは、

（ならば、わからせてやるしかない）

　と考えていた。

（目に見える石ころを避さけさえすれば、自分も、財産も、国をも守れると思っている愚か者たちに、いくさは目に見えるものではなく、常に影のように足もとにわだかまっているのだということ、そして戦火から民や財産を守るにはなにが必要なのかということを、わからせてやるしか）
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　巨頭会談とは時期が前後するが、レオは親衛隊が設立されたあとも、自身が視察に赴おもむいた村々にて若者を登用するということをつづけていた。

　大げさな噂うわさでは「公子が『男狩り』をされている」とか「レオ公子の通ったあとには男手が一人たりとて残らない」とまでいわれた。

　会談の数日後にも、レオは、グィンバー城近郊で大規模なカバット大会を開催した。

　参加資格は十五歳以上かつ四十歳以下の男性であること。

　この一点のみ。

「三回勝ち抜けられた者には褒ほう美びを取らす」

　とレオは手下を使って村々に触れまわった。

　以前から『男狩り』をつづけているレオ公子のこと、

「公子さまの目に留まれば、褒美どころか、親衛隊として取り立ててもらえるのではないか」

　という噂が広がって、参加希望者が驚くほどに膨ふくれあがった。

　カバットはアリオンの格かく闘とう競技であるから、アトールの人間でこれを正式にやったことのある者は皆かい無むに近かった。が、カバットのよいところは、ルールが単純であること、またそれゆえ、競技者の技術が多少稚ち拙せつでも見た目に楽しいことだ。

　力自慢の者は派手にぶつかりあって場内を沸わかせたし、体格で劣る者は、大きな相手を倒すために自然と技術を駆使するようになって、見物客を唸うならせる。

　力任せに次々相手を薙なぎたおす者があらわれれば、

「果ては未来の猛もう将しようか」

　と喝かつ采さいが送られる一方で、小こ兵ひようが大柄な相手を投げ打てば、

「あれぞ戦いの妙」

　と賞賛が巻き起こった。

　連日の大会は評判を呼んで、見物人も多数訪れた。

　この時代の常で、人が集まるところには商人や娼婦が訪れる。

　レオは黙認してやった。

　なかには、見物人同士で勝負の賭かけがおこなわれるようにもなったが、レオは胴元にきちんと挨あい拶さつさせた上で、あとはこれも黙認した。

　が、あるとき、事件が起こった。

　土を盛った円形の競技場でぶつかりあっていた若者同士が、ふとした拍子に異常な白熱ぶりを見せた。

　肘ひじを首くびに叩きつけたり、肩を相手の顎あごにかちあげたりという、反則すれすれの行為が繰りかえされた。

　聞けば、二人は隣となりあった村の出身で、この村同士が、もともとなにかというといがみあい、張りあっていた関係らしい。年とし恰かつ好こうが似かよって、ともに粗暴の気があった両者は、生まれついたときより相手を『宿敵』と見定めていたようなところがある。

　勝負がついたあとも取っ組みあいをやめようとせず、ついには同じ村出身の若者たちが競技場の上に雪な崩だれ込んできて、大勢入り乱れての乱らん闘とう騒ぎにまでなった。

「公子、お下がりを！」

　レオの身辺警護を担になっていた兵たちが、公子の身を守るために前へと出た。

　パーシーや、そのときちょうどグィンバーを訪れていたカミュが喧けん嘩かの仲裁に入った。

　親衛隊が槍やりを振るって若者たちを脅おどしつけたこともあって、ようやくのこと喧嘩は鎮しずまったが、パーシーがふと気づくとレオ公子がいない。兵たちに護衛されるまま城に引きあげてしまったようだ。

　場内の空気が妙なものになった。

　ただでさえささくれ立っていた雰囲気が、公子不在というのでしらけ気味にもなる。このまま競技をつづけても熱を帯びたものになるとも思えなかったので、「よし」とパーシーが身につけていた革かわ鎧よろいを脱ぎ捨てた。

「皆、わたしのことは知っているな。レオ公子殿下のお側そば近くで槍を取ってきたパーシー・リィガンである。わたしの相手をする者はいるか。わたしを倒せた者は公子に口くち利ききしてやるぞ」

　と競技場にあがりながら大声で怒鳴る。

「ならばおれも」

　と、カミュもたくましい上半身をさらした。

　パーシー、カミュの名は、レオの勇名に付属する形で広まっている。場が俄が然ぜん盛りあがった。

　また、クオンも近くにいたので、パーシーは彼にも同じく競技場にあがってくれることを期待した。が、この少年はなぜかここのところずっとご機嫌斜めだった。カバット大会もつまらなさそうに見物していたのだが、さっきの喧嘩騒ぎですっかり興ざめしたと見えて、公子とともに引きあげてしまったようだ。

　その後、城に帰ったパーシーは、

「ああいうとき、主催する立場の方が途中で帰ってはなりませぬ」

　まるで小言のようにレオへいった。

「でも、大騒ぎになったとき、『公子、さがって』とパーシーも叫んでいたよ」

「あくまで一時的なものです。公子がいらっしゃらねば、場が締まりません。おかげでこのざまです」

　パーシーは全身の擦すり傷を指差した。喧けん嘩かを仲裁したとき、それからカバットの連戦でついたものだ。鼻の頭が赤く擦り剝むけているのがなんとはなしに滑こつ稽けいだった。

「そうなのか、すまなかった」

　レオはかすかに眉を寄せてうなずいた。

　怒ったとか嘆いたとかではなくて、ただ当惑しきりの様子だ。

　こちらを驚かせるほどの手腕を見せることの多い公子だが、稀まれにこうして場数が不足しているように見受けられるときもある。

　幼いときより他国に預けられていたから、人の上に立つ者としての行動基準をはかりかねているのかもしれない。

　──事件といってもこのていどのことだったが、パーシーは奇妙なまでに強い印象をもってこの日の出来事を胸に刻むこととなった。




　親衛隊が正式に発ほつ足そくして、さらに二月余りが過ぎた。

　寺院を巡る戦いが終結してから、およそ半年になろうとしている。

　新しい顔ぶれが増えていくなかにあって、パーシーは次第にレオの右腕的存在として周囲にも認知されるようになり、またカミュも、コンスコン寺院とグィンバーの辺りを行き来しながら、寺院との連絡役を兼ねた臣下として知られはじめている。

　が、かつてアリオン領内からレオ公子を救助したもう一人の勇士、山岳地出身の傭兵クオンはというと──、

　先ほども触れたように、ここのところ不機嫌であった。

　まず、することがない。

　一応のこと、レオの身辺警護を担になっている。しかし公国領内においては特に危険なこともなく、また公子は動くときは休みなく動きまわるものの、じっとしているときは長期間足を止めたままになる。そんなときはますます鬱うつ屈くつが溜たまるのか、同じ親衛隊の仲間や町の若者たちとちょっとした口論がきっかけで喧嘩騒ぎを起こすようにもなってきた。

（やれやれ、またか）

　パーシーはため息をついた。寺院でアリオンと戦っていた際も、クオンはたびたび仲間内で騒ぎを起こしていた。その都つ度ど仲裁に奔ほん走そうせねばならなかったことを思い出したパーシーは、

「身体が空あいているなら、新兵の訓練を見てくれないか」

　とにかくやることを与えようと、そうクオンに頼んだ。

　特に逆らうこともなく、これを承服したクオンだったが、しかし口数が少なくて終始苛いら立だっている風なクオンは、新兵からの評判がよくなかった。なにより、新兵といってもクオンより年かさの者が圧倒的に多い上、クオンは先の戦いで目立った功績をあげていないから、自然とこの『教官』を見くだすような態度の者も増えてきた。

　そうなると、クオンの不機嫌さも増す。

「不満があるならかかってこい」

　とばかりに、自分からしかけることすら多々あった。

　が、ここで面白いのは、クオンは決して訓練に手を抜いてはいない、というところだ。無口になりがちで、態度がいささか乱暴であっても、きちんと順序立てて教えている。特に、体格が不足している人間には、手取り足取り、武器の選び方から扱い方、身体のさばき方を熱心に教え込むこともあった。

「組むときは自分からだ」と声を飛ばす。「足をかけられて倒されればしまいだぞ。一いち撃げきを受け止められたり、鎧よろいで弾はじかれたりしたときは必ず引いて、別の角度から素早くしかけろ」

　あきらかに兵へい法ほうを他人に教授した経験があるのだ。

　パーシーにもカミュにも、こうした経験はないから、クオンはそうした意味でも貴重な人材ともいえるのだが、それだけに、態度のせいで批判や不満の対象になるのはもったいないことだ、とパーシーはかねがね思っていた。

「日に日にクオンは苛いら立だっているように見える。あれは、どうしたことかな」

　クオンがいない席で、パーシーが話題にしたことがある。彼自身、何度かクオンに接近して事情を聞いてみたのだが、

「なにもねえ」

　のひと言で済まされていた。

「そんなことならおれに任せておけ」と胸を一つ叩たたいたのはカミュだ。「クオンはわが愛弟子。あいつはああいう性格だから最初のうちこそ意地を張るだろうが、師匠たるおれが神の愛をもって凝こり固まった心をほぐしてやれば、必ずや滂ぼう沱だと熱い涙を流して、おれの厚い胸に頭を預けながら、心のうちを赤せき裸ら々らに打ち明けてくれるであろう」

　自信満々にクオンのもとへ出向いたカミュは、

「どうだ、クオン。そろそろミサにも顔を出してみないか。なにも堅苦しいことはない。聖典の朗読に耳を傾け、その場の雰囲気に浸ひたるだけでよいのだ」

　まずはそういって遠まわしに接近を図ってみた。「うるせえ」とこれをはねつけるかに思えたクオンだったが、

「カミュ、そういえば、前から聞いてみたいと思ってたんだ。神さまについてさ」

「お、おお」

　カミュは感激の声をあげた。クオンの見せた意外な積極性に、危あやうく、彼のほうが『熱い涙』を流しそうになっている。

「そうか、おまえはおまえで考えるところがあったのだな。いやいや、少しもおかしな話ではないさ。入信し、神の愛に心身を捧ささげたとて、それですべての迷いや憂うれいが晴れるわけではない。むしろ道の出発点に立ったばかり。誰もが道半ばにて迷うからこそ、われらは偉大な指導者や兄弟子の助けを必要とする。そう、信仰の道は険しいなれど、決して一人で進むものではないのだ。さあ、なんだ、クオン。このカミュを兄と思い、なんでもいってみろ」

「カミュ、前に、あんたはいったな。おれたちのご先祖がでっかい船に乗ってこの星に降り立つその前から……、つまり、ご先祖が暮らしていた前の星にも、十字教は存在していた、って」

「そのとおりだ。われらが主は、もっとも古くから信仰されていた神であられる。その御み業わざとは──」

「それを聞いたときから不思議に思っていたんだがよ」クオンは、カミュの言葉を遮さえぎりながらつづけた。「前の星にもあって、そしてこの星にもありつづける、ってことは、つまり神さまもでかい船に乗ってこの星にやってきた、ってことか？」

「な、なんだと？」

「だって、そう考えないとおかしいだろ。それとも神さまってのは星が増えるごとに一人増えるものなのか？」

「ば、ば、馬鹿をいうな。神とは、おまえの考えるがごとき存在ではあり得ぬ。神はつまり、そのう、信じる者すべての心と一致して存在するものであり──、いや、待て。ちがうな。いまはわが解釈のみで語ろうとした。未熟。これは自分の言葉で片づけてよい問題ではない。次の読書会で議題にしよう。そうなればさっそく資料を作成せねば。信仰とはなんと奥の深い──」

　カミュは自分の問題にぶち当たってしまい、そちらのほうに気を奪われた。

　要は、役に立たなかったということだ。

　パーシーは心の底から嘆いた。

（まったくもって頼りにならん僧だ。戦いのときのほうがよっぽど役立つとはな）

　ともあれ、クオンのことだ。やはり自分で聞き出してみるしかない、と決意した。

（しかし直接聞き出そうにも、またうっとうしがられるだけだな。変に警戒されてはこの先やりにくくなる。ここはなるべく刺激しないよう、外堀をじっくり埋めるつもりで、焦らず、時間をかけて接近せねば──）

　などと頭を悩ませていたのだが、悪いことに、一連の流れをセーラも目撃しており、兄のカミュが接近に失敗した翌日、

「クオン、最近様子がおかしい、ってみんながいっているわよ。まあ、どうせあんたのことだから、路上に落ちているものでも食べてお腹を壊こわしたんでしょ」

　と、パーシーが見ていたら卒そつ倒とうしかねないほど無ぶ遠えん慮りよに近づいた。

「なにもねえ」

　とクオンはいつもどおり、素そっ気けない。セーラはむっとなった。

「昨日懐なついたと思った野良犬が今日には嚙かみついてくるのね」

「なんだと。誰がおまえに懐なつくもんか。その辺の牙きばも生えそろってない子犬だって、おまえが近づいてきたら嚙かみつくだろうよ」

「なんですって。わたし、動物には好かれるほうなんだから」

　自分で喩たとえを持ち出したくせに、額がく面めんどおりに受け取るセーラもセーラだ。

　またいつもの調子で喧けん嘩かになりかけたとき、

「仲なか睦むつまじいね」

　いつもならば、二人の仲裁に入るのはやはりパーシーの役目だったのだが、そのときばかりは、レオ公子があいだに入った。

　さすがにセーラははっと口をつぐみ、クオンも居心地の悪そうな顔をする。

　レオ・アッティールは地べたに直接腰をおろした。

　城の中庭に設けられた訓練場のほうから、兵たちのかけ声が聞こえてくる。

　レオはのんびりと見学を楽しんでいた。棒切れを使っての旗取り合戦やら、若者が馬うま責ぜめに明け暮れている光景を眺めていると、

「いつ、いくさになる？──ので、ありますか」

　突然クオンが聞いてきた。レオが目を丸くする。

「いくさ？」

「兵を鍛きたえているからには、いくさがあるのでしょう」

「別に、兵隊を集めて訓練しているからって、いくさが必ずあるとは限らないのよ」セーラが含み笑いをしていった。「公子さまのやられていることは、つまり、いつあるかわからないいくさのため、常に備えておくためのものなの」

「わかっている」

　おまえは口出しするな、といわんばかりにクオンは嚙みついた。セーラは肩をすくめて、

「わかってないじゃないの。どうせ、早いところ手て柄がらが欲しいだけなんでしょ。前の戦いじゃヘイデンを討うちそこなったものね？　手柄がないから新兵にも馬鹿にされちゃって。そりゃ焦る気持ちもわかるけど」

「そんなんじゃ──」

　クオンがまた嚙みつきかけたが、

「パーシーがいっていたよ」やんわりとした口調でまたレオがあいだに入った。「クオンは、あきらかに新兵を鍛えた経験があるはずだと。それくらい手て馴なれているとね」

「それは……山では、当たり前のことです」

　クオンがいった。ここでいう『山』とはコンスコン山のことではなく、クオンの生まれ育った故郷のことだろう。ケスマイ平原を越えてさらに南の山岳地──公国における地図上では『牙きば連れん峰ぽう』と呼称されている──がクオンの出身地だというのは、レオもパーシーづてに聞いていた。

「山では、若い者の大半が戦士になります。同じ隊に組み込まれた年少者を、年長者が教えるのは自然のこと。じゃないと、隊の力が落ちて、自分たちが危うくなる」

「『隊』というのは？　クオンの山では、子供のころから部隊に編制されるのか」

「『隊』とは──、まあ、そのとおりだけど、もともとは家族みたいなものです。子供はほとんどが父親の『隊』に入るけれど、そうじゃない場合もあって、そこでは、その、ここでいう『姓』も変わるのです」

　クオンは説明しづらい、という顔をした。兵へい法ほう以外の点において、他人の知らないことを一から説明するというのに慣れてない。が、レオは訓練の見学をつづけたまま、気長にクオンの言葉を耳にしていた。

「たとえば、おれは、クオン・ウェイと呼ばれていました。おれを預かった人間が、ダッタ・ウェイという名前だったからで、そしてダッタはウェイのなかで一番強かったからこそ、『ウェイ』の筆頭だったのです。だからおれが『隊』を抜けたら、おれはまた別の姓になったでしょう」

　クオンは、説明が苦手というだけでなく、『ダッタ・ウェイ』の名を口にするとき、苦そうな表情になった。過去に楽しからざる思い出があるようだが、レオはあえて気づかない振りをして、

「じゃあ、クオンは、その『ウェイ隊』の人たちから訓練を受けて、クオンはさらに年少の『ウェイ』の子らにそれを教えていくんだね」

「剣を使える者が剣を、弓が巧たくみな者が弓を、銃が得意な者が銃を教えていきます」

「クオンはそのすべてに精通しているとも聞いた。さぞ、山でも重ちよう用ようされたろう。ということは、クオンも山を抜けさえしなければ、いずれは『ウェイ』の隊をそっくりそのまま率いることにもなっていた？」

「いえ」

　クオンは、強い口調で断定した。

「それは、なかったはず」

「どうして？」

　セーラが興味津しん々しんの素そ振ぶりで聞いた。実際、こうしてクオンが出身地のことを話すのははじめてのことなので、持ち前の好奇心を抑えきれなかったのだ。

「こういうのも癪しやくだけど、あんたって強いほうでしょ？　それとも、あんたの『お山』じゃ、あんたていどの腕前の山猿がごろごろしてたってわけ？」

「おれは強いよ」

　クオンが誇るでもなく、むっとした様子でも、はたまたはにかむでもなくて、ただ率直にそういったので、セーラは思わず噴ふきだしそうになったが、

「だけどおれは、山にとって純血ではなかったから」

　クオンがそうつづけたので、レオ公子と真顔を見あわせた。

「多分、祭りでどれだけ勝ち残っても、戦士ラガにはなれなかっただろうな」

「ラガというのは？」

「山のなかの、最強の戦士のことです。悪しき精せいを祓はらうといわれる、神に獣けものの姿を与えられた剣士で、いま実際にいるラガはもちろん獣の姿はしてないけれど、それでもその時々で最強の男が選ばれる」

　やはりクオンは説明が得意ではない。レオとセーラは頭のなかを整理しながらクオンの言葉を耳にしていた。

（『ラガ』というのが山に伝わる伝説的な戦士の名前で、いまは、代々で最強の男を選んで、彼を『ラガ』と呼んで崇あがめているという意味か？）

「おれかデューが次のラガなんじゃないかともいわれていたけど、多分、おれがデューに勝っても、あいつらはいろいろ理由をつけておれをラガだとは認めなかったろう。純血でないおれにはラガの魂たましいが宿ることはできないとかいって──」

　そこまで話してから、急にクオンはわれに返ったように、

「おれのことはどうでもいい」と半ば吐はき捨てるようにいった。「おれだって、公子から金をもらって働いている。公子に『やれ』といわれるなら、新兵を鍛きたえてもいい。だけど、いくさがないのならそのやり甲が斐いもない、ってだけのことです」

　レオは、クオンの横顔を注意深く眺めた。

　ここのところクオンの苛いら立だちが募つのっている原因が、彼の言葉どおりとは思わない。

　いくさを欲している。

　セーラが、「手て柄がらをあげたがっている」といったのもあながちまちがってはいまい。その理由がどこにあるのかまではわからねど、

「しばらくは我慢してくれ、クオン」

　尻の土を払いながら立ちあがったレオ・アッティールは、つづいて、セーラがぎょっとするようなことを口にした。

「しばらくのあいだだけだよ。アトールでは、近々、いくさが起こる」
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　ダーレン・アクティカ。

　アトール公国領土の南半分を分割して治めている諸しよ侯こうの一人であり、以前、サヴァン・ルーの所領地にある採石場を巡って、レオと争った人物である。

　この争いは表立っては伏せられていたものの、ダーレンは結果として採石場をあきらめさせられ、さらには長男のトーゴをも失う羽目になった。

　それからの半年。

　ダーレンの態度は一貫していた。

　いわば、『反レオ・アッティール』の急きゆう先せん鋒ぽうである。

　ことあるごとに、

「親衛隊などとはとんでもない。方々は、コンスコンでのことをもうお忘れか。公子に武力を預けなどしたら、またも領国を飛び越えて勝手にいくさなどしかけかねませんぞ」

　と諸侯らにレオの危険性を訴えていた。

　コンスコンでのことは表向き、「公王のご命令によってレオが動いた」ということになっているが、レオの独断だったのではないかということはすでに噂うわさになって囁ささやかれていたし、その噂を率先して流しているのもダーレンである。

「結果的にアリオンが引いてくれただけの話。公子を自由にさせては、アトールに未み曾ぞ有うの危機を招きかねん。公子から一刻も早く親衛隊を取りあげるべきだ」

　と主張。

　ダーレンの攻撃の矛ほこ先さきはレオに留まらず、サヴァン・ルーにも向いた。

　サヴァンは領地に教会堂ができる関係から、コンスコンとの交流を深めていた。寺院から僧を何人か招いて、教会堂運営の件を話しあったり、領地のあちこちに修道院や教会をつくる計画を練りあげたりしている。

　そこでダーレンは、

「サヴァンは寺院と裏で結びつきを深めて、グィンバー地方をそっくり寺院の領地にするつもりではないか」

　とあらぬ疑いをもかけた。

　時に穏おだやかに、そして時には激する振りをしながら熱弁を振るったダーレンであるものの、反応はいまいち芳かんばしくなかった。

　ダーレン・アクティカといえば諸しよ侯こうのなかでもひときわ権勢が強く、公王家ですら顔色を窺うかがうほどの人物である。誰も無視できないほどの存在だったのだが、しかしいまやレオ公子もアトールにかつてないほどの英雄として讃たたえられている。この時勢にあえて抗おうとする者はあらわれなかった。ここのところレオが与えられたおもちゃに夢中になっているせいか、比較的大人しくしているのも、彼らの切迫感をあおれずにいる原因だ。

（くそっ、日和ひより見み主義の愚か者どもめ。相変わらず目先のことしか興味がない。わたしの言葉が真実だと思い知ったときにはもう遅いのだぞ。そのときには貴様ら全員レオの前に膝ひざをついて首を刎はねられる順番を待っているだろうよ）

　皮肉なことだ。

　公子を非難しつづけているダーレンこそが、レオが常日ごろから抱いている諸侯や貴族たちへの不満を誰よりも一致させている。

　そんな鬱うつ屈くつが溜まるような日々のなか、ダーレンに唯一同調してくれたのがオズエル・ターホリンだった。

　いままではさしたる接点もなかった両者である。それもそのはず、先代公王を追い落とした中心人物であり、ゆえに公王家の威信が落ちるとともに力をつけてきたダーレンに対して、オズエルは比較的公王に近い立場の人間だった。

　公国の北半分を治めている譜ふ代だい貴族などは、元を辿たどればアッティール公王家の血に連なる者が大半だが、ターホリン家はそうした家柄の者を養子として迎え入れたり、子供同士を縁組させたりなどして、中央との結びつきを深めてきた経緯がある。

　したがって、ダーレンとオズエルには「接点がない」というより、「接点を持とうとすると反発しあいかねない」というので、お互いに接近を避さけてきた、ということができる。

　その両者が、ここへ来て急速に距離を縮ちぢめた。

「わたしは以前公王に寺院の援助を説いた身ではありますが、しかしあくまで寺院に出自不明の傭よう兵へいを送り込むなどして、ひそかに援助してはいかがか、という意見に過ぎませんでした。まさか公子がアッティール家の旗を掲かかげて、自ら軍勢を率いてアリオンと敵対するなどとは思いもしなかったのです」

　オズエルはそういい、

「レオ公子の存在はアトールを揺るがしかねない」

　ということで、両名は意見の一致を見た。

　思わぬところに味方を得て、ダーレンは飛びあがりたい気持ちがした。

　以降、何度も二人は面会した。

「いかにして公子レオを、政治や軍事の舞台から遠ざけるべきか」

　と時にはお互いの領地で、そして時には庶しよ民みんの格好をして人目を忍びながら下町の安い居酒屋で話しあった。

　まるで、「ともに国の行方を憂うれう者」のような顔をしながら協議を重ねていた両者だが、ダーレンの胸のうちには、当然、「国の行方」などより「レオ憎し」の念が渦巻いている。

　第二公子に煮え湯を飲まされた例の一件以来、ダーレンは、レオとサヴァンへの復ふく讐しゆうを固く誓ちかっていたのである。

　あくまで個人的な感情だ。

　だから、それとは無関係のオズエルがあまりに乗り気になってくれているので、

（『国を案ずる』などといえば、この手合いはすぐに乗ってくれる。なんともたやすいまでに利用しがいのある男だ）

　などといい気になっていたのだが、ではオズエルはどうかというと、彼もまた実際は公王家への忠誠やらアトールへの愛国心など欠片かけらもない人物であった。むしろ、アトールという国の観点から見れば、実質的にはダーレンなどよりよほどオズエルのほうが悪あく辣らつであったともいえる。




　──以前、ヘイデン・スウィフトが武将ホーキング・イングラムからあきらかにされたように、オズエルはアトール諸侯の身分でありながら、このホーキングと、つまりはアリオン国と裏で密書をやり取りする関係にあった。

　さらに遡さかのぼれば七年前。

　シャザーンと組んだ公国がアリオンの侵攻を受けたあのとき、すでにオズエルはホーキングから調ちよう略りやくを受けていた。そしてホーキングの言葉を借りるなら、

「いざというとき、こちらが号令をかければ内部から行動を起こしてもらう手て筈はずになっていた」

　という状況にあった。

　七年前の時点においてすら、オズエルはすでにアッティール公王家に対して牙きばを剝むく心づもりであったということだ。

「いままで懸命に中央とのつながりを模も索さくしてきたが、しかしもはやこの小国に未来はあるまい」

　と考え、

「わたしのごとき才知ある男が、こんな小国と滅びの運命をともにするのも愚かしい。ゆくゆくは朱紫のトーガに袖そでを通したいものだ」

　かねがねそう思っていた。『朱紫のトーガ』とは、アリオンの高位貴族などが祭典や重要な会談の席で着用するものである。

　今回もまた、ヘイデンが寺院への二度目の進軍を画策していたその裏で、ホーキングから連絡を受けたオズエルは兵を集める準備をしていた。

　が、結局のところヘイデンがレオ公子に討うたれたために計画は中断。これで、二度までもアリオン貴族になる好機を潰つぶされたオズエルはひどく落胆したが、それでもホーキングとの密書のやり取りはつづけていた。

　それから数か月。

　三度目の好機が訪れた。

　ホーキングはいつもの使者ではなく、直接の家臣をオズエル邸に派遣してきた。

　金の入った袋を机の上に山と積んだ。なんのための金かというに、

「レオの抹まつ殺さつとグィンバー教会堂の破は壊かい」

　を目的とした軍資金である、という。

（公子抹殺）

　と聞いてオズエルはさすがに息を吞のんだ。

　が、それも一いつ瞬しゆんだけのこと。二度までもアトール領内での蜂ほう起きを計画していた男だ。とうに覚悟は決めてある。

　そこへ来て、ダーレンが急接近してきた。

　公然とレオ公子を批判している男だ。しかも、何度か面会を重ねているうちに、

（どうやらレオに対して、並々ならぬ悪意、敵意があるらしい）

　と気づいた。

　まさしく渡りに船だった。この男を上手に乗せてやれば、自分はまったく手を汚さずして目的を果たすこともできるであろう。

　要は、ダーレンの思惑とはまったく逆に、オズエルのほうこそ相手を「利用しがいがある」と考えたということになる。

　ちなみに、ここでさらに裏の事情を明かしてしまうと、『公子抹殺』の件はアリオン武将ホーキング・イングラムただ一人の意向であった。王の命令によるものではない。アリオン王その人はすでにアトールのことなどは捨ておいて、今日も軍馬を東西に駆っての領土鎮ちん撫ぶを楽しんでいる。

　しかしホーキング当人は、かつて協力してやったヘイデンをレオに討うたれており、例の巨頭会談の折りに公子とじかに顔をあわせてもいる。結果、

（レオ・アッティールは危険だ）

　と感じた。

　いまはまだアリオンにとって恐るるに足りない存在であっても、レオは若い。いずれ、小国にふさわしからぬほどの大器をそなえて、アリオンに害をおよぼす存在にならないとも限らない。

　ついでに、アトール内につくられつつある教会も、いずれアトールとの争いが表面化した際に邪じや魔まになる恐れがある、とホーキングは判断した。十字教の信者はアリオン国内にも多い。コンスコン寺院のときがそうだったように、いざ戦争となったとき、十字教同士が結びつきあって国内から足を引っぱられる恐れがあった。

　すでに最前線を引いているとはいっても、ホーキングは故国アリオンを誰よりも愛し、

（いずれ大陸が統一されるとするなら、その中央に掲かかげられる旗はわがアリオンのものでなければならぬ）

　と真剣に考えている男だ。

　いまはどれだけ小さかろうと、目についた悪あしき芽は片っぱしから踏ふみつぶしておかねば気が済まない。

　それゆえホーキングは、これがあたかも王自身の意向であるように振る舞い、また「アリオン王がオズエルどのの働きに期待を抱いている」と囁ささやいて、軍資金をも渡した。

　つまりホーキングはオズエルを利用し、そのオズエルはダーレンを利用することで、いずれも手を汚すことなくレオを消し去ろうとしているのだった。

　さて、ダーレンとオズエル。

　協議の席を重ねつづけた彼らは、次第に論を白熱させていった。

　いつしか、ダーレンは息子トーゴが、

「卑ひ劣れつなるサヴァンとレオの手によって殺された」

　ということもオズエルに打ち明けていた。無論、これは虚きよ偽ぎである。トーゴがレオの罠わなにかけられたのは事実だが、実際にトーゴを殺害するための刺し客かくを放ったのはダーレンその人だ。単にオズエルの同情を引こうという思惑から口にしたまでだったが、オズエルがあまりに痛ましそうな顔をし、涙まで浮かべたので、今度はダーレンのほうが引き込まれて、自分のほうも涙してしまった。

　オズエルは、高額な軍資金を、

「自分が搔かき集めたもの」

　としてダーレンに渡した。

　無論、裏にアリオンが暗あん躍やくしているなどとはダーレンは思ってもいない。

　この金の提供に喜んだダーレンは、来るべき時に備えて兵を大勢雇い入れた。




　──そうしてダーレンが計画を進める一方で。

　レオ・アッティールは実のところ、ダーレンの動きに注意を払いつづけていた。

　レオにしてみれば、ダーレンは血をわけた実の息子を殺害してまでも自分と敵対する構えを見せた男である。

　しかも、半年以上、レオの行動や親衛隊の設立を公然と批判しつづけている。

　その半年のあいだ、一度だけ顔をあわせた。

　巨頭会談の準備のため、一度ティワナの城に戻ったその日のことだ。回廊にてすれちがう際、

「ご諫かん言げんは耳に入っております。どうかお手柔らかに、ダーレンどの」

　レオがいえば、

「なんの。公王家に忠誠を誓ちかい、アトールの輝かがやかしき未来を祈る身なればこそ、いわせていただいております。公子殿下も、二人とない器をお持ちのお方。どうかその才知を別の方面に向けていただきたい、と切に願っておりますれば」

　ダーレンはにこやかに応じた。

　こうして表面上の関係性は維持しておきながら、レオは、ひそかに数名の人間をダーレンのおさめる城下に派遣していた。

　商人や十字教の巡礼者に扮ふん装そうさせた上で、城下町や城の様子をつぶさに観察させた。この役目は主にリィガン家の元郎ろう党とうたちが受け持った。彼らがこうした場数を踏ふんでいたからだが、目ざといレオは、

「ちょうどいい機会だ」

　として、自分の手勢から何人かを引き抜いて彼らに同行させ、リィガン家から偵てい察さつ任務を学ばせている。

　最初のころは動きがなかったが、アリオン、ディティアーヌとの会談の直後から、

「人の動きが活発になっている」

　という報告が増えてきた。

　ダーレン旗き下かの小城主、砦とりでの太守らが、隊を率いてダーレンの本城に向かってきているという。

「近隣に他勢力の賊ぞく兵へいが拠点を築いた」

　からだというものの、これも念のため人を使って調査させたが、そのような噂うわさはない。

　ここまで情報を集められれば、レオならずとも、

（軍事行動を起こすつもりだ）

　と気づく。

　公おおやけにしたくない目的があることもまた明白。

　またなにやら難なん癖くせをつけてグィンバーを攻めるつもりか、あるいはレオ公子自身が標的か。

「待っていても、受け身になるだけだ」

　レオは素早い決断を強しいられた。ヘイデンと敵対して以降、常にそうであったように、レオには熟慮を重ねていられるほどの猶ゆう予よはない。

　が──、いままでと今回とでは、一つだけ大きく異なっている点がある。

　以前までは、レオは必要と切迫に駆られていた。

　つまりは動かざるを得なかった。火に追いたてられているのと同様だ。たとえ拙せつ速そくであっても、ただ待っていては火だるまにされてしまう状況においては、まずはなにをおいても動くことが求められたのだ。

　が、今回は。

（ダーレンが動く）

　と聞かされたとき、レオはあたかもようやくのことで待ち人があらわれた、というような顔をした。

（動いたか。動いてくれたか）

　いま、レオがそれを迎むかえ撃うつために立ちあがったのは、そうしなければ自分を含めた大事なものを守れないから、というだけではない。

　これは、レオ・アッティールにとってもまたとない好機であったのだ。




　レオは、すぐさまグィンバー城にて、パーシー、カミュ、クオンという例の面々を呼び集めた。

　ダーレンの動きを説明した上で、

「こちらから釣ろうと思う」

　とレオは提案した。

　あえて隙すきをさらすことでダーレンの意図を探る。そしてもし本気でダーレンがレオを討うつつもりだとしたなら、その動きをも誘って、逆に不意打ちをかけるというのである。

（危険だ）

　とはパーシーもカミュも思ったが、口には出さない。

　すでに彼らもレオのやり方に慣れてきている。危険なのは当然のことだ。そして危険を承知でレオが口にしたときは、

（もはややるしかない）

　と決断したときなのである。

　が、立場上、パーシーは、念押しせざるを得ない。

「公子。十分におわかりかとは存じますが、ダーレンの手勢と戦いになるということは──」

「アトール公国の内戦ということになる」

　レオは認めた。

「しかしこの火を燃えあがらせるつもりはないよ。速やかに、的確に弱点を衝ついて、ただちに鎮ちん火かさせる。その必要がある」

　パーシーはうなずいた。

　何者であれ──アリオンであれ、アトール公国内の者であれ──もし公子の命を狙ねらっているというなら、当然パーシーとて槍やりを持って公子の盾たてとなる所存である。そして、ダーレンが公王家に対して私し怨えんで弓を引こうというのならば、それこそレオが危き惧ぐする「国のまとまりを欠いた事態」であり、またレオにとっても諸しよ侯こうに力を見せつける絶好の機会なのだろう、と想像することができた。

　だからこそ速やかに、的確に。

　何者も口を挟めぬほどの速度で事をなす必要性がある。

　レオの提示した計画に、パーシーとカミュが意見を出しあった。クオンはというと、椅子にもかけず、部屋の隅っこで剣を抱いて座り込んでいる。無口ではあったが、最近見せていた苛いら立だちは顔からきれいに拭ぬぐい去られていた。

　会議が終わりかけたとき、

「いくさになるのか」

　とクオンは、ほとんど部屋に入ってからはじめて口を利きいた。公子が首しゆ肯こうする。

「なるだろうね。おそらく」

「なってもらわなくちゃ困る」

　クオンは口の端をゆるめた。

　そののち数回の会議を経へてから、レオは動いた。

　まずは各地に散らせていた親衛隊をグィンバーに呼び集めた。諸しよ侯こうから集めた兵が六百以上、そしてレオが民のあいだから徴ちよう集しゆうした兵が三百ほど。これに予備役を含めると総数は千を超える。さらには、諸侯から集めた潤じゆん沢たくな軍資金があるので、銃も大砲も鎧よろいも最新式を揃そろえており、馬も多数抱えている。ダーレンが領内で兵を召集したとして、数を揃えるだけなら千はいくかもしれないが、騎馬兵を急きゆう遽きよ用意するとなると、アクティカ家の郎ろう党とうを含めても三百はいくまい。

　ダーレン・アクティカはこの動きを知って少なからず動揺した。

　レオが手もとに兵を呼び寄せたということは、

（こちらの気配を気け取どられたか）

　と考えられる。

　このときのダーレンは、レオたちが想像していたとおりにグィンバーを攻める準備をしていた。

「サヴァンがコンスコン寺院と示しあわせて、反旗を翻ひるがえすつもりである」

　という流りゆう言げんを流してから、「その第一波の動きとして、わが城下に攻め寄せる計画を立てていたのが露ろ見けんしたので、まずはこちらから攻めることにした」という体裁をつくろって、一いつ気き呵か成せいにグィンバーに軍を進める。

　のちのち、公王への申し開きにはオズエルが協力してくれる手て筈はずとなっていた。これはダーレンも知らぬことながら、オズエルはアリオンとのつながりがあるため、アリオン国内で十字教に関係する書状や印などをふんだんに手に入れられる立場にあった。つまり、「サヴァンと十字教のつながり」を示すそれらしい物品などは、グィンバー城下を焼き払ったあとにでも十分用意できるのだ。

　ついでに、グィンバーにはレオ公子も頻ひん繁ぱんに訪れているため、ダーレンはそこにて公子をも殺害するつもりであった。

　これも、理由などは、いくらでもでっちあげられる。

「人のよい公子はサヴァンの企たくらみに気づかず、のうのうとグィンバー城に逗とう留りゆうされていた。グィンバーにわが軍が迫った際も、公子はわれわれにひどい誤解をして、サヴァンを守ろうと立ちあがられたのだろう。公子が兵を率いてあらわれたため、われらもやむなく抗戦。結果、敗走した公子は、その後行方が知れなくなった」

　とでもいえばよい。

　たまさか英雄的活躍をして調子に乗っている公子のことだから、こうした作り話も真に迫って聞こえるはずだ。

　ダーレンはオズエルの協力を取りつけたあと、血縁者と頼りにしている家臣数名にのみ計画の核心を打ち明けた。

「やりましょうぞ」

　次男のディンゴ・アクティカをはじめ、皆々が意欲を見せた。

　というのも、彼らは、ダーレンの長男トーゴが死んだのは、レオとサヴァンの罠わなにかかったからだと思い込んでいる。長男に刺し客かくを放った事実など、ダーレンはごく近しい者にも打ち明けていなかった。

　もともとアクティカ家は当主の性格もあって、公王家への忠誠心など皆かい無むに等しい。むしろ、

「レオの件で浮かれてか、公王家は前公王の例を忘れてしまったらしい。いまこそわれらが力を思い知らせてやるべきだ」

　と、まるでこちらこそが支配者であるかのような意気込みを見せた。

　いよいよ準備が大おお詰づめに差しかかっていたときのことだから、

「グィンバーに第二公子の親衛隊が集まっている」

　と知らされたときは、ダーレンの顔が青ざめた。

　が、レオは親衛隊を長々とグィンバーに留めず、すぐさま大多数を動かした。

　親交のあるコンスコン寺院にしばしのあいだ預けるのだという。付近に賊ぞく兵へい集団でもあらわれたのか、あるいは僧兵たちと演習でもおこなうつもりなのかはわからねど、ダーレンにはむしろよい知らせである。

　さらなる朗報もあった。

　レオは親衛隊のみならず、首都ティワナから婚約者のフロリーをも呼んでいた。

　どうやらレオ公子は、親衛隊を国境近くまで送り届けたあと、残ったわずかな数の手勢でグィンバー領の外れにある別荘地に出かけるつもりらしい。自然の眺めがよいその場所で、婚約者と夏の休養を楽しもうというのだ。

（しめた）

　とダーレンはこの知らせに飛びついた。

　ただし、ダーレンの兵が直接別荘地に襲しゆう撃げきをかけては、先ほど述べたような言い訳は使えない。

　そこでオズエル・ターホリンに援助を求めた。

　オズエルからただちに新たな贈り物が届いた。五百揃そろいもの装具一式である。これらはつくりが統一されていない。アトール製はもちろん、アリオン、ディティアーヌ、さらにその他の国々で使われている様々なものが用意されてあった。ダーレンの兵たちを『所属不明の賊ぞく兵へい』として演出するためである。

　ダーレンは砦とりでを一つ任せている血縁の武人に、この五百の『賊兵』を預けた。

　まずは彼らが別荘地を取り囲んで、公子の逃走路を遮しや断だんした上で襲しゆう撃げきをかける。

　ダーレン本人は残る手勢を率いて、グィンバー領ぎりぎりにまで兵馬を進めておく。

「公子の首を獲とった」

　との知らせを受けたら、すぐさまこの隊と合流してグィンバーに攻めかかる──、という計画だ。

（トーゴ、この父が仇かたきを討うってやるぞ）

　以前のダーレンは太り気味で、肌はだ艶つやもよかったが、ここのところ顔がやつれつつあった。そんななかにあって眼光ばかりが鋭い色を放っている。




　　　　　　　２




　グィンバーを出しゆつ立たつした馬車は、夕刻ごろ、別荘地に入った。

　なだらかな丘きゆう陵りよう地ちの麓ふもとに川が流れている。川沿いの森があちこちで拓ひらかれて、貴族や豪商などの屋や敷しきが建てられていた。

　馬車はそのなかでもっとも豪勢な屋敷の敷地内に入った。

　ただし、なかにレオは乗っていない。一時間ほど前、馬車に先行して別荘地入りした親衛隊騎馬兵の集団がいたが、そのなかにまぎれ込んでいた。公子は到着後すぐに馬を降りると、屋敷を南に見おろす丘陵地のてっぺんに立った。

　馬車のなかにいるのは囮おとりの兵だけで、では婚約者のフロリーはというと、グィンバー城に残していた。




　──気の毒なのは彼女だ。作戦を外に洩もらさぬよう、レオは彼女にまで計画を伏していたのである。

　フロリーは婚約者のレオと久しぶりに二人きりの時間を取れるとあって、公子から誘いがあった数日前から浮き浮きしていたのだが、グィンバーをいよいよ出立する刻限になると、レオが部屋にあらわれて、

「急用ができた。こちらから連絡するまで部屋から一歩も外に出ないよう」

　唐突にそういった。

　フロリーは驚き、不満の声をあげようとした。が、そんな婚約者に甘えたような気分は一いつ瞬しゆんで搔かき消えた。レオの目はフロリーを見ておらず、遠い、あらぬ場所を見つめている。

（兄さまがなにかやろうとしておられる）

　そう気づいたから、

「わかりました。フロリーは、お部屋で一人遊びなどしながらお帰りをお待ちしております」

　微笑ほほえんでみせた。

　レオは微笑を返すこともうなずくこともせず、「じゃあ」とひと声いいおいて、部屋の外に見張りまで立ててから、足早にグィンバーをあとにした。

　一人残されたフロリーは、しばらくしてから、窓際のほうに立った。一階下に張り出した露ろ台だいのさらに向こう、整列している騎馬集団が見えた。武装したレオが近づいていき、小こ姓しようが轡くつわを取っていた馬に跨またがる。

　そのまま号令をかけると、レオたちはたちまちのうちにフロリーの視界から消えた。

　フロリー・アングラットは、時折、レオがわからなくなる。

　半年前、

「レオ公子がヘイデンを討うった」

　と聞かされたときもそうだった。ヘイデンはフロリーに暴力を振るってまで、アリオン領に連れ戻そうとしていた人物である。そのヘイデンが命を落とした、と聞いて、驚くやら、安あん堵どするやら、悲しみに似た気分になるやら、フロリー自身が混乱した。

　なにより、レオ・アッティールが軍勢を率いて戦ったり、ヘイデンに剣を振りかざしたり、といった場面が、彼女にはまったく想像がつかなかった。

　しかしこれはなにも、はじめてのことではない。

　たとえば父親のクロード・アングラット。声も身体も大きくて、家臣や息子を叱しかりつけるときには怖い顔も見せるクロードだったが、フロリーにだけは甘かった。娘の躾しつけに関しては母親のほうが厳しかったので、些さ細さいなことで母から怒られてさめざめ泣いていると、父親がこっそり後ろから忍び寄ってきて、その太い腕で抱きあげてくれた。

「麗うるわしの姫君。いつも笑顔と歌で周りをご機嫌にしてくれるというのに、今日は姫君自身がご機嫌斜めのようだな。おまえを泣かす奴やつはおれが容よう赦しやしないぞ。なんといってもおれはこのアリオンでもっとも強い男だからな」

　クロードがいうと、フロリーがはなを啜すすりながら、

「お母さまよりも？」

　と聞き、それでクロードが顔色を変える振りをする、というのがいつものやり取りだった。

「なんてことだ。おまえを泣かせたのは──つまり、もっともご機嫌を損ねているのは──エレンか。どうりで居間の周りに黒雲が渦巻いているはずだ。いいか、あいつだけは駄目だ。あいつはおれより強いぞ。そして結局のところ、あいつがこの家では正義なのだ。だから早いところ、『ごめんなさい』といっておいで。おまえが可愛い顔でそういえば、エレンのご機嫌なんていっぺんでよくなる。黒雲もきれいさっぱり吹き飛んで、おれも最強の敵に怯おびえずに済む。みんなそれで万々歳だ」

　家のなかでは闊かつ達たつに笑うクロードが、外ではいくさに参陣し、甲かつ冑ちゆうの群れに飛び込んでは大勢の敵兵を屠ほふっている──頭のなかではそうわかっていても、どうしても家のなかの父親と、外で噂うわさされる「クロード・アングラットの勇ゆう猛もうさ」とが結びつかない。

　兄二人に関しても似たようなものだ。

　多少意地悪なところはあっても、フロリーに甘い顔もしてみせる二人が、いざいくさに出れば人を殺すのだ、などとはどうしても想像できない。

（男の方は、家の顔とは別の顔を持つものらしい）

　フロリーの視点ではそうなる。だから、彼女が無理矢理にでもレオを理解しようとするなら、

（レオ兄さまは、男の方になられたのだわ）

　こんな言葉になる。

　自分に見せてくれる顔とは、別の顔を持つようになった──ということだ。

　フロリーは公子の姿が見えなくなったあとも、なかなか窓際から離れようとしなかった。

　ふと頭のほうに手をやり、一本の髪の毛を引き抜いた。それをいったん唇に咥くわえたあと、左の小指に巻きつける。
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　バーダイン教徒のやるおまじないの一つだ。指に髪の毛が残っているあいだは大事な人をあらゆる危難から守ってくれるという。こうしたおまじないを、フロリーは母から多数教わっていた。

（レオ兄さま、どうかご無事で）

　髪の毛を巻きつけた小指を胸に抱いだくようにしながら、フロリーは長いこと祈りつづけた。




「フロリー嬢じようへの埋めあわせは必ずしておいてください」

　丘の上から屋や敷しきを見おろすレオの隣となりで、公子とともに馬を飛ばしてきたパーシー・リィガンが念を押した。これで三度目の念押しということもあって、

「いずれ」

　とレオは短く答えた。

「いずれ、でありますか」

「いくさになる。パーシーもわかってるだろう。これからますますいそがしくなるよ」

　あまりにしつこいので、むっとするやら、

（まるで年寄りみたいに気を遣つかうんだな）

　とおかしくなるやら。作戦にかかる前の、緊張に満ちたこの時間、ふと空気をやわらげる意味でも、レオは逆ぎやく襲しゆうしたくなった。

「ぼくも聞いている」

「なにを、でございましょう」

「パーシーの婚約者は、ギムレー・グロースター卿きようの娘だそうだね」

「ええ」

「ギムレーどのは、父上がコンスコンに援軍を出した際も激しく責めていた方だし、ぼくがヘイデンを討うったこともよく思ってらっしゃらないご様子。裏で、ダーレンと結びついていたって少しもおかしくない」

　パーシーは難しい顔になった。

　ギムレーとダーレンにいまのところ結びつきらしいものはない──ダーレンが表立って公子を批判していたときも、特にそれと同調している様子はなかった──が、公王家の一連の行動を面白く思っていないのは事実だ。娘のリアナから得た情報だからまちがいない。当然、その娘の婚約者であるパーシーが、レオの親衛隊に入ったことに対しても、よい感情を抱いているはずがなかった。

　さらに親衛隊とダーレンが武力でぶつかりあったとなれば、ギムレーがどのような反応をするものか。

「リアナ嬢への埋めあわせは？」

「いずれ」

　パーシーはわざと小難しい顔を維持したまま答えて、レオを微笑させた。

　ほどなくして陽が沈んだ。

「では」

　パーシーも、自分の持ち場につくために公子のそばから離れることになった。

「殿下、くれぐれも御身を大切に。戦場においては、臆おく病びようであることが、勇ゆう猛もうであることと同じくらいに賞される場合もあるのだということをお忘れなく。時機を見て判断されることこそがなにより重要です」

「わかっている」

「それと」

　パーシーはまだなにかいいかけたが、

（繰くり言ごとになる）

　と思ってか、口を閉ざした。

　パーシーは立ち去った。この際、彼は自分の髪を一本引き抜くと、小指に巻きつけていたのだが、すでにレオはそちらを見てはいない。

　火は掲かかげていなかった。レオの周囲一帯が闇やみに落ちている。身辺警護のための兵が数名いたが、彼らは無駄口一つ叩たたかずにいたから、あたかもレオはただ一人きりでここに取り残されたような格好になった。

　レオもまた黙ったまま突っ立って、やはり暗く沈み込んだ川の辺りを眺めている。

　こういうとき、必ずレオにつきまとう、よどみにも似た影があった。

　影は、レオに投げかけられるレオ本人の問いかけでもある。

（ぼくは、どこにいる。ぼくは、なにをしようとしている。ぼくは、誰なのだろう）

　辺りがしんと静まりかえり、また、わずかな星ほし灯あかりしかない宵よい闇やみに包まれているためか、その声がいっそう高く反はん響きようして聞こえる気がする。

（いくさか。……いくさになるのか、それともいくさをするのか）

　わかっている。

　あと戻りなどできぬことなどはとっくに。逡しゆん巡じゆんに身を浸ひたしている余裕など一いつ瞬しゆんたりとてないということも。

（はじめたからには、もうぼくが誰かなどは関係ない。いまあるぼくがぼくなのだ）

（そしてやるからには）

（十分な戦果を手にしなければならない。でなければ、殺し、殺される意味がなくなる）

　レオはもう一度、今度は全身を震ふるわせて、心身に宿りかけていたよどみを振り払った。




　ダーレン配下の部隊が川岸にまで迫った。

　こちらも灯りを掲げていなかったが、別荘地周辺は平地に切り拓ひらかれている。労せずして五百もの部隊が到着した。

　ほどなくして、いくつかの隊にわかれつつ移動を開始。

　先導役の兵だけが火を掲かかげたのだろう、丘の上にいたレオの目に、赤い光点がちらちらと移動しているのが見おろせた。

　敵は、こちらにはわずかな手勢しかないと思っている。敵が恐れるのはレオを取り逃がすことだけだ。となると、川を挟んだ屋や敷しき正面におびただしく兵を密集させるよりは、別荘地からの退路を塞ふさぐために人数を割さくのが常道だ。

　無論、レオも見越している。あらかじめ地形の調査はしておいた。光点が移動した場所は、そのときに立てた予想とほぼ一致している。

　と、敵の移動と前後してレオのもとに伝令がやってきた。

「兵が到着しました」

　という。

　この『兵』とは、コンスコン寺院に向かっていたはずの親衛隊にほかならない。彼らはコンスコンに向かうと見せかけながら、時機を見計らって転進。人目につかない山間の隘あい路ろを通ってこの地へやってきていた。

「手て筈はずどおりに」

　とだけレオが伝えた。

　諸隊長には各々が向かうべき箇か所しよが記された地図を渡してある。

　機敏に動いた六百の兵は、レオの期待どおり、すぐさま伝令を走らせてきて、

「一番隊、準備がととのいました」

「二番隊、所定の位置に銃兵を布ふ陣じんしました」

「五番隊、移動完了です」

　次々と報告を残していく。

　諸隊すべての移動が完了したと見るや、

「よしっ」

　レオは丘の頂上に積みあげていた焚たき木に火をつけさせた。

　それが合図となって、親衛隊もそれぞれに松明たいまつを掲げた。

　赤々とした火が背後に灯ともっていくのを見て、ダーレン配下の兵たちはどよめきをあげた。一いつ瞬しゆん、

（ダーレンさまが気をまわして援軍を差し向けてくださったか？）

　と思った者も多い。

　が、その直後、火の灯った方角から銃じゆう撃げきを浴びた。レオの親衛隊の強みは、この銃をほとんどの兵に持たせられている点にある。別荘地周辺の静まりかえった夜の気配が一転し、おびただしい銃声と噴ふん煙えんとに天地ごと引き裂かれた。

「て、敵、敵。敵っ」

「敵だあっ」

　各地でダーレン兵のあげる狼ろう狽ばいと恐怖の声が渦巻いた。

　さもあらん。レオを逃がさぬよう包囲するつもりが、逆に、周囲一帯を敵意と殺意をみなぎらせた兵団に取り囲まれていたのだ。

　銃じゆう撃げきのあとは、騎馬による突撃を受けた。

　レオの退路を塞ふさぐために少人数の隊を散らしている格好だ。武装した兵たちが鬨ときの声をあげて迫ってくるなど想定していたはずもないから、あちこちで容易に切り崩された。

「うろたえるな、迎むかえ撃うて！」

「踏ふみとどまっていてもやられる。退ひけ、退けっ」

　相反する命令のいき交うさまが、彼らの動転ぶりをあらわしている。

　ほどなくして、銃声と槍やりのきらめきに追い立てられるように各隊が後退を選択。

　ダーレン部隊の指揮官は不利を見て取ると、包囲陣を解除し、むしろ一いつ箇か所しよに集まるよう命じた。

　レオの兵団とて、こちらを包囲するために陣を長く伸ばしている。しかも、

（数はこちらと拮きつ抗こうしている）

　と素早く指揮官は見て取っていた。

　ならば、手勢を集めた上で、包囲網の一箇所を槍のごとく突いて突破しようという算段だ。

　敵の動きを丘の上から一望していたレオは、さっと手を振りあげた。

　公子の傍かたわらにいた兵たちが、焚たき火で灯ともした松明たいまつをいっせいに振りたてる。

　とともにレオも準備をした。身につけた装具の点検をしたあと、小こ姓しようのつれてきた馬に飛び乗る。

　レオの背後は、いつしか槍や剣を携たずさえた兵たちで満ちている。こちらは諸しよ侯こうから召集した兵たちではなく、レオ自身が村々で見み出いだし、育ててきた三百の兵だ。

　要するに、レオは多少なりとも経験のある兵で敵を逆包囲し、各所で追い立てておいてから、まだ経験の浅い兵たちを突撃のために残しておいたのだ。

　レオの隣となりにはやはり馬上のクオンが並んだ。いまのいままでお預けを喰くっていたも同然の少年は目を吊つりあげている。

「約束したとおりだ」とレオはクオンにいった。「いちばんの手て柄がらを立てるにふさわしい場所を用意した」

「おうさ」

　興奮しているのか、クオンは山岳地育ちの地じ金がねも剝むき出しに怒鳴った。

　先ほどの松明による合図を受けて、親衛隊の動きが変わった。川の浅瀬近くで、わざと包囲網に穴を空あけたのである。敵は勢い込んでそちらへ突撃したが、すでにその前面には丘を駆けおりたレオ配下の兵士たちが待ち伏せをかけていた。

　銃声が連続すると、川のあちこちで派手な水しぶきと血ち煙けむりが起こった。

　次いで、

「斬きり込めっ」

　レオ自身が馬を飛ばしながら叫びをあげる。

　当然、いったん包囲網に空あいた穴は親衛隊の俊しゆん敏びんな動きによってすでに塞ふさがれている。敵は川の両側から挟み撃うちを受けたことになる。

「ひるむな、ひるむな」敵の一人が川の中央でしきりと声をあげていた。「進め、進め、進めっ」

　と、これを見るなり、クオンの馬が跳ぶように地を駆けた。

　川へと飛び込む。進路に立ちはだかった敵兵を一人、二人と斬り捨てて、そしてあれよあれよという間に、敵指揮官と思おぼしき男の懐ふところにまで迫った。

「おのれ、小こ兵ひよう──」

　指揮官がクオンの姿を見て、あげることのできた言葉はそれだけだった。

　クオンは馬をぶち当てるほどの勢いで進ませると、敵指揮官が横殴りに振った長刀をかいくぐって、その喉のど首くびへと剣を突き立てた。




　レオの親衛隊は、もとは寄せ集めの兵ということもあって、まだまだ連携が上手く取れているとはいいがたかった。

　振りかえれば、レオも反省すべき点──作戦をはじめる前にもっと詰つめておくべき箇か所しよや、采さい配はいを振るタイミングの甘さなど──が多々見つかった。

　が、戦いがはじまる前に得ていた地の利が、結局のところいちばんの効果をあげて、結果だけを見るなら、こちらはほとんど被害もないままに敵を敗走させることができた。

　このいくさにレオは現在動員できる兵力のほぼすべてを注ぎ込んだ。

　賊ぞく兵へいに扮ふんした敵を打ち払うだけなら、数はもっと温存できたはずだが、先ほど触れたように親衛隊は各地から寄せ集められた兵たちだ。出自も様々。貴族の郎ろう党とうらもいれば、レオが直接召し抱えた者たちのように、これまで武器を持った経験などほとんどない者たちも含まれている。熱量にも差があった。取り立てられた恩義に報いようと奮ふるい立つ者がある一方で、諸しよ侯こうが半ば渋りながら提供してきた兵たちなどは、現在の環境にもう一つ気乗りしていない。

　だから、レオは彼らをここで共通の戦場に立たせて、ほとんど無傷の勝利をあげさせることによって、隊としての気持ちをまとめる機会にしようとした。

（なるほど）

　とパーシーは兵たちの顔を順繰りに眺めて、感心する。

　彼らはこれまでもいくつかの兵舎において、同じ屋根の下で寝ね泊とまりして、同じ訓練を受けていた身だが、ただ一回の実戦の場が、その何十日にも匹敵するような効果をあげたらしい、別別の土地からやってきた兵たちが肩を抱きあって、自分の功を誇ったり、互いの健けん闘とうを讃たたえたりしている。

（だが、問題はこの先だ）

　パーシーには憂ゆう慮りよがある。

　今回はレオの命を狙ねらった賊ぞく兵へいが相手ということで、皆が一致団結して事に当たることができたものの、次にレオが狙うべきは、アトール諸しよ侯こうが一人、ダーレン・アクティカである。

　ほかの領地からやってきた兵たちのなかには、動揺を見せる者もあらわれるであろう。

（同じアトールの貴族を相手にするのか？）

（もしや、公子は、いずれはわれらの土地にも兵馬を進めるおつもりなのでは）

　士気が上がらぬばかりか、逃げ出す者とてあらわれるやもしれない。

　戦いにかかる前、パーシーは何度かこの問題に関してレオと言葉を交わしている。

「賊兵たち自身の口から、ダーレンが後ろで糸を引いている事実を吐はかせる必要がある」

　とレオも同調した。だからこそ、親衛隊のほぼ全員をこの場に集める必要があったのだ。

（しかし、あまり時間もかけられない。手間取っていては、逃げた兵たちがダーレンと合流するであろう）

　パーシーがあれこれと考えているうちに、レオは馬から降りるなり、

「皆、静まれ。捕ほ縛ばくした兵をこちらに」

　そういって、はしゃぎかけていた味方の兵を黙らせると、逃げ遅れて、降伏した敵兵たちを縦に並ばせた。

　すでに縄なわを打っている。

　なにがはじまるのかと、周囲からほかの兵たちもやってくる。パーシー・リィガンはレオの後ろに立ちながら、それを見届けていた。部下の者をさりげなく諸隊にまわして、ここに集まってくるよう、あらかじめいいわたしておいたのだ。

　と、大勢の人が集まってきたのを確認すると、レオ・アッティールは、縦に並んでいた『賊兵』のうち、先頭の男に剣を突きつけた。この戦いでレオは敵兵三人に重傷を負わせていた。剣先が血にまみれている。

「何者だ。なぜぼくを狙う」

　荒々しい息いき遣づかいもそのままに問うた。

　先頭の兵は、腹に鉛なまりの弾を浴びた重傷者でありながら、青い顔で「はっ」とあざ笑った。レオの声こわ音ねが、脅きよう迫はく者しやのそれとは思えないくらい迫力不足だったからだろう。

「おまえのことなぞ知るものか。こっちは美う味まい儲もうけ話があるからと誘われただけだ。ここの屋や敷しきには財宝がたんまりとあるから、とな」

　この男、見た目には無ぶ精しよう髭ひげを散らし、顔も薄汚れていて、いかにも賊兵に見せかけている。

　周囲で見物していた親衛隊の兵たちが、怒りの声を揃そろえた。

「そうか」

　とレオはいった。

　──以前、やはりダーレン配下の兵がサヴァンの採石場を荒らしていたとき、レオはこの兵たちと相あい対たいする場を、自身の『初うい陣じん』と定めた。

　何日も前から計画を練って、同時に、覚悟を決めた。

　生まれてはじめて戦場に参加するという覚悟を。

　今回も同様だった。

　レオは、もう何日も前から、この場面を頭に思い描いていた。

（ためらわずにやれ）

　と自身に何度となく言い聞かせていた。

　そのときがきた。

「そうか」

　ともう一度レオはいった。

　次の瞬しゆん間かん、傍かたわらにいたパーシーが目を剝むいた。レオは突きつけた剣をいったん肩の後ろまで振りかぶると、躊ちゆう躇ちよなく兵の喉のどを切り裂いていた。

　当たりが浅かった。兵はもんどり打って倒れ、喉を押さえてじたばたと身み悶もだえた。その肩に足を乗せると、レオは上から剣を突きおろした。兵の動きがぴたりと止まった。

「次」

　レオがいうと、もう一人の敵兵が突き出された。

　同じ質問をした。

「し、知らん。本当だ」とその兵士は涙目でいった。「信じてくれ。おれたちにこの話を持ちかけた奴やつがいるんだ。そいつを捜し出して……」

　これも同じ結果になった。ただし前回とちがって、レオは三度、剣を振った。一度目は足を斬きり、二度目は顔を斬り、三度目にようやく止とどめを刺した。

（殿下）

　パーシーは声をあげようとしたが、できなかった。

　返り血を浴びているレオの顔は鬼気迫っている。

「次」

　レオがいい、もう一人が同じ運命を辿たどった。

　さらに「次」と促うながされて突き出された兵は、最初からがくがくと震ふるえていた。レオはもはや問いかけもせず、無言で剣を振りあげた。まだ若いその兵は、目をまん丸に見開いて、赤く血塗られた剣先を見あげた。

「ま、待て。待ってくれ」

　叫んだのは若い兵士ではなかった。後ろに並ばされていた捕ほ虜りよのうち、もっとも年かさの兵が、膝ひざで這はいずるようにしてレオのところに転がり出てきたのだ。

「お、おれのたった一人の倅せがれなんだ。許してくれ──いや、お許しあれ、レオ公子殿下！」

「レオ公子と名乗った覚えはない。旗も掲かかげなかった。ということは、やはり知っていたな」

　その年かさの兵は、震ふるえ声で、自分たちがダーレン旗き下かの兵であることを白状した。

　ここでレオを討うち取ったのち、グィンバーを攻めるつもりであったことも口にした。

　それを聞ければ十分だった。レオは剣を腰に戻すと、

「数名をつれていく。残りは縄なわを打ったまま、その辺に転がしておけ」

　そう命令してから、

「いったん丘の下に集合する」

　と兵たちに号令をかけた。

　皆、速やかに命令に従った。兵たちの顔に、いままでにない緊迫感がある。「ダーレン」の名を聞いて驚きもしたのだろうし、またいまの場面そのものに衝しよう撃げきを受けてもいただろう。

　後者に関してはパーシーも同様だった。

　しかし、表情には出さずに、自分の馬に近づいた。鞍くらにかかった手が震えそうになった。

　レオ公子も皆の動きを見届けたあと、ふたたび馬に跨またがろうとしていた。が、突とつ如じよ気が変わったかのように足を地面につけると、

「パーシー、パーシーっ」

　二度、その名を呼んだ。パーシーがその切せつ羽ぱ詰つまった声に驚いて駆け寄ると、レオはなぜか茂みの方角に走り出して、

「後ろを頼むっ」

　パーシーにいうなり、その場にしゃがみ込んだ。

　げえっ、と蛙かえるが喉のどを鳴らすような音とともに、レオの背中が波打った。

（ああ）

　とパーシーは納得した。

「何事です」

「殿下の身になにか？」

　兵士が茂みに近づこうとするのを、パーシーは手で制した。

「ごく内密で話がある。来てはならん」

　パーシーの立ちはだかるその背後では、レオが声を殺しつつ嘔おう吐とをつづけている。

　レオ公子は、すでに初うい陣じんを経験済みだ。ヘイデン・スウィフトを直接手にかけてもいる。が、いくさの狂熱、そのただなかで敵を討つならばいざ知らず、無抵抗の人間に剣をいくたびも振るって皮を裂き、骨を砕いて、臓器を貫いたのは、無論、はじめての経験のはず。

　パーシーが直立しつづけて、数分が経たった。

「もういい、ありがとう」

　レオが立ちあがって、パーシーの隣となりに並んだ。

　そのまま涼しげな顔をして、ふたたび小こ姓しようが轡くつわを取ったままの馬に近づこうとする。パーシーは後ろから声をかけて、

「殿下、血を」

　布を差し出した。レオは無表情に受け取って、顔についた敵兵の返り血をぬぐう──振りをして、実際のところは口まわりを綺き麗れいにした。そうしながら、

「一いち撃げきで仕留めるつもりだった」

　とレオはいった。

「は」

「だけど失敗した。すると残りの捕ほ虜りよたちが恐れるのがわかった。だから」

「承知しております」

　パーシーは顎あごを引いた。

　実際のところ、承知してはいなかった。ただ、公子が弁解を口にした事実に、パーシーはひとまず昂たかぶりそうになっていた気持ちを抑えることができた。

「あと」

「は？」

「同じ隊のなかに、家族を入れるべきじゃないな。ああいうことが起こる」

　ああいうこととは、父が子の命いのち乞ごいをするために情報をぶちまけてしまったことだろう。

　レオが馬上へ身を投げる。ちらりと覗のぞいた横顔はいつものレオ公子その人だった。

（恐ろしいものだ）

　同じく馬に跨またがり、駆けはじめたレオの背中を追いかけながら、パーシーは考えた。

（いくさとは。いくさを主導する立場とは）
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　ダーレン・アクティカの所領は、古くからダラム地方と呼ばれた。

　もとは公王家の所領であったが、ダラムの城を預かっていた古豪のルバンド家が二つとない手て柄がらをあげたため、正式にルバンド家のものとなり──この時点で、公国の領土中央にある鉄てつ鎖さ山脈をもって、公王家ゆかりの領地と諸しよ侯こうらの領土が南北にきれいに分断された──、その後ルバンド家が七代目当主の放ほう蕩とう三ざん昧まいで没落すると、ルバンド家の分家であったアクティカ家が領主権を相続した。

　公国のなかにおいては、実りのよい土地である。

　国のほぼ中央に位置することもあって、交こう易えき路ろの中心として規模の大きな市場が立ちやすく、川に面した穀こく倉そう地帯もそこそこに豊かだ。必要とあらば多くの傭よう兵へいを召し抱えることのできる財力があるからこそ、ダーレンも前公王を追い落とすほどに強く出られたのである。

　そのダーレンが、

「まさか」

　と馬上でつぶやいたきり絶句してしまった。

　夜半のころ。別荘地に襲しゆう撃げき隊たいを送り出したあと、ダーレン・アクティカ本人もグィンバー攻略のために馬上にあった。

　長男のトーゴを失ってからは、趣しゆ味みである狩りもおこなっていなかったから、馬に身を投げ、剣や弓を手にしていると、久しぶりに心身が浮き立った。

（この剣をサヴァンの白髪頭に突きつけてやる）

　そう思うと血が熱くなった。

「レオ公子を討うち取った」

　という報告をいまかいまかと待ちわびていたところに、伝令の兵ばかりか、傷つき、ふらふらになった兵十数名が駆け込んできて、レオ公子暗殺の失敗と、指揮官の戦死、さらには兵のうち三分の一以上が失われたことを知らされた。

　ダーレンは絶句したあと、鎧よろいで覆おおった全身を大きく震ふるわせた。

　してやられたのは、これで二度目。

　彼は、心底レオ・アッティールという人物が恐ろしくなった。

「退ひくぞっ」

　ひと声あげて、ダーレンは居城へ舞まい戻らざるを得なかった。道中、しきりと後ろを気にした。

　公子が待ち伏せをかけて部隊を逆包囲した以上、当然、首しゆ謀ぼう者しやの名も、その動向も把は握あくしているはずだ。

（ならば、公子は次にどう出るか）

　グィンバーの守りをかためるか、はたまたサヴァンの手勢と合流してこちらへ攻め入ってくるか。

（いや、まさか。いかに公子といえど、自国領土に攻め入るには、公王に伺うかがいを立てねばなるまい。そのあいだになんとか次の方策を考えねば）

　城に戻った。この居城、オルト・ローズという。ルバンド家当主の恋人の名から取ったといわれていた。

　城に入ってすぐにダーレンは鎧を脱ごうとしたが、しかしそれも果たせぬまま、斥せつ候こうに出していた兵が転がり込んできて、

「公子の軍勢、わが領地へ押し入ってきました！」

　甲高く、半ば音の飛んだような声で告げた。

　数は六百ほどか。

　ダーレンの思う、

（まさか）

　の事態が現実のものとなった。

　動きが速い。

　ほとんど夜や襲しゆうに近い形で、レオは領土の境目にあったダーレンの砦とりでを陥かん落らくさせた。

　もともとここに詰めてあった兵の大半はグィンバー攻略軍のために召集されている。残されていた兵たちも、まさかレオ公子が攻めてくるなどとは思わなかったため、大砲の威い嚇かく射撃だけで泡あわを喰くい、ほとんどが戦わずして降伏したのが実情だった。

　北進したレオの隊は、ダーレンの血族がおさめていた城をも支配下においた。城といっても平野にある。近隣の村々を管かん轄かつするていどの建物で、衛兵二十名ほどしか置いていなかったから、大砲や多数の銃を擁ようして突き進むレオの親衛隊に抗えたはずがない。

　公子は城に後ご詰づめの三百が到着するのを待ってから、六百の本隊とともに移動を再開。

　こうしてレオの手勢はほぼ無傷のまま、オルト・ローズ城へと迫った。

「お、おのれ。公王家が家臣の領地に火をかけるつもりか。ついに本性をあらわしおったな、悪あく魔まの申し子め！」

　ダーレンは豪華なつくりのテーブルを手で叩たたいた。この刻限、本来ならばとうにグィンバー城へ攻め入って、息子の仇かたきであるサヴァンを追い詰めてほくそ笑んでいたはずなのに、現実はダーレンのほうこそが息子の仇に追い詰められようとしている。

（こんな理不尽なことがあろうか）

　神をも呪のろいたくなる心境であったが、しかしダーレンとてただ身を揉もんでいるわけにもいかない。

　幸い、グィンバー攻略のための部隊はそっくりそのままオルト・ローズへ率いている。大砲や銃といった装備はともかく、数ではダーレンの側が上まわった。

　いよいよレオの軍勢が間近に迫ったとあって、決断すべき時を迎えた。

　野戦にて迎むかえ撃うつか、はたまた籠ろう城じようするべきか。

　この時代、

「数で上まわるなら、こそこそ籠城などせずに正面からかかるべきだ」

　という武人ならではの価値観が根強い。

　アトール人は決していくさの経験が多いわけではなかったが、いやむしろ戦いに慣れていないからこそ、そうした武人の価値観にしびれるような憧しよう憬けいを抱いている男たちが多く、兵たちは槍やりで盾たてを叩きながら、

「打って出るべきだ」

　と主張した。

　その急きゆう先せん鋒ぽうとなったのが、ダーレンの次男ディンゴ・アクティカである。父に劣らず、兄トーゴを討うたれた復ふく讐しゆうに燃えていた。

　歳はまだ二十歳ていどだが、体格は父や兄に似て大柄で、またこちらも賊ぞく兵へいとして別の領地を荒らした経験がある。歯を剝むいて怒鳴る姿には迫力があった。

「父上、敵の三分の一は、傭よう兵へいですらなく、農民や商人どもです。堂々と打って出て、正面から威圧してかかるべきかと」

　が、ダーレンは首を縦に振らなかった。

（レオを侮あなどってはならぬ）

　さしもの彼にも、この教訓は身に染みていた。

　彼は城下町の外壁沿いに鉄砲兵を配置しただけで、あとはきつく城門を閉ざして籠ろう城じようの構えを見せた。

　とともに、首都ティワナへ遣つかいを走らせることにした。

　公王マグリッド・アッティールに仲裁を頼むためである。

（レオが、マグリッドからわたしの討とう伐ばつ許可を得ていたということはあるまい）

　と読んだためだ。

　すなわち、今回もまたレオ公子の独断ということになる。コンスコンでの件以降、公王はレオの行動に神経を尖とがらせているはずだから、事情を知らせれば必ずや息子を制してくれるはずだ。

「わたしの申し開きさえ上手くいけば、『独断で家臣の領地へ攻め入った公子』などは信頼を失う。親衛隊とて取りあげることができよう。そう、そうだ、レオが英雄の座から失しつ墜ついすれば、そのレオとつながりを深めていたサヴァンも自然と没落する」

　ダーレンは息子や家臣たちに考えを述べた。

「待ってさえいればレオは自じ壊かいするであろうし、グィンバー侵攻のための口実とてより多く得られる。いまは焦る必要などまったくないということだ」

　家臣たちを説き伏せて、籠城を決意した翌日。

　予想外であったが、ダーレンにとって、さらに喜ばしい事態が起こった。

　オルト・ローズの城下町を目前にしたレオの隊は、敵が打って出るのを想定して、外壁の南側にかたまって布陣していた。

　明け方近く。

　奇き襲しゆうを受けた。

　そう、『レオが奇襲をした』のではなく、『レオが奇襲を受けた』のである。

　公子が陣を構えていた南方。

　なだらかな坂道が曙しよ光こうに白く染めあがりつつあった。その光が突とつ如じよとして黒い影に覆おおわれた。影は見る間に人馬の姿となって、馬ば蹄ていの音を轟とどろかせながらレオの陣に迫ってきた。

　歩ほ哨しように立っていた兵たちが警戒の声をあげたときには、それらの首が揃そろって刎はねられていた。速い。レオ配下の兵たちが味方を叩たたき起こしながら、必死に応戦の構えを取る。

　騎馬隊はあちこちで松明たいまつを放り、天幕の数々が火をあげた。

　野営地が赤々と燃えるなか、騎馬隊の味方と思われる弓隊がいつしか整列し、次々にレオの本陣めがけて矢を放った。

　レオもまた、眠りから叩き起こされた。

　が、彼が指揮を執とろうと外に出たときには、すでに騎馬の一群は弓隊を拾いあげると、姿を消していた。

　突風さながらのすばやさだ。

　死者の数は三名。動けなくなるほどの重傷者は五名。あと、糧りよう食しよくがいくらか焼け焦げた。

　被害そのものはたいしたことがなかったが、しかし不ふ審しんなのは、オルト・ローズ城の門が開いたという報告がなかったということだ。

　つまりは外部からの攻撃ということになるが、いったいどこからあらわれたものやら見当がつかない。レオとて当然、野営地の周辺は警備させていた。その警備網をするりと抜けてきた敵の手腕はいかばかりか。

　翌日の夜も、同じことが起こった。

　昨夜よりは警備を密にさせていたはずが、敵はその一画を鋭く突くと、その突進力をもってやすやすと本陣まで迫った。

　昨夜とちがい、レオは銃兵を交替制で配してあった。

　見事なのは、敵はそれをも読んでいたことだろう。

　先頭の騎馬は荷車を引いていたのだが、レオの陣営から銃声がした刹せつ那な、馬から飛び降りて、荷車に積んであった干ほし草くさの山に火をつけた。馬の尻を蹴け飛とばし、これを陣営へと差し向ける。

　さらに後続の騎馬兵たちは弓兵を乗せており、昨夜同様、矢を次々と放った。

　矢や火の脅きよう威いもさることながら、なによりおびただしい煙けむりが銃の狙ねらいを鈍らせているあいだに、騎馬兵が駆け込んできている。

　またも本陣を搔かき乱された。

　このとき、いったんは騎馬に突破された警備陣が、すぐに陣を寄せてひとかたまりになると、すぐさま敵の後方から追いすがろうとした。

「馬鹿め。われらを出し抜いたと思っているのか。奴やつら、みすみす挟はさみ撃うちにあうつもりでいるぞ」

　ところがここに二度目の突撃がきた。さらに後方に伏していた敵別働隊が、警備陣が背を向けた瞬しゆん間かんを狙っていたのである。

　こうなると当然挟きよう撃げきするどころではない。

　警備陣が混乱しているあいだに、最初の突撃隊は悠ゆう々ゆうと引きあげていき、後続の別働隊もやがてこれにつづいた。

　攻めるときも退ひくときも、とかく迅じん速そく。

　あとに残ったのは、兵たちの苦く悶もんと、失った仲間の名を叫ぶ声、そして赤々と燃える火。

「くそっ」

　レオは怒鳴って、つけようとしたばかりだった兜かぶとを乱暴に打ち捨てた。

　みすみす二度も敵にしてやられた。

　パーシーとカミュ、クオンたちは、この隙すきに敵が城門を開いてくるのではないかと思い、前面の防御を厚くさせて、ほとんどの兵に不眠を命じていたのだが、結局朝まで動きはなかった。

　兵たちの疲労が募つのるばかりである。

　レオは早朝、すぐさまパーシーたちを呼び集めた。

「ダーレンは、籠ろう城じようすると見せかけて、手勢を周辺に伏していたか」

　レオがそう分析したが、パーシーがかぶりを振った。

「奇き襲しゆう部隊は精せい鋭えい中の精鋭と見ました。あれほどの者たちをダーレンが急きゆう遽きよ召し抱えられたとも思えません」

　馬の扱いが巧たくみだ。

　さほど密集しておらず、好き放題に突進してくるように見えながら、陣を搔かき乱す動きには連携があったし、引きかえすとなると見事なまでに素早く馬ば首しゆを翻ひるがえす。

　アトールにあれほどの技量がある騎馬兵はなかなか存在しない。

　村や都市への焼き討うちに慣れた傭よう兵へい、賊ぞく兵へいの手腕だろう。それも、飛び抜けて技量の高い者たちとなると、自然と限られてくる。

「おそらくは、ランス・マズポッターではないかと」

　パーシーがその名を口にした。

「何者だ？」

　カミュが聞いた。眉み間けんには苛いら立だちの皺しわが刻まれている。昨夜からほとんど眠っていないのだ。

「アトールで名前を知られる賊兵集団の長だ。近ごろは大人しくしていると思っていたが」

　パーシーがいうことには、この男、アトールの生まれだが、若いときは北方の沿岸諸国を荒らしまわる海賊、山賊であったという。二十代の終わりごろにアトールへ戻ってきて、賊兵稼か業ぎようをはじめた。剣の腕もさることながら、騎馬を用いた用兵術が巧みであり、その高い技量を買われていくつかの領地を巡っていた。賊兵はその性質上、いま現在、どこの領主に仕えているかがはっきりしないものだが、

「少し前から、オズエル・ターホリンの城で姿を見かけたという噂うわさがちらほらあった」

「オズエルか」

　レオが歯は嚙がみした。

　晩ばん餐さん会かいの席で直接顔をあわせている。オズエルは諸しよ侯こうのなかで唯一、公王にコンスコン寺院救援を訴えていた男である。だというのに、いったんアリオンが使者をよこしてきたあとは、

「コンスコンのことなど知らぬ」

　とでもいいたげな態度で、あとはもう二度と話題にもしなくなったということだ。

　そのときから妙にきな臭いとは思っていたが、

「要するに、裏でダーレンとつながっていたということか」

　カミュが憤ふん慨がいの息とともに洩もらしたとおりのことを、レオも直感した。

　レオたちは軍議の結果、本陣を移動させることに決めた。

　城下町の中央を流れる川が、町を外れて南西のあたりで幅を増している。その川辺では、森というほどの規模ではないが、南方に向かって木々が生えていた。レオは、川を背後にし、木木で騎馬隊の突とつ撃げきを防ぐ意図をもってあらためて布ふ陣じんした。地形がやや低く窪くぼんでいるため、正直、敵の監かん視しにも迎撃にも適している場所ではないのだが、城下町の前にずっと居座っているよりはよい。

「こっちから城にかかるわけにはいかないのか」

　クオンがそんな不満を洩らした。むざむざ敵の出方を待つ消極的な戦法が肌にあわないのだろう。

「こっちには数門の大砲がある。壁にも穴を空あけられるだろう」

「なるべくなら町を傷つけたくはない。前の場所に布陣していたのも、あえて敵を誘うつもりだったのだ」

　パーシーはそう説明したが、それとて本来なら三日のあいだだけのはずだった。

　三日待つ、というのは、

「ダーレンに三日の猶ゆう予よを与えた」

　という事実をつくった上で、

「ダーレンは数で勝る兵を擁ようしていながら、打って出なかった卑ひ怯きよう者ものであり、その性格が災わざわいして、城下町も要らぬ被害を受ける羽目になった」

　という風評を流すためであった。

　城下町におけるレオへの批判の矛ほこ先さきを、領主ダーレンにスライドさせる狙ねらいがある。

　だからこそ、この奇き襲しゆうは想定外の痛手となった。本陣を移動させるというのもいかにも弱気の虫につかれたようであったが、当然のことながら、レオとてなにも考えていなかったわけではない。
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「ランス・マズポッターとな」

　ダーレンも名前くらいは聞いたことがある。

　そのランスからの使者が、レオの陣を大きく迂う回かいしてオルト・ローズ城に入っていた。

　ランスが二度までも襲しゆう撃げきしてレオの部隊を足止めした戦果を知らされて、城内が沸わいた。

　思わぬ援軍である。

　使者がいうところによれば、彼らはオズエルの命令によって、グィンバー攻略に手を貸すべく部隊を移動させていたのだが、逆にダーレンがレオによって攻め込まれていると知ったランスは、すぐさま方針を変え、レオの軍を背後から切り崩すことにしたらしい。

（さすがはオズエルだ。使える奴やつ）

　ダーレンは表向き冷静な顔をしながらも、内心では相当に安あん堵どしていた。

　レオはどこからあらわれるやも知れぬ襲撃に怯おびえ、うかうかと城下には攻め入れまい。これで思ったよりも容易に時間を稼かせげそうだ。

（しかし、まあ）

　率直にいって、ダーレンはランスからの使者が気に喰くわなかった。

　アトール諸しよ侯こうの前だというのにくたびれた胴どう鎧よろいから剝むき出した腕を組んだまま、礼の一つもしない。口くち髭ひげはきれいにととのえられているものの、伸ばし放題にした髪は後ろに撫なでつけて束ねているきり。左の目に眼帯をしているのも、いかにも山さん賊ぞくらしい風体だ。

（これでは、その『頭かしら』たるランスとやらもお里が知れようというものだな）

　それでも貴重な援軍にはちがいない。ダーレンは精いっぱい愛想を振る舞った。

「オズエルどのによろしくお伝え願いたい。ランスどのにも」

「伝えておこう」

　使者はテーブル上の盆に盛りつけられた果実を一つ、勝手にさらって、口に運びながら答えた。

　ダーレンは怒りを吞のみくだすのに苦労させられたものの、オルト・ローズの将兵たちはダーレンが思った以上に意気をあげた。

　もともと、ほかの領地に火をかける意気込みで集つどった兵たちである。お預けを喰くわされた野犬よろしく、涎よだれを垂らしそうな顔つきで、

「これを機に打って出るべきだ」

　と次々に主張した。

　急きゆう先せん鋒ぽうに立ったのは、ダーレンの次男ディンゴであったが、ダーレンはかぶりを振った。

「いかん、レオを侮あなどるな」

「公子をここで殺せとは申しません」ディンゴは赤い顔をしていった。「しかし公王の仲裁を待つよりも、ここで手痛い一撃を与えて、公子を自力で追い払ったほうが、のちのち公王家へもより強い態度で臨めましょうし、領内でレオを英雄視などしている民たちも自然と目を覚ましましょう」

　思わず、ダーレンは黙りこくってしまった。

　確かに、公王に窮きゆう地ちを救われたとあっては、ダーレンの沽こ券けんにかかわる。たとえそれで公子を社会的に突き落とすことはできても、公王家そのものにさえ強く迫ることができていた立場は失うやもしれない。

「深追いはいたしません、父上。どうか許可を」

　ディンゴは言い募つのった。

　ダーレンは迷ったが、もとより公王家に匹敵するほどの勢いと力のみを家臣らに見せつけてきた男だ。こうした土ど壇たん場ばに立って手た綱づなを絞る手法を知らぬ。

　レオの布ふ陣じんが移動したという情報もあった。あきらかにランス隊の襲しゆう撃げきを恐れ、それに警戒する動きである。

（ここを突けば）

　という思いはダーレンにも芽生えている。

　息子に許可を与えた。

　喜色を露あらわにしたディンゴは、七百の隊を率いて門前にて待機。

　いよいよレオが痺しびれを切らして城下町に攻め寄せてくる恐れもあったが、それならそれで城門を開いて迎むかえ撃うつ覚悟だ。機を見るに敏びんなランスのこと、必ずや騎馬隊でその後方を衝ついてくれよう。数に任せての乱戦となれば、レオ軍の装備する最新式の銃も大砲も意味をなさなくなる。

　二度目の襲撃があった翌々日。

　朝まだ早い時間。

　レオの陣は、三たび、騎馬団の襲撃を受けた。

　南方からである。

　レオが陣を敷しいた場所は落ち窪くぼんでいたため、騎馬兵にとっては絶好の下り坂になる。

　が、無論、レオとてここを無防備にしていたはずはない。

　南方面に生えている木々のあいだに銃兵を配しており、これに迎撃させた。とともに大砲が火を噴ふいて、木々のさらに南方に着弾させる。数名の騎馬兵が馬もろとも横倒しになった。

　徒かちの兵は槍やり衾ぶすまを揃そろえて騎馬の突撃に備える。

　同じころ。

　ディンゴ・アクティカが、

「門を開けよ」

　怒声をあげつつ城下町の門から打って出た。ランス騎馬隊と呼吸をあわせての突撃である。

　主に傭よう兵へいからなる中央軍がまず突出した。レオ本陣へとまっすぐに迫る。

　当然、レオ軍はこの動きに対応せねばならなくなった。あわてた様子で迎撃に出てきたが、ディンゴ中央軍の背後から、すかさず騎兵を中心とした左翼軍があがってくると、速度の優位を活かして迎撃隊の側面をあっさりと取った。隊を包囲する形になる。

　その一方で、指揮官のディンゴ自らが率いる右翼軍が、川沿いに移動を開始していた。

　ランスの襲しゆう撃げきに気を取られていて、城から打って出た部隊の全容を把は握あくできずにいたのがレオの弱みである。

　中央軍、左翼軍の動きに釣られたレオの部隊は、本陣を手薄にしてしまった。

　結果、ディンゴは、陣の前ぜん哨しよう部隊を難なく蹴け散ちらすことができた。

　大砲を南に固定化していたものか、こちらに砲弾が飛んでくることもない。

　そのころ、最初に襲撃をかけてきたランス隊の騎馬団が、一回目の突撃を終えて転進。

　銃兵と砲撃によっての被害が出ていたものの、彼らは連携を一糸乱すことなく、きびきびとした動作で撤てつ退たいを開始した。

　これを追って、レオの隊の騎馬部隊が突出した。

「逃がすな！」

「殺せっ」

　怒号があちこちから放たれている。

　その数が多い。というよりも、多すぎた。

　ランスの度重なる襲撃にいよいよ怒りを爆発させたものか、背後の陣をも顧かえりみぬほどの勢いだ。

　つまるところ、ランス隊に誘われてしまったのである。

　敵陣に詰つめ寄っていたディンゴにとってはますます仕事が楽になる。

　申しわけていどにしつらえられた逆さか茂も木ぎをよけつつ、あるいは兵の手で引き抜かせつつ、これも簡易的な櫓やぐらに火を放ちながら、前進。

　陣営に残っていたレオの側の兵たちは、ディンゴ隊の突進を目まの当たりにするなり、叫びをあげながら逃げ散っていくざまだ。

「なにが親衛隊か、なにが英雄か」

　ディンゴが馬上で高笑いを放った。

「アリオン軍は討うてたかもしれんが、調子に乗ってわがアクティカ家を敵にまわしたのが運の尽きよ。レオ公子、出てこい。おれは寛かん容ような武人であるぞ。一騎打ちをしてやってもよい」

　本陣であることを示す、公王家と十字の旗を次々と切り倒した。

　なおも前進をつづけていたディンゴ隊は、しかしはたと気づいた。

　本陣内の兵が少ないのは織おり込み済みだ。そのために敵を誘い出したのであるが、しかしあまりに少ない。

　もぬけの殻からといってよかった。

　ディンゴがはっとなり、馬上で表情を改めたときには遅かった。

　砲声がして、周囲一帯、土砂と人馬の血肉が飛び散った。

　つづけざまに射撃が浴びせられる。

　ディンゴは馬から振り落とされる格好となり、地面に横倒しになっていた。結果として、倒れた馬が盾たてとなって銃弾の雨を防いだのであるが、幸運が味方したとはいいがたい状況である。

　結論からいうと、敵を誘ったのはレオのほうであった。

　彼は最初の襲しゆう撃げきを受けて以降、夜間の隠おん密みつ行動に長けたクオンに別行動を命じ、オルト・ローズ城下町周辺に伏せさせた。

　パーシーらは予測を立てていた。もしも奇襲隊がオズエルの派遣したランス隊であるなら、必ずこれに呼応しようとする動きが城の内部にあらわれるはず。

　そして見事クオンは、夜間、ひっそりと城下に入る人影を発見した。夜目の利きくクオンならではだ。あれこそランス隊からの使者にまちがいない。

（呼吸をあわせての挟きよう撃げきをしかけてくる）

　レオは読んだ。

　読んだ上で、敵を本陣に引き込む作戦を取った。

　敵に釣られると見せかけて部隊を動かし、本陣をほとんど空からにした上で、敵の中心となる部隊が攻め寄せてくるのを待つ。大砲はあらかじめ公王家の旗を立てていた場所に狙ねらいをつけており、敵軍が寄せてくるとともに砲弾を放ったのである。

　では、レオ・アッティール本人はこのときどこにいたか。

　彼は、ランスの騎馬隊を追いかけていた部隊の先頭にいた。

　追いかけていた──というのも、これも陣を空にするための見せかけに過ぎない。

　ひたすらに馬を飛ばしていたが、ディンゴの隊を吹き飛ばした砲声が合図となった。

　レオが声とともに馬ば首しゆを翻ひるがえす。

　騎馬兵二百のみを供として、突進を開始。

　前方には、最初に迎撃にあがった部隊がいる。無防備に突出しすぎたため、敵中央軍と左翼軍に包囲される結果となっていたが、この迎撃隊の役目はまさしく両部隊を足止めすることにあった。

　もっとも危険な任務を負っているといっていい。彼らが短時間で撃げき滅めつされてしまえば作戦もその時点で失敗する。したがって、パーシー、カミュ、クオンといった精せい鋭えいたちはこのなかに組み込まれていた。

　各々奮ふん戦せんした。

　パーシー、カミュの槍やりが冴さえわたったのはいうにおよばず。

　クオンの隊などは、迎撃に出た際、わざと速度を落として最後尾に位置することで、包囲にはやった敵隊の側面、後方などにまわって、敵の注意を分散させる動きを取った。

　これは、いかに腕が立つとはいえ、まだまだ集団戦闘に慣れているとはいいがたいパーシー、カミュにできる芸当ではない。

　その成果もあって、彼らは驚異的な粘ねばりを見せた。

　ダーレン側の兵たちが焦りを募つのらせたその瞬間、レオ率いる騎馬隊が左翼軍の後方を衝ついた。
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　心構えのないダーレン側には粘ねばりとてない。

　レオの救援に勢いを盛りかえした迎げい撃げき隊たいが攻勢に出ると、まず傭よう兵へい中心の中央軍が尻込みしはじめ、さらに中央が崩れると左翼軍も徐々に意欲を失いはじめた。

　加えて、本陣を襲しゆう撃げきしていた右翼軍が敗走し、ディンゴが味方に肩を担がれながら城に引きあげた、という伝令が飛び交うころになると、もはやにっちもさっちもいかなくなって、ダーレン側の兵は皆こぞって城下町へと逃げ込んだ。

　このとき、血まみれで城内に運ばれてきた次男の姿に顔面蒼そう白はくとなったダーレンは、まだ外に少なからぬ手勢がいたにもかかわらず、城どころか城下町外壁の門を閉ざすよう命じた。

　締め出しを喰くった形の傭兵たちは大半が逃げ散るか、その場で膝ひざをついて助命を乞こうた。

（よし）

　騎馬の足をゆるめ、レオ・アッティールは兜かぶとの下でひと息ついた。

　ひとまずは作戦どおりにいった。

　レオ・アッティールは改めて各部隊に伝令を飛ばし、昼前には城下町のまん前に布ふ陣じんした。

　砲を曳ひいてきて、外壁に狙ねらいをつける。

　勢いのままに雪な崩だれ込むつもりであったが、しかしその勢いを削そぐかのように、ランス騎馬部隊の襲撃がここに来て活発化した。

　二百、三百ていどの小隊ごとに何度となく押し寄せてくる。

　正午には南から来たかと思えば、その半時間後には東から、さらにはその一時間後に、川が道を遮さえぎっているはずの西からも来る。大きく道を迂う回かいしているのだろうと理解はできるが、小隊の連携がまるで、間近にあって互いの呼吸を読んでいるかのように見事なため、それぞれが魔ま法ほうで忽こつ然ぜんとあらわれたかのような錯さつ覚かくを受けるのだ。

　一つ一つの規模は大したことがなくとも、レオの軍とてたとえば城を包囲できるほどの数が揃そろっているわけではないので、これをその都つ度ど追いかえす必要に駆られる。

　いったんは城下に逃げ込んだダーレンの兵たちも、レオが手間取っていると見れば、またも盛りかえして、外壁の上から銃で撃うったり、別の門から歩兵を出して牽けん制せいしたりもする。

　レオの側は、土ど台だい、敵城を落とすには数が不足している。それでもレオは、速さと装備で敵を削けずっていきながら、攻城兵器として弾を温存している大砲の威力をもって最終的には達成できる、と踏ふんでいたのだが、その『速さ』で上まわるランス隊の介入が、レオの楽観を打ち砕いていた。

　朝早くにはじまった戦いは、昼を過ぎ、夕刻を迎えても終わりを見せなかった。

　城下の人々はさぞこの戦闘に怯おびえて、戸に閂かんぬきをかけ、蔵くらや地下にこもるなどして、震ふるえながら肩を寄せあっていたろう。川に船を浮かべて、北へ脱出する民衆の姿もあった。

　時が移ったことで、レオの目もく論ろみはとうに外れている。それでもなおレオ・アッティールは采さいを振るのをやめようとはしなかったが、

「殿下！」

　赤黒い空の下、パーシーがレオの傍かたわらに膝ひざをついた。兜かぶとの下の顔が汗でまみれている。鎧よろいの胸甲には黒っぽい返り血がしぶいていた。

「各隊に出ている被害も無視できぬ数になっています」

「──」

「申しわけありません──、われら、殿下が期待してくださったほどの力を発はつ揮きできず。ここは一時後退を」

　レオ・アッティールは馬上で兜を脱いだ。それをまたも地面に叩たたきつけるような素そ振ぶりを見せたが、すぐに思いなおして、改めてすっぽりとかぶった。

　川の辺りから鳥の騒ぐ声が聞こえる。砲弾で飛び散った血肉に群がっているのだろうか。

「撤てつ退たい」

　レオは叫んだ。

「撤退だ！」

　レオは率先して馬を走らせながら、ふと空を見あげた。血の色をした空に、黒々とした雲が二重、三重に波打っているように見える。

　彼は歯は嚙がみした。

　いくつかの勝利はあった。

　が、結果として、外壁の上で勝かち鬨どきをあげ、なおかつ野や卑ひな罵ののしりを飛ばす兵たちに背中を見送られている現状がある。

　敗戦であった。










　四章　大地の子







　　　　　　　１




　グィンバーに帰還したレオは、ただちに物もの見みの兵を放った。

　ダーレンの追つい撃げきを警戒したばかりではなく、オルト・ローズ周辺の地形を調査させる狙ねらいがあった。

　今回の敗戦は、情報が不足していたことに原因がある。

　たとえば地形の情報一つあるだけで、ランス隊の行動も予期しやすくなっていたはずだ。

　あとは兵士の数だ。

　レオは城主サヴァン・ルーに会い、

「ダーレンがグィンバー攻略を目もく論ろんでいる」

　という事実を伝えた上で、多数の兵を雇うよう命じた。

　グィンバー防衛のためなのはもちろん、その一部を自身の攻撃隊に加えるためである。

　つまり、レオはまだあきらめてはいなかった。

　手勢と情報さえ揃そろったのなら、おそらくは敗戦の翌日にでも馬を飛ばし、再度オルト・ローズ外壁のぐるりで硝しよう煙えんを嗅かぎながら剣を振りあげていただろう。

　レオには焦りがある。

（大事なのは、『速さ』だ）

　オルト・ローズ攻略の際にも同じことを考えたが、それは戦場を限定した戦術的なものだけでなく、ダーレン討とう伐ばつののちを見据えた戦略的にも同じことがいえた。

（レオ公子暗殺を目もく論ろんだダーレンは、公子自らの手によって速やかに討うたれた）

　その事実をレオは欲した。

　それがあるからこそ、アトールをゆくゆくは一つにまとめるための計画を先に進められる。

　ここで、ダーレン一人に手間取っているわけにはいかなかった。

「飛ひ空くう艇ていも必要だ」レオは、パーシーたちにそういっていた。「戦場の様子を探るのにあれほど適したものはない。伝令にも役立つ。なんとか五、六機──、いや、三機だけでも揃えられないものだろうか」

　が。

　二度目のための準備が半分もととのわないうちに、首都ティワナから公王の遣つかいがあらわれた。

　公王が、レオとダーレンの両者に事情を説明するよう、求めている。

「殿下、ただちにティワナへ」

　使者はいったが、レオは、

「こちらは命を狙ねらわれた身だ。ダーレンと同じ場所になどいられない」

　としてティワナ行きを拒こばんだ。

　間もおかず二度目の使者がやってきたが、これもレオは突っぱねた。

　いずれフロリーと結婚する公子には『アリオンとの橋渡し』としての役目もある。公王にもそれはわかっていようから、レオが強硬な態度を貫けば折れてくれる、と踏ふんだ。

　が、レオが予想していた以上に、前回のコンスコンを巡るレオの行動は、父親に危き惧ぐを抱いだかせていたらしい。

　さらに三度目の使者がやってきて、彼が伝えたところによると、公王は、

「三度目を拒めば、第二公子レオに召しよう喚かん状じようを出し、なお従わねば追つい捕ぶの触れを出す」

　とまでいったという。

　レオは使者の前では冷静な面おも持もちでいたが、内心では愕がく然ぜんとなっていた。たとえば書状にて、誰もいない場でこの知らせを受けていたなら、動揺のあまり身を震ふるわせていたかもしれない。

　まず、『召喚状』は公王の御前での申し開きを命ずるものである。これが公文書として出されること自体、

「おまえはただ家臣の一人であって、公王家の人間ではない」

　といわれているも同義。

　また、『追つい捕ぶの触れ』とはいわずもがな、

「逃亡者を捕らえよ」

　と周辺に命令を下すという意味だ。

（父はどうかされたのではないか）

　レオは自分のことを棚にあげてまでそう思ってしまった。

　使者が部屋を辞したあと、彼は壁を思いきり蹴けりつけた。

（だから、なおのこと『速さ』が必要だったんだ）

　オルト・ローズを落とし、ダーレンを『罪人』として引き立てることさえできていれば、このような状況にはなり得なかった。しかしそれを悔くいても遅い。

「いかがなさいます」

　パーシーの問いかけに、レオはいまにも笑いそうな顔で答えた。

「いくしかない。アトールを一つにまとめようと考えているぼく自身が、国を割るわけにはいかないだろう」

　目には自じ嘲ちようと怒りの色がある。が、

「聖なるものすべてに誓ちかって、ぼくの側に落ち度などない。それを父上に直接説明させていただこう」

　自じ暴ぼう自じ棄きになった風ではない。それを見て取ったためか、パーシーは慎重そうにうなずいた。

「承知しました。では、われらも──」

「いや。護衛にクオンだけつける。パーシーたちには、ほかでやってほしいことがある」

　短い会話を終えたのち、レオは旅支度をととのえた。




　十数日後。

　レオは暮れなずむ牧草地を北に見ながら、田園のあいだを縫ぬうようにして首都ティワナに到着した。

　旅の垢あかを取る間もあらばこそ、ダーレンともども公王の御前へと呼びつけられた。

　もう宵よいの入りである。

（父上はさぞお怒りなのだろう）

　レオは思った。

　アリオン王と独断で面会したのちも、部屋に呼びつけられて叱しかられた記憶がある。

　顔をあわせるなり、怒声の一つも飛んでくるかと覚悟していたのだが、玉座にある公王の表情は硬く、息子とダーレンに向けた眼差しは等しく冷たかった。

　謁えつ見けんの間には、近衛このえ兵へいが数名いるばかりで、ほかの家臣たちは同席していない。ことがことであるだけに、内々で済ませたかったのだろう。

「こたびの騒そう乱らん、いかなる理由あってのものか、双方の言いぶんを聞こう」

　公王が問うと、まず公子レオが、

「ダーレンがわたしに刃を向けたためであります」

　と説明した。

　別荘地で襲しゆう撃げきを受けたことを語り、これをかろうじて退しりぞけて、数名の兵を捕らえて聞き出したところ、首しゆ謀ぼう者しやがダーレンであることを自白した、とつづける。

「あり得ぬことです」

　ダーレン・アクティカが声高く遮さえぎった。

「なにがあり得ない」レオは横目でダーレンをねめつけた。「こちらは数名の人質を捕らえている。ここに引き出すこともできるのだぞ」

「わたしを首謀者などと騙かたるような兵がいたとしても、わたしを不当に貶おとしめようとする何者かの罠わなでございましょう。過日、似たようなことがあった。グィンバーの採石場を荒らしていた賊ぞく兵へいの長おさが、わたしの息子に似ていたとかで、サヴァンどのの居城に呼ばれたのです。あのときの誤解はとっくに解けたはずでありますな、公子殿下？」

　ダーレンはあえて危険な橋を渡った。過去のいさかいを持ち出すことで、「レオがかねてより自分にあらぬ疑いをかけていた」という点をアピールするためである。

　レオは以前ダーレンの息子トーゴを捕らえていたのだが、わざと『他人』として扱い、その上でグィンバー城にて囲うことで、ダーレンの動きを封じようとした。でき得るならダーレン一派を味方に引き込みたかったためでもあったのだが、そのときの対応が仇あだとなった。
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　口ごもったレオの代わりにダーレンは言葉を重ねる。

「陛下、なにやらアクティカ家と公王家のあいだに亀裂を呼び込もうとする不ふ埒らちな勢力が存在する模様。公子レオ殿下は、寺院をお救いになった英雄的活躍からも知れるとおりまっすぐなお方であられる。しかしそれだけに感情の激しやすい面もあり、殿下は、畏おそれながらその不埒な勢力の流りゆう言げんにたぶらかされたのではございますまいか」

（よくもいう）

　レオはいっそのこと、ダーレンの横っ面を殴り飛ばしたい思いがした。

　横にいるのは、まずまちがいなく自分の命を狙ねらった男だ。しかし彼はそのようなことはおくびにも出さず、至極冷静な態度で公王に身の潔けつ白ぱくを訴えている。

　人の皮をかぶった悪あく魔まがしゃべっているのか。

（それとも、神の写し身ならぬ人の本質はむしろ悪魔に迎げい合ごうするのか）

　思わず、過か剰じようなほどの怒りがこみあげてもくる。

　ダーレンの大おお芝しば居いをレオは崩すことができなかった。

　それならそれで、裁定を下す立場にある公王の心を揺り動かす態度や言葉が必要となるのだが、今回の評議はそもそもダーレンが願い出たものであり、公子レオをいよいよ危険視した公王が決断して開いたものである。レオには最初から分が悪い。

　レオが思っていたことの半分もいえぬうち、

「よい、双方の言いぶんはよくわかった」

　公王が手をあげて両者の口を封じた。

　裁定は、およそレオが予想していたとおりのものだった。

「いまは情報が不足している。わたしが手の者を使って調査するゆえ、それまでは双方、争いを起こしてはならぬ。事情がどうあれ、先に動いた者を必ずや罰ばつするので、そのつもりでおれ」

　ダーレンはもとより、レオも承服するしかなかった。




　レオがティワナに逗とう留りゆうしていたのは三日にもならなかった。

　その短いあいだ、フロリーが来訪の許可を求めてきたが、レオは「体調が優れぬため」として断った。

（フロリー嬢じようには必ず埋めあわせをするよう）

　とパーシーに再三念押しされていたのを覚えていないでもなかったが、たとえフロリーと会ったとしても、いまの自分が他人とまともな会話ができるとも思えなかった。

　中央集権強化のため、諸しよ侯こうを力ずくでも切りなびかせる──という作戦は、初動からつまずいた形だ。

　レオは、自分の無能さに腹を立てた。

　あらゆる点がうかつであったことは否いなめない。

　が、同時に、レオは、

（父上はなにもおわかりではない）

　ここにてはじめて、実の父である公王マグリッドにも苛いら立だちを抱いだいていた。

（公王家による権力を強化せねば──少なくとも、諸しよ侯こうが公王家と足並みを揃そろえられぬいまのままでは──アリオンやディティアーヌとは渡りあえない。そう、ぼくがやっていることは、すべてがアトールのためだというのに、なぜおわかりになってくださらないのか）

　ダーレンとともに臨んだ申し開きの場においても、父の態度はおかしかった。感情的にもならず、そこには統治者として下々の者を睥へい睨げいするのと同じ冷たさがあった。

　あのときの眼差しを思い出すと、さしものレオとて心が冷えるのを感じずにはいられない。

　何度か、レオは父と二人きりでの会話を望んだ。

　しかし撥はねつけられた。

　ちょうど同じ時期にティワナにいたスターク・バーズリーがレオを訪ねてきた。

　スタークはスタークで、レオの行動に驚きを禁じ得なかったようだが、表向き、

「いまは大人しくされていることです。王が、領内で起こった争いに寛かん容ようでいられるはずがない。その当事者の一方が血縁者ならなおのこと。陛下が公子殿下に厳しく当たっておられるように見えるのは、公王家を守らんと思えばこそです。時を置けば、いずれ陛下も公子のお話に耳を傾けてくれましょう」

　そうやって年長者らしいことを述べてくれたものの、いまのレオの耳には入らない。

　結局、レオは腹立ちと苛立ち、そしてわずかな不安を抱えたまま、ティワナに到着した三日後には、グィンバーへ舞い戻ってしまった。

　これも、公王を中心とするアトール上層部の心証を悪くした。

（殿下は、陛下のお心もわからず、自分に忠実なサヴァンのみを頼みとしておられるようだ）

（いずれは、また難なん癖くせをつけて、われらの領地にも押し入ってきかねないぞ）

　一方で勢いづいたのはダーレンのほうである。

　一連の騒そう動どうで長男を失い、次男も大おお怪け我がを負わされたが、こここそ責めどころと見て、ダーレンはあれこれと吹聴してまわった。

「公子どのは、わたしが親衛隊の設立に協力しなかったことをさぞ恨うらみに思われたのであろう」

　だの、

「別荘地を何者かに襲おそわれたというのも怪あやしい。手持ちの賊ぞく兵へいなどを用いて、自作自演の狂言を試みたのではあるまいか」

「わたしは公王家の忠実な臣下であるからこそ、今回は、公子どのを追いかえすに留めた。しかしいくさばのこと、わたしがいくら寛容であっても、いつ流れ弾が殿下に命中せぬとも限らぬ。これに懲こりてくださればよいのだが」

　だのと言い募つのった。

　対するレオとて、グィンバーに引き込んだままなにも動かなかったわけではない。

　親衛隊はいったんグィンバーに駐ちゆう留りゆうさせていたが、今回のことで、公王から「裁定を下すまでの一時的にでもレオから兵を取りあげる」などと理由をつけられ、解散を命じられないとも限らなかった。レオはそうなる前に、親衛隊を公王の手の届かない場所──懇こん意いにしているコンスコン寺院──へ移動させることにした。

　公子がティワナへ赴おもむいているあいだ、すでにパーシーに命じて兵を動かしている。

　一応のこと表向きの理由が必要だったので、「大規模な合同演習をおこなうため」としている。カミュの協力を得て、寺院司教から公王にこの旨むねを告げる手紙を書いてもらった。駐留にかかる費用はサヴァンに出してもらうことになっている。

　レオがグィンバーを出しゆつ立たつする際、「パーシーたちにやってほしいこと」といっていたのはこのことだった。

　これでひとまずは隊を奪われるのを避さけたが、一時的なものでしかない上に、自由になる兵力を手もとから遠ざけられたのには変わりない。

　すぐには動けなくなった、ということだ。

　このころ、ダーレン側が率先して流していた噂うわさの矛ほこ先さきが、徐々にレオからサヴァン・ルーのほうへと向かいはじめた。

「サヴァンはあのヘイデンを迎えた晩ばん餐さん会かいのころから、採石場を狙ねらっているなどといってわたしを名指しで非難していた」

「まったく根も葉もない話である。いま思えば、レオ公子がサヴァンと接近したのもそのころから。おそらく、人の好よい公子をサヴァンがたぶらかしたのではないか」

「ならば、わがダラムの地に公子が攻め寄せてきたのも、後ろでサヴァンが糸を引いていたということではないか」

　ダーレンは、ティワナやその他の城下町においても、人を使ってこの手の話を流る布ふさせた。これは、公子への非難や牽けん制せいばかりを目的としたものではなく、グィンバー侵攻のための下地をもう一度築きあげようとしているためではないか、とレオは考えた。近いうち、必ずやなにがしか理由をあげつらって攻めのぼってくるであろう。

　ダーレンはある種、諸しよ侯こうの象徴のような存在である。先代公王を追い落とした中心的人物であり、ともすれば公王家と肩を並べるほどの権勢を誇る。彼がもしグィンバーを陥かん落らくさせれば、その勢いはいよいよ増して、

「中央集権の強化」

　などといったレオの理想は、砂場で子供がつくった山を大人に蹴け散ちらされるも同然の扱いで、この世からきれいさっぱり消え失せるだろう。

　スタークは「時を置け」といっていたが、このまま手をこまねいていては、事態が悪しき方向に転がるばかり、ということだ。

（どうする）

　日を増すごとに、レオは焦りを募つのらせた。

　パーシーとカミュは現在寺院にいて、相談相手が身近にいない。クオン一人が護衛のために傍かたわらについていた。また、カミュが、

「寺院との連絡用に」

　と一応はセーラを差し向けてくれたが、二人ともこうした政治の込み入った話をする相手としては不向きである。

　ダーレンともども公王の前で陳述してから、約二か月。

　その間、サヴァンは傭よう兵へいを大幅に募り、また、領内の小城、諸砦にも号令を発した。

　グィンバー城に、主おもだった城主、砦太守らが集まった。搔かき集めた兵数は二千に届くほどだった。この辺りは、さすがに国境守備を担になっているだけあって、ほかの地方よりも兵を集めやすい土地柄である。が、装備のほうは古めかしく、飛ひ空くう艇ていもない上に、銃や大砲も少ない。

　さらに、この数をグィンバー城に常駐させておけるかというと、そうではなかった。

　ダーレンが次第次第に牙きばを剝むきはじめていたのだ。

　この辺りでは常じよう套とう手段ともいえる、賊兵を用いての前ぜん哨しよう戦せんを仕掛けてきた。

　グィンバー地方のあらゆる村々に、突とつ如じよとして山さん賊ぞく、盗賊、食い詰めた傭兵団などをよそおってあらわれるなり、集落に火をかける。歯向かった男を殺して、女をさらい、農作物や家畜を奪い去っていくのである。

　一度はグィンバー城に集まった太守や城主たちも、あわてて古巣に戻ってこれの対応にあたらねばならなくなった。

　グィンバー城の防備は削けずり取られていく一方である。

　レオの焦りは、怒りと苛いら立だちに転化させられていた。

　あるとき。

　ただじっとしているのにも耐えられなかったレオは、集まった傭兵たちの様子をひと目見ようと、民衆の扮ふん装そうをして城下に赴おもむいた。傭兵はそれなりの数がいたが、寺院のときと同様、手広く兵を募れば、そのぶん敵側の間かん者じやもまぎれ込みやすくなる。

（このうち、どれだけが使えるものか）

　兵のなかには、昨日まで教会堂の建築に汗を流していた人にん夫ぷたちもいた。石を運んだり切ったりするより、槍やり働ばたらきをするほうがずっと割りがいいと判断したものか、あるいは町を襲おそわれれば教会堂も打ち壊こわされかねないため、仕事を守るために意を決して立ちあがったものか。

　教会堂といえば、いずれレオがフロリーと挙式をおこなう予定の地でもある。

（グィンバーに火をかけられれば、ぼくとて拠よりどころを失う身だ。アリオンや寺院との関係も危あやうくなる）

　その帰り道。

　夜の往おう来らいをいくレオの前に、突とつ如じよ、二人組の男がもつれあうようにして転がり出てきた。

　傭よう兵へいとしてやってきた荒くれ者が、宿を兼ねた酒場で喧けん嘩か騒さわぎをしていたのである。

　一いつ瞬しゆんぎょっとしたレオは、それがあたかも自分の命を狙ねらってダーレンが放った刺し客かくのように思えた。背中から剣の一撃を浴びて絶命していたというダーレンの長男トーゴの話が脳裏に浮かんだのだ。

　護衛のクオンが傍かたわらにいたが、民衆の振りをしていたためにどちらも剣を手にしていない。クオンが公子の前へとすばやくまわり込んだ。

「あいつに味方する気か！」

　喧嘩していた男の一人が誤解をして、クオンを突き飛ばそうとした。

　その手をかわして、クオンが蹴けり足を腹に見舞った。男が後ろに倒れ込む。

　が、当たりが浅かったと見えてすぐに立ちあがった。腰に差していた剣を抜きざまに斬きりかかってくる。あくまで脅おどしのためであったが、クオンはむしろ相手の懐ふところへと詰めた。狼ろう狽ばいした男の隙すきをついて、拳こぶしを喉のどに叩たたきつけると、その手から剣を奪い取った。

「斬れ」

　レオが命じると、

「ひいっ」

　男は泣き声をあげてへたり込んだ。

　クオンが一歩詰め寄った瞬間、

「待て」

　思いなおして、レオが叫んだ。しかし時遅く、剣がひゅっと風切る音を奏かなでている。

　レオが息を吞のむその前で、鋼の色が静止した。切っ先が男の目と鼻の先で揺れている。男は白目を剝むいて失神した。

　ざわざわと往来の人たち、あるいは店から外に出てきた者たちが騒ぎはじめている。

　レオはクオンともども、帰り道を急いだ。

「クオン」

　しばらく経たってから、公子は前後左右に目を光らせている護衛の名を呼んだ。

「なにか」

　公子は少年の姿をじっと見つめた。レオとて剣を握ったことはある。勢いづいた剣を止めるには、相当の膂りよ力りよくと足腰の力が必要なはずだ。が、クオンはふらつくこともなく剣を止めた。

「最初から斬るつもりじゃなかったな」

「なんとなく」

「うん？」

「なんとなく、公子さまはそうしたがらないのでは、と思って」

「ぼくがそうしたがらない？　アトール公子レオはそんな甘っちょろい男じゃない。ぼくが、ダーレンの兵を斬きり刻んでいるところはおまえも見たはずだ」

「──」

「斬れ、とぼくはいった。それならそれに従うのが兵だ」

「だけど」

「もういい」

　レオはさらに足早になった。神経が昂たかぶっているのが自分でもわかる。

　家臣に、命令を無視させてまで気を遣つかわせているのでは、世話もない。

　苛いら立だちの理由に自分自身への怒りをも含めたレオだったが、数歩いったところでふと足を止めた。

　城にかかる跳ね橋の前に、セーラの姿がある。相変わらずの修道衣姿だ。

　レオが手を振ると、セーラはほっとした様子で近づいてきた。クオンは鼻の頭に皺しわを寄せた。

「おまえが、なんでここにいる？」

「二人して城から消えているんだもの。なにかあったのかと心配して飛び出してきたんじゃないのさ」

　言動の端はし々ばしから、セーラはおそらく質の高い教育を受けていた身だと窺うかがい知れるのだが、クオン相手だと妙に蓮はすっ葉ぱな口調になることがある。

「公子にはおれがついている」

「だから余計に心配だ、ってえの」

　舌を出す真似までする。クオンは腹を立てた。

「おれの腕前は確かだ」

「腕はね。だけど単純極まりないでしょ。わたしが刺し客かくだったら、あんたを公子から引ひき剝はがす方法なんて百とおりも思いつくわ。いったん襲おそいかかってから逃げる振りをして誘い出す、『手て柄がらにするのにもってこいの敵将がこっちにいるぞ』と叫ぶ、おいしそうなお肉か肌も露あらわな美女で手なずける、ああもうそれだって面倒くさいくらい。ただもう単純に、『クオンの馬鹿、あほ、間抜け』って笑えば、あんたは公子を置き去りにしてでもそいつを追いかけるに決まってるんだから」

　レオは目を丸くしていた。

　セーラの態度も口調も、まるで、

（さあ、坊や。どこからでもかかってきなさい）

　といわんばかりなのだが、本人にはこれで相手を挑発する意図がないというのだから驚きだ。なぜそれがわかるかというと、セーラは、『クオンをわざわざ怒らせておいて、クオンが怒ると怒る』からだ。

　いまも、クオンが、

「なんだと、この小娘」

　と怒鳴ると、

「また小娘っていったな、クオンのほうが年下のくせに。この山猿、野良犬」

　歯を剝むいて応戦する。

　レオが咳せき払ばらいをすると、セーラは「おっと」というように口を手で押さえた。

　しばらく間をおいたあと、レオは横手の路地にある料亭を指して、

「寄っていこう」

　と二人に声をかけた。




　一、二階は吹き抜けになっていて、見かけはその辺の料理屋と変わらなかったが、三階には上客専用の個室が並んでおり、レオたちはその一室に入った。

　三人で座るにはやや大きめのテーブルにつく。

　レオは生しよう姜がの効きいたエール酒を口にした。決して上等な酒ではないが、いまは刺激が欲しい。

「なにかおありになったの？」

　セーラが小声でクオンに聞いている。レオが酒を飲むのもそうなら、こうして外食をするのも、またクオンたちを食事の席に招くのも珍しいことだ。

「なんでもない。おまえは知らなくていいことなんだ」

　などとクオンがいうものだから、言外に、

（なにかあった）

　と認めているようなものだ。セーラは眉まゆを逆立てた。

「なによそれ。わたしが寺院にいるあいだ、自分だけが公子さまとお近づきになったとでも思っているの？　ずいぶんお偉い身分になったこと」

　声をひそめているつもりなのだろうが、なにぶん周りが静かなのでレオにも丸聞こえだ。

　クオンがうるさそうにしていると、「あれっ？」とここでセーラがひときわ声を大きくさせたので、クオンのみならず、レオまでもぎょっとさせられた。

「今度はなんだ」

「あんた、ちょっと背が伸びたんじゃないの。絶対そうよ。生意気にもわたしを抜かそうっていうの。ほら、一回立ってみて」

「うるさいな。触るな、やめろ」

　レオは、さっきに引きつづいて、相も変わらぬ二人のやり取りに微笑ほほえんだ。

　思えば、この二人、出会ったときからしてこうだった。アリオン軍にいつ発見されるやも知れぬ真夜中の山中にて、クオンとセーラの二人は、まるで小鳥同士がひっきりなしにつつきあうみたいに口論を重ねては、パーシーにたしなめられていた。

　また、コンスコン寺院での戦いが一段落したのち、レオは婚約者フロリーとの食事の席に、パーシー、カミュを含めてこの二人を招いたことがある。フロリーが、

「ぜひあのときの礼をしたい」

　とかねがねいっていたからだ。

　フロリーが四人と顔をあわせるのは、アリオン領で出会って以来だ。歓談が弾んだ。セーラもフロリーとレオの手前、ひとまずはしおらしくしていた。フロリーが、

「皆さまにお詫わびしなければならないことがあります。あのときは、そのう、気が動転していて、礼をいうどころか……」

　なにやらいいにくそうにもじもじしていたところ、目につく食べものを片っ端から口に詰つめ込んでいたクオンが、

「ああ、お嬢じようさまに剣を向けられたときはぎょっとした。アリオン兵の誰より強そうだった」

　などと珍しく冗談を口にしたものだから、フロリーが消え入りそうなほど身を細くしてしまった。これに怒ったセーラがクオンに詰め寄った。

「その口、いますぐ縫ぬいつけてやろうか。口が悪い上にマナーもなってないんだから」

　と怒鳴ったのだが、そのセーラとて、口にものを含んだままだ。

「あの二人、顔をあわせればいつもああなんだ。よっぽど相性が悪いんだろう」

　レオがいうと、フロリーはなぜか心持ち微笑ほほえんで、

「さあ。どうでしょうか」

　と小首を傾かしげていた。

　それでレオもなにがしか気づくところはあった。

　つまるところ、女性とは謎だらけということだ。

　レオはもう一度エール酒に口をつけた。こうして、フロリーのことを思い出すのも久しぶりの気がする。

　セーラはむきになって、クオンを立たせるために椅子を後ろから引きずるような真似までしていたが、レオと目があうと、さすがに顔を赤くして席に戻った。

「申しわけありません、殿下。騒さわがしくしてしまって」

「いいさ。それより──こちらのほうこそ申しわけなかった」

　レオはクオンのほうを眺めながらいった。当然、「え？」となる少年に、

「手て柄がらを立てさせてやるといいながら、褒ほう賞しようもまともに出せない状態だ」

「いえ、それは、もう」

「ぼくがもう少し上手くやれていたらな。いまごろ、親衛隊は倍以上の規模になっていて、クオンにも五個小隊からなる中隊長の座くらいはあげられていたかもしれない。いや、クオンほどあらゆる武器や兵へい法ほうに精通している人間なら、よそから募つのった傭よう兵へい隊たいの頭を張ってもらったほうがいいかな」

「それもよろしいでしょうね。でも、それはのちのち、クオンの背せ丈たけもいまの倍以上になったときの話でしょう」セーラが軽口を叩たたいた。「いまのクオンの体格じゃ、傭よう兵へいたちに舐なめられちゃいますもの」

　クオンは横目で彼女をじろっとにらんだが、抗弁しようとはしない。公子を気にして、ということもあるが、そもそも自分の話題が苦手なのだろう。

「もういいのです、おれは。今日食えれば、それだけで」

　そんなことを早口でいって話題を打ち切ろうとしたが、セーラは逃がさなかった。

「おかしな奴やつ。手て柄がら、手柄とあれだけ欲しがって、毎日苛いら立だっていたみたいなのに。兄さんもずっといってたでしょう、『おまえはまだ若いのだ。焦らず、腕を磨みがいておけばいい。誰よりも明日を早く迎えようとする者は、その明日さえ迎えられずに命を落としかねんのだ』って」

　セーラは眉まゆを指で吊つりあげて、声を野太くして、兄の物真似をする。さすがに兄妹、これが案外よく似ていて、レオはまた笑いたくなったが、今回は堪こらえた。セーラはなおつづけて、

「兄さんをはじめ、誰の言葉も耳に入らなかったみたいなのに、もうあきらめちゃったの？　大体、あんなに手柄を急いでいたのはどうして？　お金のため、出世のため？　結婚の約束をしたどこかの令れい嬢じようと釣りあうため？」

　クオンはいい加減うんざりした様子でレオのほうを見た。いつもなら、パーシーなりカミュなりが止めるところだろうが、今回ばかりはレオもまたクオンを逃がそうとはしなかった。

「ぼくも興味ある」

「こ、公子」

「きみはどう思っているか知らないが、味方の少ないぼくにとって、きみは頼りになる臣下であり、同時にかけがえのない仲間であり、友人であるとも思っている。そのきみが、『どうせこの公子の近くにいても手柄などあげられない』と考えてぼくのもとを去ったり、あるいはなにかに焦るあまり、『明日をも迎えられずに』死んでもらっては困るんだ。事情や理由があるなら、ぜひ教えてほしい。さすがに、今日明日にも新たないくさを用意してやる、とはいえないが、別の方面で協力できるかもしれない」

「──」

　クオンは一いつ瞬しゆん目を丸くして、まじまじとレオ公子の顔を眺めた。同じぶんの、もしくはそれ以上の熱意をもってレオが見つめかえしてくるのにクオンのほうが耐えきれず、すぐに視線を逸そらしてしまったが、やがて、

「なにも、たいした事情があるわけじゃない──のです」クオンが重たげに口を開いた。「ただ、おれにまつわる予言があったもので、それをもし実現できれば、みんなも驚くだろう、という、ただそれだけのことです」

「予言とは、いったい誰の？」

「ミスト婆ばあさん。山神テイ・ターラの巫み女こです」

　セーラがなにか口を挟はさもうとしたが、レオが、クオンの頭越しにそれを制するような視線を与えた。

（ここは任せてほしい）

　の合図だ。

　レオはわざとのんびりした口調で、

「巫み女こか。山岳地や、辺境の信教において、巫女というのは、ただ女性の神官というだけではなく、神の声を耳にすることができて、神意を俗世に伝える役割を担になう者のことをいう、と聞いたことがある」

　書物で得た知識を口にすると、クオンは控えめに認めた。

「そのようなもの、です」

「では、きみにまつわる予言とは？」

　レオは一つ一つ質問をしては、クオンもぽつぽつと答えを返していく。

　そのうちに、セーラも気づいた。

　レオは、この話を取っ掛かりにして、クオンに故郷のことを話させようとしている。以前にも、やや断片的にしゃべったことはあったが、それ以来、クオンは自分のことを打ち明けようとはしていない。

　だから、レオは何気ない会話のようによそおって、クオンに警戒されすぎないよう、あえて淡々と、そしてゆったりとしたペースで質問を繰りかえしている。

　クオンもこのペースに乗せられた。岸を離れて小船を漕こいでいると、ゆるゆるとした波に心地よさを覚えているうち、そんな気もなかったのにいつしか沖合いに出てしまっていた、というように、クオンも常になく言葉を紡つむぎつづけた。

　クオンは決して話し上手な性た質ちではなく、相手のまだ知らない固有名詞や山に関する知識を平気で出しては、聞き手を混乱させることもあったが、レオは決して焦らなかった。欲しい情報があっても、決して一足飛びに答えを得ようとはせず、必ず手順と段階を踏ふんだ。

　気の長くないセーラには、身を揉もむほどにじれったい時間だったが、そんな彼女にも、次第次第に話の全容がつかめてきた。




　　　　　　　２




　クオンは、ケスマイ平原を越えた南、公国でいうところの『牙きば連れん峰ぽう』の麓ふもとで生まれ育った。

　麓の集落は、険しい峰みね々みねによって外部の勢力から切り離されており、自然と、独自の信仰や風習を持つにいたっていた。

　同じ理由によって、隣りん接せつした他国から軍勢を差し向けられることこそなかったが、しかしもっと向こう見ずな勢力からはたびたび侵攻を受けた。

　国を追われた犯罪者や、山さん賊ぞくたち、さらには没落した貴族や武将たちが、この隔かく絶ぜつされた土地に新たな根城を求めて押し入ってくるのである。

　集落の若者たちは、その都つ度ど、武器を手に取って抗った。

　陸路は隔絶されているといっても、湾わん内ないに築いた港においては、細々とだが外との交こう易えきもしており、剣や銃をはじめとした武器も多数所持していた。

　山を住処すみかとした民は、大半が生涯をここで終える。地の利はいうまでもなく彼らにあり、また何者にも支配されたことのない彼らの自治意識はほかのどの土地の人間よりも強い。家族や、山での暮らし、そして山神テイ・ターラの聖域を汚そうとする者たちに対しては、恐ろしいほどに一致団結して当たった。

　クオンも、その『山の民』の一員として生を授かった。

　ただし、以前クオン本人が口にしたように、彼は山においていわゆる『純血』ではなかった。

　あるとき、傭よう兵へい稼か業ぎようをしていた『外部』の男が、部族の湾に迷い込んできた。

　この男は、傭兵として参加していたとある海上戦に敗れ、小船で何日もさまよっているうちに、たまたまこの湾に流れ着いてきたらしい。

　許可なく領域に入ってきた者には必ず死の制裁を加える部族であったが、男があまりに憔しよう悴すいしていたのと、部族の長おさが、南海で起こったそのいくさの情報を欲したため──部族にも累るいが及ばぬものかと危き惧ぐした──、しばらくのあいだ村にて養生させた。

　数か月後、男はやがて回復すると、未開地の野や蛮ばん人じんに殺されるのを恐れてか、闇やみ夜よにまぎれるようにして山を出ていった。

　が、そのときには部族の女一人が、彼の子を妊娠していた。

　それがクオンであった。




　長きにわたって外から血を入れることなく、彼らのみで世界を築いてきた人種である。

　当然、母子ともに部族内での風当たりは強かった。

　村の祭事にはいっさい参加できず、他の家に招かれることすらない。クオンが一人で遊び歩けば、必ず同じ年ごろの子供たちに見つかって、

「見ろ、クオンだぞ」

「あいつの血は半分しか人間じゃないらしい。悪い精せい霊れいが母親に産ませた子なんだ」

　などと囃はやしたてられた。

　彼ら部族は、人間の額ひたいに魂たましいの出入り口があると信じていた。そして山ではよい精霊と悪い精霊とが常にせめぎあっており、悪いほうの精霊が額から入ってくると、魂ごと身体を操あやつられて、部族に仇あだなす『裏切り者』になると恐れられていた。そのため、部族の人間は、額に魔ま除よけの印を施ほどこしていた。卵型をした赤い珠たまを中央に、細かい模様が周囲にちりばめられた刺青いれずみであり、神官職である呪じゆ術じゆつ師したちの手によって一人一人に施される。

　ただし、幼いときにその刺青いれずみをしてしまうと、

「よい精せい霊れいの影響も妨さまたげられてしまい、幼い子供は発育を阻そ害がいされる」

　ともいわれており、この刺青は成人して以降、家族を持った者のみに許された。

　また、よい精霊と悪しき精霊のバランスは時期や時間帯によって大きく異なる。年に一度、山神テイ・ターラの加護が弱まって、山中に悪しき精霊があふれかえる時期があるとされており、この時期ばかりは子供たちにも魔ま除よけを施ほどこすことが許された。早朝、膝ひざに乗せた子供の額ひたいに、父親が赤い染料で魔除けを模した印を描くのである。

　クオンはしかし、その時期になっても額の魔除けがなかった。魔除けを描くことは女性には禁じられている。父親がおらず、母親の親縁からも距離を置かれているクオンの環境では、魔除けを施してくれる人物が身近にいなかったのだ。

　だから、子供たちは余計に囃はやしたてる。

「あいつに触られると悪い精霊が移るぞ！」

　などといってクオンに石を投げつけてきた。

　クオンも幼いころから血の気が多かった。石を投げかえした。はしゃぎ声をあげて逃げまわる彼らを捕まえて、わざと相手が嫌がるように額をぶつけた。もちろん、数の面では圧倒的に不利だった。なにせ味方は一人もいないのだ。すぐに取り囲まれて、殴る、蹴けると好き放題にされた。クオンも傷ついたが、逆に相手の子供を一人でも傷つけると、その親が黙ってはいなかった。

　クオンの母親のもとへ出向いて、声高に抗議した。

「あの恐ろしいけだものを外に出すな」

「家の柱に縄なわでつないでおけ」

　という怒声を、クオンも何度となく耳にした。

　部族の禁を破った母は居場所を失っているようだった。

　病気で伏せたときも、血縁者さえ見舞いに訪れようとしなかった。熱にうなされる母を見ていられなくなったクオンは、雨のなか、一人で家を飛び出ると、集落のある麓ふもとを離れた。

　呪じゆ術じゆつ師しに助けを求めるためだった。彼らは普段、人里離れた山中にて庵いおりを結んでいる。病や薬の知識に長たけていると聞いた。が、子供の足で歩きまわれる場所などたかが知れている。一昼夜さ迷い歩いたが、結局、呪術師は見つからず、クオンは濡ぬれそぼった身体でとぼとぼと村に帰還した。そのクオンを見た母の兄が、さすがに不ふ憫びんに思ってか、翌日の深夜、こっそり薬草数種類を持ってきて、呪術師にかつて教わったという薬を処方してくれた。

　が、もともと身体の強いほうではなかった母は、クオンが八歳のときに胸を病んで死亡。

　クオンの身柄をどうするか、ということで部族はしばし揉もめた。

　母の親類は誰も引き取りたがらなかった。

　結局、ダッタ・ウェイという男が、

「家のほうに人手が欲しかった」

　という理由で、クオンを預かることになった。




　ダッタ・ウェイ。

　姓がある以上、武人である。

　ダッタには二百人の手下がいたが、彼らも皆『ウェイ』の姓を名乗る。

　ダッタの妻はこれを名乗れず、またダッタの血をわけた子供たちも、いずれ成人して正式に彼の隊に加わらない限りは『ウェイ』ではない。

　無論、クオンもそうだ。一応、寝食の場は得たものの、ほとんど下働きに近い身分であって、決して環境がよくなったわけでもなかった。

　大人たち、ことにクオンの母を『ふしだら』と蔑さげすむ女性たちから嫌われつづけた。

　また、同年代の子供たちには相変わらず虐いじめられた。こちらは特にダッタの実子であるデューからの暴力に悩まされた。歳はクオンより三つ上で、

「おまえがおれに対等の口を利きくなよ、この『忌いみ子ご』め。おれは必ず『ウェイ』になる男だけど、おまえはそうじゃない。戦場に出たら、おれや父上の盾たてになって死ぬんだ。いいな」

　と常からそういっていた。

　目があって先に挨あい拶さつをしないでいると張り倒された。クオンのぶんの食事を奪われることもあった。文句をいうと腹を蹴けられた。デューはこれを両親や『ウェイ』の仲間にばれないようにやるのが抜群に上手かった。

　クオンは『ウェイ』のいちばん下っ端としてこき使われた。家での下働きに加えて、狩りにも同行させられた。

　──このころの自分の境遇にこぼれんばかりの不満があったかというと、クオンはよく覚えていない。当然デューには腹が立っていた。デューとは歳も体格もちがっていたし、大人たちが近くにいたためもあって、以前のようにやりかえすこともできない。

　当然、鬱うつ屈くつはあったろう。だが同時に、このころのクオンにはテイ・ターラの加護を受けた山が生活することのできる世界のすべてであった。

（それ以外の、外の世界）

　について、思いを馳はせたことはある。港で交こう易えきの仕事に就ついている大人たちなどが、周辺諸国の話をするのが耳に入るたび、

（おれもいつか山を離れて別の土地にいきたい）

　いく度となくそう思った。母を亡くした直後は特に強く願った。きっとそこでは同年代の子らに石を投げつけられることもなく、わけもなく大人の女性たちに侮ぶ蔑べつの視線を与えられることもないのだろう。

　歳を経へるごとに、そうした無む邪じや気きすぎる憧あこがれと夢想は、夜中に山を駆けおりようか、はたまた、港の船を一いつ隻せき奪って、広い海原へ漕こぎ出そうか、と、いくらか現実味を帯びた計画に変容してもいった。

　が、同時にクオンは、山の掟おきてを破ることに並々ならぬ恐れをも抱いだいていた。これも彼が純血でなかったゆえであろう。自分はこの山に拒否されているのではないか、ほんの少しでも神や人々の意に沿わぬことをしただけで、存在を排除されてしまうのではないか、という恐怖は、幼心にも震ふるえが止まらないほどのものだった。

　ことに、年に一度おこなわれる成人の儀式。

　この時期がクオンをもっとも恐れさせた。儀式そのものに年少者は参加できなかったので詳しい内容を知るすべはなかったが、成人の儀式が近づいてくると必ず、

『裏切り者』

　が集落にあらわれるのである。

　神官たちが口を揃そろえていうには、ちょうどこの時期は、

「山の精せい気きが変わる。正しき精せい霊れいが姿を隠しはじめ、邪悪な精霊が満ちあふれはじめる」

　のだという。

　山神テイ・ターラの加護の力がもっとも衰おとろえる時期なのだそうだ。この時期は狩りの時間が制限されて、漁は全面的に禁止、さらに陽ひが落ちたあとに外を出歩くことさえ禁じられる。子供たちが父親の手で魔ま除よけを描かれるのもこの時期である。

　さらに、

「もとより邪心ある者がもっとも憑つかれやすい。テイ・ターラの加護を信じぬ者、長おさの決定に不満がある不ふ遜そんな者、他人を陥おとしいれようとする狡こう知ちな者、そうした悪あしき心が邪悪を引き寄せるのだ」

　ともいわれた。

　そのため、この時期になると、クオンは普段以上にからかわれるのが常だった。

「せいぜい家の奥で震えていろよ、クオン。純血じゃないおまえに、額ひたいの魔除けもないおまえにテイ・ターラさまの加護なんてないんだからな。外の空気を吸ったら、あっという間に憑かれちまうぜ」

「そうなったらおれがおまえを悪い精霊ごと退治してやるから安心しな！」

　クオンはそんな脅おどしなどちっとも怖くない、という顔をしていたが、内心ではただならぬ不安を募つのらせていた。

　なぜなら、どれほど集落の人間たちが禁止事項を忠実に守ったところで、この時期には必ず邪気に取り憑かれる者があらわれたからだ。

　年に一度、夕暮れの空にひと筋の煙けむりがあがるのを村人たちは指差して、

「見ろ、見ろ」

「呪じゆ術じゆつ師しさまたちが邪気避けのまじないをなされている」

　と騒さわぎだす。

　まじないをするということは、この日がもっともテイ・ターラの加護が失われる日ということであり、そして近いうちに部族の誰かが行方知れずとなるのである。

　例外はなかった。

　集落のなかの男が一人、必ず消える。六十を超えた老人のときもあれば、まだ成人の儀を迎えていない子供のときもある。山中を埋めつくした邪悪な精せい霊れいに呼びかけられたその男は、招かれるがまま、夜の山中にふらふら入っていくのだという。

　家族は嘆き悲しむが、どうしようもない。いったん邪悪な気に憑つかれた人間は、山にとっては「テイ・ターラ神と部族に仇あだなす裏切り者」でしかない。いかな呪じゆ術じゆつ師しといえどこれを祓はらうのは不可能だとされていた。

　クオンはその『邪気に憑かれた』当人を見たことはない。が、それゆえに得体の知れない恐怖が心中に渦巻いた。

「今年こそ行方不明になるのはおまえだ」

　そういって指差されると、どうしようもなく不安なおののきに見舞われた。

　邪悪なものに憑かれた人間はいったいどこへいってしまうのか、と考えた。神や山の加護を離れた場所になにを求めるというのだろう。この時期は眠りにつくときも、誰か自分の手足を縄なわで縛ってくれないか、とも考えた。一人でふらふら外へ出歩くことができないように。

（おれに邪心なんてない。デューもツバイの野郎も憎らしいが、殺してやろうなんて思わない。テイ・ターラの神さま、おれは純血じゃないけど、ここの民です。おれを守ってください。おれを外にさらわせないでください）

　眠りに落ちるまで、必死にそう念じながら加護の印を何度も切るのである。

　その甲か斐いあって、クオンは『裏切り者』にならずに済んだ。

　少なくとも、彼自身が成人になるまでは。




　クオンと同年代の子供に、アクアという女の子がいた。

　年齢はクオンより一つ上。幼いころから男の子に混じって、石投げや、棒切れを使っての決けつ闘とうごっこなど、荒々しい遊びを好んだ。クオンと同年代の男子たちといえば、クオンを仲間はずれにし、時にはそれこそ石投げの標的にしていたような連中だが、アクアもそれに加担していた。

　七、八歳のときは色黒で、瘦やせていて、笑うと歯が何本も欠けている印象しかなかった。同年代の子らと交流を持たなかったクオンだから、アクアが女の子であるということにすら長らく気づかなかった。

　気づいたのは、クオンが九歳のとき。

　すでにウェイの家に置かれるようになって一年が過ぎていた。

　その日、早くからウェイの先せん達だつらと狩りに出かけていた。狩りといっても、クオンに与えられた役目は、荷物運びであったり、獲え物ものを追いたてるため声をあげたり、走りまわって誘導したりするのがせいぜいで、まだ弓や銃は持たせてもらえなかった。

　その帰り道、猟犬としてウェイの家で飼っていた犬が、茂みから飛び出した鳥に誘われて道を外れてしまった。「捜して、つれ帰ってこい」と命令されたので、クオンは一人で犬の名を呼びながら茂みを搔かきわけていかねばならなかった。

　と、踏ふみわけ道の向こうから、アクアがやはりたった一人で坂道を下ってくるのが見えた。小型の弓を手にしている。目に涙が滲にじんでいたが、クオンを見つけると、鋭すぎるほどの眼差しでにらみつけてきた。

「なに見てやがんだ」

「見てない。犬を捜してるんだ。おまえのことなんか知らない」

「犬？　ふん、おまえも『ウェイ』に飼われているも同じじゃないか。飼い犬同士仲良くしろよ」

　クオンはなにも言いかえさず、捜そう索さくを続行したのだが、これにアクアがついてくる。

「なんでついてくる」

「ついていくんじゃない。獲物を探してるんだ。子供の用事といっしょにするな」

　部族においては、女性が弓や銃を手にするのは珍しくない。護身のため、また、山に侵入者があった場合に備えて、むしろ女性にもこうした武器の扱いは奨しよう励れいされた。実際、山に仇あだなす者たちが山中に押し入ってくれば、女性たちとて銃口を揃そろえて迎げい撃げきの陣に加わる。

　が、戦いと異なり、狩りは男にのみ許された行為である。山神テイ・ターラが己の管かん轄かつ下かにある鳥ちよう獣じゆうを狩る権利を男性にのみ与えたからであり、漁は許されても、女性が狩りをするのは決して認められなかった。

　アクアにはそれが不満だった。弓を使うのも山道を駆けるのも、同年代の男の子よりよほど上手くできる自信があったから、いつも「自分も狩りにいきたい」と『ホロ』一家の狩人であり、戦士長でもある父親に訴えていた。が、父親は頑がんとして首を縦に振らなかったため、この日はこっそり狩人かりうどたちのあとを尾つけていった。獲物の一匹もしとめられれば認められると思ってのことだったが、結局、大人たちに見つかって、手ひどく叱しかりつけられたのち、追いかえされてしまった。そこでクオンと出会ったのだ。

　彼女の手にしていた弓は、アクアお手製のものらしかった。大人のそれと比べると随ずい分ぶん小さなもので、それをクオンにからかわれると思ったのか、

「見かけよりずっと強い弓なんだ」聞かれもしないのにアクアは自慢した。「逆に、大きな武器でしか獣けものをしとめられない奴やつのほうが馬鹿なんだ。工夫を知らない」

　二人とも、つかず離れずの距離で山を捜索しつづけたが、どちらも成果はなかった。

　すでに陽ひも暮れかけていた。夜は、山神テイ・ターラの加護が人間から獣たちへと譲じよう渡とされる時間帯だとされている。よほどの例外がない限り、夜の狩りは認められていない。クオンは集落に引きかえそうとしたが、それをアクアはなじった。

「臆おく病びよう者もの。隊に任された目的を途中で投げ捨てるなんて、それでも男かよ。だからおまえは半端者なんだ」

　クオンもいい加減腹が立っていたので、

「うるせえ、大人に怒られてめそめそしてた奴やつが文句いうな。おまえだって男かどうか怪あやしいもんだ。テイ・ターラさまの『雄お々おしき千本の矢』がおまえに与えられているかどうか試してやろうか」

　大声で怒鳴りつけて一歩詰つめ寄ると、アクアはびくりと肩を波打たせ、それから、急に怯おびえたような顔つきになった。
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　いままでアクアは男の子に混じってクオンを罵ば倒とうしたり、遠くから石や木切れを投げつけたりしていた。クオンが怒って追いかけてきても、皆で笑いながら逃げるか、仲間といっしょに迎むかえ撃うてばよかった。それもまた遊びの一環だったからだ。

　が、アクアは、自分がいま一人きりでいるのにはじめて気づいたような顔をした。口をつぐんで、肩を狭めて、クオンからあとずさろうとしている。

　その反応にクオンのほうこそ戸惑っていた。

　と、前方にある茂みが蠢うごめいた。二人ともはっとなった。なにかが草を搔かきわけてあらわれようとしている。遠くから大人たちの呼び交わす声が聞こえた。彼らが追い詰めた獲え物ものなのだろう。クオンはその場を離れようとしたが、アクアのほうは怯おびえた顔つきを一転させ、喜色さえ浮かべて弓を構えた。

「なにしてる。逃げろ」

「逃げたきゃ一人でいけ。アクアのしとめる最初の獲物が自分から来てくれたぞ！」

　灰はい褐かつ色しよくの体毛をした猪いのししが、草を散らしながらあらわれた。大きい。クオンとアクア、二人が背中のたてがみにしがみついてもわけなく走りつづけられそうな体格をしている。なにより目を引くのは鼻より上に反りかえった牙きばだ。

　アクアは矢を放ったが、あまりにタイミングが早すぎた。気がはやったのだ。すぐさま二本目の矢をつがえようとしたが、今度は遅すぎる。猪が頭を低くしながら突進してきた。アクアの身体が宙に打ちあげられる姿を想像して、クオンも駆け出していた。走りながら足もとに転がっていた石を拾い、それを獣けものめがけて投げつけた。

　アクアが後ろ倒しになった。獣に踏ふみつけられそうになった寸前、クオンの投とう擲てきした二個目の石が猪に命中した。目の辺りだ。猪はうるさそうな仕草であとずさった。

　そこへ大人たちが槍やりや銃を手にしてあらわれたため、猪は甲高い鳴き声とともに進路を変えて逃げ去っていった。

　大人たちはクオンとアクアの姿に驚いていた。獣のあとをすかさず追いかけていきながらも、二人が狩りの邪じや魔まをしたというので、

「あとで呪じゆ術じゆつ師したちに怒ってもらうぞ」

　と子供たちにはなにより怖いことを口にした。集落に定着せず、山のあちこちに庵いおりを結んで暮らしている呪術師たちは、いうことを聞かずに大人を困らせる子供を、山をさまよう獣に変えてしまうのだといわれていた。

「大丈夫か」

　起きあがろうとしていたアクアの肩に触れようとすると、その手を振り払われた。

「しとめられなかった」

　うつむいたままアクアはいった。よほど悔くやしかったのだろう、声が震ふるえていた。次の瞬しゆん間かん、

「おまえのせいだ！」顔をあげて叫んだ。「おまえが邪魔しなけりゃ、あいつをしとめられたんだ。怒られずに済んだ。認められていた。まじない師のところにいくなんて嫌だ。獣や蛙かえるに変えられるなんて嫌だ。いくならおまえ一人でいけ！」

　叫ぶばかりか、泣いていた。地面に突っ伏して、大声で泣いた。手のつけようがない。クオンは一人で帰ろうかとも思ったが、泣いているアクアを残しておけなかった。そのときになってはじめてクオンもアクアが女の子であることに気づいたからだった。

　同じ場所に立ちつくしつづけた。

　五分ほどしたのち、アクアは泣きやんで、のっそりと立ちあがった。ずっと手にしていた弓を投げ捨てると、村への道を歩きはじめた。ちょっと距離をおいてからクオンもつづこうとしたが、アクアはすぐさま振りかえった。「ついてくるな」といわれるかと思ったが、

「なにしてる。弓を拾えよ」

「捨てたんだろ、あれ」

「おまえにやるよ。あんなもの、子供のおまえのほうがお似あいだ」

　それだけいうと、あとはすたすたと歩いていった。

　弓を拾ったのかどうか、クオンは覚えていない。

　ただ、それから、アクアは男の子たちに混じって遊ばなくなった。クオンを罵ば倒とうしたり、石を投げてきたりもしなくなった。

　大人しくなった、という意味ではない。彼女は『ホロ』の男たちに混じって本格的に弓の練習をはじめていたのだった。

　女性は十二歳になって成人する。男より三年早い。たいていはそれから二、三年のうちに、同じく成人の男たちと結ばれて、子を儲もうける。ごく一部の者が、成人の儀式の際、神官たちに巫み女ことしての才能を見み出いだされて、修行を受けることとなる。これに拒否権はない。といっても、巫女を家から輩はい出しゆつするのは大変名誉なことであったし、厳しい修行や戒かい律りつが課せられるとはいえ、山神テイ・ターラのお側そば近くに仕えられるこの身分をむざむざ断ろうとする者などはなかった。

　狩人や武人としての姓を持つ道がないでもない。ただしそれは女性を捨てるということだ。銃や弓を奨しよう励れいする以上、女性のなかにも稀まれに男性に匹敵する才能を発はつ揮きする者もあらわれて、

「山神さまが、性を取りちがえられたやもしれぬ」

　として、本人の希望さえあれば、上記の職につくこともできる。しかしその道を選ぶ以上、もはや女性ではなくなる。当然のごとく結婚や出産は認められない。また古い慣習にしたがって乳房を切り落とされる者とてある。この、『女性として生まれついたが女性ではない』者がもし男性と関係を結べば、その男ともども集落から追放の憂うき目にあう。

　アクアは、男としての道を志したらしかった。

　が、そうした本人の強い意志とは裏腹に、一年、二年と経たって、成人の儀式を経へたアクアは、外見ばかりは徐じよ々じよに娘らしくなっていった。

「あれは美人になった」

　と、クオンの身柄を預かったウェイ隊の筆頭、ダッタもそういっていたのを覚えている。

　求婚する男も増えてきた。クオンより三年早く成人したデュー・ウェイもその一人だ。しかしアクアはどの男も拒んだ。神官、巫女たちに男として生きる才をアピールするべく、ひたすら弓や銃の鍛たん錬れんに励はげみつづけた。
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　ダッタの実子デューが成人し、宣言どおりウェイ家の正式な一員になったころ。

　このころからクオンも、狩りの際に弓を与えられるようになっており、その腕前が徐じよ々じよに集落で評判を呼びはじめていた。

　クオンは獣けものを恐れない。クオンの弓は百発百中だ。追跡の足がいい。獲物の場所を嗅かぎわける鼻と、特別の目がある──。

　狩りでなにか活躍をするたびに、まずウェイ家の人間たちの目が変わってきて、遅ればせながら周囲の対応も変わってきた。

　折りよくというべきかどうか。

　それと前後して、山に侵入者があった。

　アリオンに敗れたとある豪族が、新天地を求め、ケスマイ平原を南東に横断するという危険を冒してまで『牙きば連れん峰ぽう』に押し入ってきた。一度は退しりぞけたもののどうやら前ぜん哨しよう隊たいでしかなかったらしく、今度は、頂上から見おろしたとき、視界内の岩肌を甲かつ冑ちゆうの色に染めるほどの数で攻めのぼってきた。

　戦える者が一人でも多く必要だった。

　そこで、異例ではあったが、クオンは成人の儀式を迎えるより早く、実働部隊に加えられることとなった。

　前回の戦せん闘とうで部族が奪った革かわ鎧よろいを身につけ、頑がん丈じような剣を腰に吊つるして、クオンは実戦の場に躍おどり込んだ。

　ともすれば足をさらい、頭を虚きよ脱だつの空白に染めてしまうような恐怖は、敵へ突撃をかけたその瞬しゆん間かんに消え失せた。

　武器を使っての特訓は、『ウェイ』の先達から毎日つけられている。狩りの場で学んだことも戦いに大いに役立った。

　クオンは五人の敵兵を屠ほふった。

　部族は排他主義の面もある一方で、厳しい自然に身を置く環境上、実力主義の面もまた大きい。

　クオンの戦果は喝かつ采さいで迎えられるほどに評価された。

　一年後、二度の戦闘を経へてから、クオンはこれも異例であったが、通常より一年早く、成人の仲間入りを正式に認められることになった。

「すでに大人に引けを取らない」

「山神さまはクオンの生き血を一年早く欲されたのである」

　と神官たちは口を揃そろえた。『神が生き血を欲する』というのは死と同義であるが、同時に、『神に愛される』ということをも意味する。

　クオンは、一つ年上の子らとともに成人の儀式を迎えることとなった。

　前述したとおり、この時期は山神テイ・ターラの加護が失われる時期でもある。

　儀式から遡さかのぼること三日、やはりその年も、山の中腹辺りから邪じや気き避よけの煙けむりが立ちのぼっているのが見えた。

　翌日、男が一人消えた。

　歳のいった漁師であり、鍛か冶じ師しでもあった。名をゴスロという。彼が消えたのを知って、クオンは呆ぼう然ぜんとなった。

　いままで消えていった男たちとの接点などなかったが、クオンも、狩りや実戦において大人たちから認められるとともに、周囲との関係性が徐じよ々じよにできあがりつつあるころだった。ゴスロとは顔かお馴な染じみだった。あるとき、

「息子が狩りのほうに取られて、人手が足りない」

　というので、彼の船に同乗し、網あみを引くのを手伝ったことがある。

　ゴスロは六十を迎えようとしていたが、いまだ足腰たくましく、逆に、クオンのほうは慣れない船に足もとがおぼつかなくなった。何度もゴスロに叱しつ責せきの声を飛ばされながら、クオンは必死で網を引いた。

　ようやくのことで陸おかに戻ったあと、へたり込んだクオンに、

「おまえに剣を一本打ってやる」

　ゴスロがいった。

「おまえは小柄だからな。身体にあった剣が必要だよ」

　次に実戦を迎えたとき、クオンの腰にはゴスロが打ってくれた剣がさがっていた。

　それから三か月と経たっていない。

（どうして、あの人が）

　悲しみというより、戸惑いのほうが大きかった。

　ゴスロは、酒飲みで、時にがさつで、船の上では冷血な支配者であった。いうことを聞かない自分の息子を船から蹴け落おとしたこともあるという。が、同時に、彼は家族思いで、テイ・ターラへの祈りを欠かしたこともなく、大勢の人間から好かれていた。

　そんな男が、なぜ邪悪な精霊になど憑つかれるのか。クオンには信じがたかった。

　ともあれ、儀式の日がやってきた。

　クオンはこの日を指折り数えて待っていたといっていい。ようやく、『忌いみ子ご』だの『血の半分が人間じゃない』だの『けだもの』だのといわれていた自分が、テイ・ターラの認める成人の列に加えられるのだ。

　それは、なにより素晴らしい一日となるはずだった。




　儀式といっても、最初の段取りは退屈極まりなかった。

　朝早くから、一つ年上の子供たちといっしょに小屋に閉じ込められ、長々とテイ・ターラと山の民にまつわる神話を聞かされた。

　その後、海に出た。儀式の日は漁を禁じられ、またほかの者たちが海に近づくことも禁じられている。そこで身を清めたあと、年老いた巫み女この手で、色とりどりの染料を塗りたくられた。これはいわば印を施ほどこされるということであり、戦士にふさわしい姿としてテイ・ターラの来訪を待つのだという。少年たちは互いの姿を指差して笑いあった。

　いままで額ひたいの魔ま除よけも施されなかったクオンにははじめての経験である。巫女の指が身体を這はうたび、くすぐったさを覚えながらも、同時に、なんともいえぬ誇らしさも感じていた。

　日没までのあいだ、焚たき火を囲んだ彼らは、壺つぼに入った酒をまわし飲みし、この日のために聖別された獣けものの肉を頰ほお張ばった。

　大勢の大人たちが加わった。彼らは皆に祝いわいの言葉を述べながら、やはり酒を飲み、肉を喰くらい、歌を歌った。

（なんだ）

　とクオンは思った。

　成人を迎える前の子供たちは、儀式に参加できない。様子を見ることすら禁じられていて、この日は朝から家に押し込められた。だから、いったいどんなことがおこなわれているのか、子供たちは想像をたくましくさせた。「巫女たちが裸になって踊るんだ」だの、「剣での決けつ闘とうをさせられる」だのという噂うわさが飛び交っていたが、いざ自分が儀式を迎える段になってみると、狩人が大きな獲え物ものを取ったあとでたびたびおこなわれるような宴会と変わりない。

　が、それも陽ひが沈むまでのことだった。

　大人たちは次から次へと去っていき、焚き火の周りには、儀式を受ける少年たちだけが取り残された。

　お祭り騒さわぎが一転して、静まりかえった夜のなかに、新たな人間たちがあらわれた。祭儀の司つかさである巫女たち、数名の呪じゆ術じゆつ師し、さらに神職の者たちを守護する役目の兵士たちであり、最後に、部族最強の戦士ラガが姿をあらわした。

　仮面をつけている。

　ラガとは、山の神話で語られる戦士の名前である。神テイ・ターラに対して、最初にその名前を讃たたえた『五人衆』の一人でもあり、その勇ゆう猛もうさをもって神域を守り抜いた功績に報いて、テイ・ターラは彼を不死の存在にした。

「たとえ百もも年とせが過ぎようとも命は巡り、ラガもまた巡り巡って生まれ変わる。いついかなるときもその剣は天地を覆おおうなににも勝り、おのれに訪おとなうべき死の定めをことごとく敵対者にわけ与えるべし」

　と神話に語られている。

　無論、現在生きている『ラガ』がこの神話上の人物ということではない。

　ラガが不老不死であるということになぞらえて、その世代ごとに最強を証明した武人が『ラガ』の地位と名前を得ることになっているのだ。

　具体的には、四年に一度おこなわれる、テイ・ターラがこの山に降り立ったことを祝いわう祭りにおいて、

「われこそがラガの名と魂たましいを継ぐにふさわしい」

　と名乗りをあげた男たちによって、ただ一人の勝者を決めるための戦いが開催される。

　剣ひと振りのみを手に打ちあうという、危険極まりない戦いであるゆえ、殺しあいになることも珍しくなかったが、この戦いで相手の命を奪う、逆に死ぬまで戦う、といったことは決して賞賛されない。手足を傷つけられたり、剣を手落としたりした時点で「負け」を認めるのが戦士として誇るべき態度であり、なるべく致命傷を負わせずに、つまりは実力差を見せつけて勝つことが勝者としてもっとも素晴らしい姿勢だとされた。

　この祭りのたび、二十から三十名ほどの男たちが剣を手に祭儀場にあらわれ、厳おごそかで、かつ苛か烈れつな雰囲気のなか、あい争った。そして勝ち残った最後の一名こそが、巫み女こや呪じゆ術じゆつ師したち神官の祝福を受け、ラガの魂をその身に受け継ぐという儀式をおこなわれることで、四年間、現世での名を捨てて『ラガ』を名乗る資格と、神に半はん獣じゆうの姿を与えられたという神話になぞらえて、獣けものをかたどった仮面が贈与される。

　その四年のあいだ、『ラガ』は部族において特別の地位を得る。巫女たちが暮らす社やしろに近い屋や敷しきを住居とし、毎日、集落の人間たちが食べものを運んでくれるために狩りや漁といった日常の雑務からは解放される。そして戦いにおいては常に先せん鋒ぽうに立つ機会を与えられる。これは戦士たちにとってなににも代えがたい栄誉であった。

　一方で、集落においては『ラガ』は武人の象徴的存在であって、政治には加担しない。集落の長おさをはじめ、成人の男たちでたびたびおこなわれる話しあいの場では無言を貫くことが求められた。何者に肩入れしてもならず、また、長が決めた事柄に対しては、決して異を唱えてもならない。

　その逆に、もしも長が下した決定に不満を抱いた者があったとして、

（話しあいではどうにもならぬ。力で正しさを証明せねばならない）

　とまで志すならば、その者は、ラガとの決闘が義務づけられた。

　一対一でラガと戦い、これに勝利せねばならぬのだ。

　山神テイ・ターラは正しきほうに勝利を与えて正義をなす、と考えられた。

　もしこの労を惜しんで力ずくで事態を変えようとしても──たとえば同じ意見の仲間を募つのって長に反抗しようとしても──その男は決して部族からの尊敬は得られない。

『ラガとの戦いから逃げた臆おく病びよう者もの』

　に戦士たちはついていこうとせず、女たちからも唾だ棄きされる対象になりさがる。

　したがって、集落の方針を変えようとする者はラガとの戦いに臨むしかないのだが、ただしこの戦い、恐ろしく不公平な条件でおこなわれる。挑戦者には必ず戦いに際しての条件が課せられており、これは部族の長おさに決定権があるからだ。

　たとえば、ラガが好きな武器を用いていいのに対して挑戦者は素す手でで戦わねばならないとか、利きき腕を縄なわで縛らねばならないだとか、過去の事例によれば目隠しをして戦わされた男もいたという。

　当然といおうか、集落においてもっとも腕の立つ武人であるラガに、これらの条件を課せられて勝利できるものなど一人もいない。長の方針が力によって覆くつがえった例など一度たりとてないということだ。

　これは、ラガにとって、『卑ひ劣れつ』や『卑ひ怯きよう』の烙らく印いんを強いるものではない。テイ・ターラの声を聞くことのできる巫み女こたちの助言にしたがって集落を統括する長の決定は本来覆してはならぬものであり、ラガは神の正しさを証明する意味でも確実に勝利せねばならぬからだ。逆に、

「巫女たちはテイ・ターラの声を聞き誤り、長は神のお考えとはちがう道をいこうとしている」

　と主張するならば、テイ・ターラは正しき者に勝利を与えるはずであるから、どのような不利な条件にあってもラガに打ち勝たねば正しさを証明できはしないのだ。

　そのラガが、クオンをはじめとする少年たちの前にあらわれた。

　普段は巫女たちの住まう社やしろ付近に屋や敷しきを構えているため、ほとんど姿を見かけない。クオンも実戦の際に、遠くで指揮を執とっている姿を見かけたことがあるくらいだ。

　そのラガが見守るなか、巫女たちを護衛してきた兵士たちが近づいてくると、各々が腰にさげていた剣を少年たちの目の前に突き刺していった。

（まさか、決けつ闘とうがはじまるのか）

　ラガの前で勇気を証明してみせよ、とかいわれて、少年同士で殺しあいをさせられるのではないかとクオンは思ったのだが、しかし成人の儀式で命を落とした者がいたなどとは聞いたことがない。

　少年たちが不ふ審しんそうな顔を見あわせていると、

「これより、裏切り者を処刑する」

　巫女のなかでもっとも年老いたミストは、木の枝がこすれあうのにも似た、しわがれた声でそう告げた。

　巫女は、この時期、必ず悪あしき精せい霊れいに憑つかれた者があらわれ、山に仇あだなす裏切り者になる、という集落に住まう人間なら誰しもが知ることを改めて説明した。

「われわれは、この時期になると、ラガをはじめとした戦士たちに命じて、この裏切り者を捕らえさせる。知ってのとおり、いったん邪悪な精霊に憑かれた者は、いかにテイ・ターラの加護があろうとも人の身では祓はらうことができん。人を救い、精霊を消し去るための方法は一つ。その者の命を奪い、その上で聖灰をまぶした焚たき木の炎で肉体を浄化せねばならないのだ。その儀式をおまえたちにやってもらう。手順を一つでもしくじってはならん。悪あしき気をその手で浄化したそのときこそ、おまえたちは死後テイ・ターラのもとに導かれる道筋を得るのであり、同時に、この山において本当の意味で誕生するのだ」

　クオンたちは剣を手に立ちあがらされた。焚たき火を消されると、あとは兵士たちが掲かかげる松明たいまつだけが辺りをほの赤く照らした。

　そして、『裏切り者』が引き出された。この年の『裏切り者』というと、ゴスロにほかならない。クオンはどこへ逃げていったのかと思っていたが、すでにラガたちの手によって捕らえられていたようだ。

　だが、最初、クオンは顔見知りのはずのその男の顔がわからなかった。それほどに様子が変わっていたのだ。

　縄なわを打たれた彼は全裸だった。白い粉を浴びているのはなんらかのまじないによるものか。

　真っ白に染められた全身のなかにあって、開ききって充血した目だけが赤い。それがいっそう、彼を夜の世界を徘はい徊かいする魔ま物ものじみて見せていた。

　口も常に搔かき開いており、獣けものっぽい唸うなり声とともに涎よだれがあふれている。足の爪で時折地面を引っ搔く仕草をしていた。何度も同じことをしていたせいか、足の爪はひび割れて赤い血が滲にじんでいた。さらには、山神テイ・ターラが男にのみ与えた『矢』を鋭く屹きつ立りつさせているのがなによりおぞましい。

　きょろきょろと大きな目を動かしていたゴスロが、正面に立つ少年たちの姿を認めて、けたたましい笑い声をあげた。その場に何度も躍おどりあがっては背を折り、あるいは背を反りかえして笑った。

　少年たちが悲鳴をあげた。

　ゴスロが少年たちのほうに突進してこようとしたのだ。縄を手にしていた兵士が強く腕を引いた。ゴスロは槍やりの石突きの部分で脇腹や脚をしこたま叩たたかれてようやく突進をやめたが、全身血だらけになりながらも、笑い声だけはずっと尾を引いていた。

　それはもはやゴスロではなかった。船の上でクオンを叱しつ責せきしていた厳しさも、そのあとで剣を打ってくれた優しさも、理性もろともすべてが失われていた。

　邪じや悪あくな精せい霊れいに憑つかれるとはこれほどに恐ろしいことか。獣に堕おちるということなのか。

「やれ」

　巫女ミストが命じ、

「やれ」

　ラガが叫び、

「やれ」

　兵たちが槍を立てて脅おどしつけた。

　少年の一人が意を決して、ゴスロの身体に剣を深々と刺した。これもけだものじみた叫びが天へつきあがった。次の一人がつづいた。さらに一人とつづいて、クオンが最後になった。すでにゴスロは死んでいる。死んでいてなお、その身体に剣を突き入れねばならなかった。

　ゴスロの肉と内臓を裂いていく感触に、クオンは涙を浮かべた。胸骨で止まったが、「やれ」と背後から大人の兵士に肩を押された。さらに押し込んだ。クオンは、自分でも気づかぬうちに絶叫していたらしい。

　あとは、全員で死体を担いで、新たな祭儀場へと運び、一本の杭くいに縛りつけると、巫み女こや呪じゆ術じゆつ師しがなにやらまじないの文句を揃そろえるなか、焚たき木に火をつけた。

　めらめらとした炎が杭を這はい登り、ゴスロの身体を包んだ。火によって血が洗われ、皮ひ膚ふがただれていくのを、クオンは見ていた。

「よくやった。これで、ゴスロも、山も救われた」

　まじないを終えたミストが、全員の背後に立って囁ささやいていた。

「これで、そなたらも無事成人となった」

　クオンは長いこと、肩で息をしていた。

　火はゴスロの顔をも包みあげた。肉の焼ける嫌な臭においがしていたが、クオンの胸をそのとき占めていたのは奇妙な安あん堵ど感かんだった。

　眠ったように目を閉じるゴスロの顔は、もうまったくいつもの彼の顔に見えたからだ。

（自分たちがやった。自分たちが救った）

　胸の一点に芽生えたその思いが、高こう揚よう感かんをも招いた。

　火の熱さも、嫌な臭いも、汗の滲にじむ感触も、吹きつけてくる風も、同じ儀式を果たした仲間たちの気配も、クオン個人を取り巻くあらゆる事象が、この、奇怪で、おぞましく、謎めいた経験を境に、なにもかもが変わっていくような期待感があった。




　　　　　　　４




　こうして、クオンはダッタの配下に正式に加えられることとなり、『ウェイ』の姓を得た。

　こののちにおこなわれた後夜祭において、儀式をつかさどっていた巫女ミストが、獣けものの骨を火中に投げ込んでからそのひびをとっくりと眺め、奇妙な予言をおこなった。

「クオン・ウェイは、いずれ、山に抱えきれぬほどの黄金をもたらすであろう」

　と。

　それは、クオンが山にとって二人とない戦士になるという意味である、と受け止められた。

「これは楽しみなことだな、ダッタ」

　仲間に水を向けられた『ウェイ』の棟とう梁りようは、普段口数が少なく、陰気と取られかねないほどの男だったが、このときばかりは相そう好ごうを崩して、

「まだ身体は半人前だが、こ奴やつめは、いずれ必ずや戦士ラガの座を争うほどの腕になろう」

　とクオンの肩を抱いた。

　いつしか、クオンは同年代の子供たちにも羨せん望ぼうの眼差しで見られるようになった。

　が、もとよりクオンに流れる血の半分は部外者である。当然これを面白く思わぬ者もいた。筆頭は、デュー・ウェイ。ダッタの実子である。

　デューもまた、その年齢にしては恐るべき腕前の持ち主で、大人たちに褒ほめ称たたえられるほどの戦果を次々あげていたものの、どうしても年少のクオンがいる以上、同じていどの戦果では目立ちきれないところがあった。

　すでに彼も成人男性だ。表立ってクオンを虐いじめるようなことはなかったが、しかしそれだけに憎しみと焦りを若い心身にくすぶらせた。狩りの場において、クオンに無茶な命令を次々下そうとして父に叱しかられたこともある。

「ウェイの家長はおれだ。おまえではない。勝手に命令をするな」

　そういう意味の叱しつ責せきであったが、デューはもしかすると過度にこれを受け取ってしまい、

（父は『ウェイ』の家族をクオンに継がせるつもりなのではないか）

　こんな恐れを抱いだいたのではあるまいか。

　クオンが成人して二年ほど経たった時期、またも山に侵入者があった。

　元傭よう兵へいの集団だった。

　現在も争いが絶えぬアリオン領内において、反国王の側について戦っていたが、勝利に恵まれず、憂うさ晴らしに村々を散々に荒らしてから逃げてきた。いくつかの小隊が寄り集まって、数は五百ほど。

　山においては、前線で戦える男たちが八百足らず。銃や弓矢を扱える女性や、後方支援をおこなう年寄りたちを含めればさらにその倍にはなる。

　当然、ウェイ隊も迎げい撃げきに出た。

　元傭兵たちは戦いに手て馴なれており、さしもの戦士たちも圧倒できぬまま、戦いは三日、四日、とつづいた。

　ウェイ隊にも被害が出た。最前線に出たぶん、クオンが先せん達だつとして慕したっていた勇敢な戦士が何名も討うたれたのだ。

　それでも彼らには圧倒的な地の利があり、さらにどれほど仲間を討たれようと敵に向かいつづけていく命知らずの気き概がいがあった。

　元傭兵の集団はいままでの敵がそうであったように、容易にはこの山を取れぬ、と知るとにわかに腰が引けはじめた。

　ダッタの長子デューは前線を引きはじめた敵に追い討ちをかけるべく、追撃隊を組織した。

　ウェイ隊の精せい鋭えいを募ったこの隊のなかに、クオンも加えた。

　ダッタは山の中腹辺りにしつらえた陣内でこれを知り、嫌な予感を抱いたのだろう、兵の一人も連れず、馬に乗ってデューの隊を追いかけた。

　ダッタの予感は当たっていた。デューは兵士らを分散させて敵を追い込む作戦を取ったが、クオンにはわざと噓うその合流地点を教えており、結果、クオンは敵の真まっ只ただ中なかで孤立させられていたのである。

　クオンは敵集団と一人で斬きり結んだ。一人、二人と斬ったが、体格に劣るクオンは絶えず移動する戦法を強しいられており、四方から敵が襲おそいかかってくる状況下、さすがに息があがった。

　何人目かの敵兵と剣をあわせた瞬しゆん間かんに、足をかけられて後ろ倒しにさせられた。

　天を仰あおいだクオンの視界から敵兵の姿が搔かき消えた。

　そこにあったのはカッと照りつける太陽と、数片の雲。

（あっ）

　とクオンはその一いつ瞬しゆん、耳もとに息が吹きかかるほどの距離に死を感じた。ひたすら戦いに埋没していた意識がふとした拍子に肉体を離れ、そのまま空に舞まいあがるような思いがした。

　成人の儀式で感じた、あの奇妙な高こう揚よう感かんに似ている。あるいはそれは、生と死、そして個人と集団との一体感であったかもしれない。

「クオン、立て、立てっ」

　刹せつ那な、ダッタの声が聞こえた。

「山神さまに血肉を捧ささげるのはまだ早い！」

　馬に乗ったダッタが駆け込んできて、クオンに群がりかかろうとしていた敵兵を払いのけた。

　意識が肉体に舞い戻るとともに、クオンはすばやく跳ね起きていた。

　ダッタが敵に槍やりを繰り出しながら馬を寄せてきた。

「乗れ、クオン」

　ダッタの命令に従い、クオンはひらりとダッタの後ろに身を投げた。

　馬が駆け出していく。敵兵が槍を投とう擲てきしてきたが、クオンが冷静に剣で払い落とした。

　ダッタの大きな背中がクオンの見つめる前で揺れていた。両者、交わす声はない。クオンはもとより、ダッタも寡か黙もくな男だった。実子のデューと親しく声を交わしている様子さえほとんど見たことがない。そのダッタが、

「息子を恨うらむなとはいわん」常にない早口でいった。「あれのまちがいは正さねばならんが、しかしあれはおまえよりよほど幼いのだよ。あいつも、腕前だけならば確かだ。いずれおまえとあいつとで『ウェイ』をもっと強く、もっと立派なものにしてくれ」

　クオンは答えなかった。背後から迫る敵に意識を集中していたためだ。

　ようやく敵兵の喚かん声せいが遠ざかり、馬がだく足になったその瞬間だった。ぶ厚い壁のようにも見えたダッタの背中が大きく揺らいで、落馬した。

　クオンを救うために敵兵の中央を駆けたとき、胸に致命傷を負わされていたのだ。




　──レオ、セーラが固かた唾ずを吞のんで見守る前で、クオンはぽつぽつと不器用ながらも言葉を重ねていった。

「……そのあと、どうしたかな」

　クオンはつぶやくようにいった。

「ダッタを馬にくくりつけて村に戻ったんだったかな。それとも、馬もダッタも置いてきたんだったかな。覚えてない。ただ、デューが、顔を真っ赤にして、泣きわめきながら、『おまえのせいだ』『おまえが父を殺した』といっていたのは覚えている。『おまえが罠わなにかけたんだ』とも。おれは、やっぱり純血じゃなかったからな、ほとんどの人間がデューの言葉を信じた」

（なによ、それ）

　セーラが怒りの形ぎよう相そうになっていたが、かろうじて声を出すのは抑えていた。レオが目で制したためだ。

「それから？」

　代わりに、こちらも淡々とした口調で先を促うながす。──と、クオンはまるでいま目を覚ましたかのように、ぱちくりと目を見開きさせた。

「それから……それからだって？　そう、それから、ここにいる」クオンはテーブルを指差した。「おれは、山にとって裏切り者だった。さっきもいったかな。神テイ・ターラの神域なのになぜ裏切り者が出るかというと、悪い精せい霊れいが額ひたいに入ってくるからだ。だから裏切り者は──なんといったかな、そう、身体についた精霊を『浄化』するために、火あぶりにされるんだ。成人の儀式のとき、ゴスロがそうさせられたように。でも、おれは火あぶりなんてごめんだったから、裏切り者のまま、山をおりた」

「──」

　少しのあいだ沈黙が室内を占めた。

　するとクオンは当惑した顔で、レオとセーラの顔を代わる代わる眺めた。沈黙の意味が理解できなかったから、なにか自分がまちがいをしでかしたかのような誤解をしたのだったが、

「いろいろと聞けて、ためになった。ありがとう」

　レオはそういって、さらにしばしの間を挟んでから、席を立った。

「支払いは済ませておく。先に城に戻っているよ」

「護衛の任務中だ。おれも──」

「城はもう目と鼻の先だよ。子供じゃないんだから一人でもいける。それより、長々と話させてしまったせいで、ほとんど食べていないんだろう。ぼくのことはいいから、十分におあがり」

　それこそ子供に聞かせるかのような口調でいうと、レオは個室を去っていった。

　足音が消えてから、

「公子さま、本当は、『山の民』の力を当てにされてたんじゃないかしら」

　セーラが、盆のなかに盛られていたチーズを齧かじりながらいった。

「当てにする、ってどういうことだ？」

　クオンは心持ち盆を自分のほうに引き寄せた。全部取られてしまわないか不安なのだ。それを見ても、セーラはいつものようにからかうことも怒ることもなく、

「明日にもダーレンが部隊を率いてくるかもしれないってのに、親衛隊は寺院に預けたし、いまは公子さまが動かせる兵力がないでしょ。だから、クオンが前に話していた『山の民』に興味を持って、できるなら、あんたを仲介役にして協力を仰あおぐつもりだったんじゃないかしら」

「そんな馬鹿な。そんなのは、無理だ」

「そう、無理ね。公子さまも、話を聞いてそう思われたのよ。だからなにもおっしゃらなかった」

「──」

　クオンは黙りこくった。

　またしばらく経たって、

「げえっ」

　と声が聞こえて、クオンはぎょっとなった。

　セーラが、公子の飲みさしの酒に口をつけてしまったらしい。テーブル上に吐はき出していた。

「なによ、この不ま味ずいの。こんなものを美う味まそうにがばがば飲んでいる奴やつらって、神さまに芳ほう醇じゆんの味を感じられる舌を引っこ抜かれているんじゃないの」

「兄貴と同じことしてやがらあ」

「兄さんと？」

「前に、ティワナの酒場で大勢の連中と喧けん嘩かになった。そのとき、連中を挑発したのはカミュだ。多分パーシーの酒を盗み飲みしてたんだよ」

「僧にあるまじき行為ね」

　涙目になりながらも、セーラはいかにも憤ふん慨がいしたように十字を切る。

　クオンは呆あきれたようにかぶりを振った。

　せっかく、いつもこちらを攻撃してくるセーラを言い負かす好機だ。からかうのにふさわしい言葉はないかと頭を悩ませているうち、

「わかってると思うけど」セーラのほうが先に口を開いた。「……いや、多分、あんたのことだから、いわないとわからないか」

「なんの話だよ。このことを内緒にさせようって脅きよう迫はくするつもりか？」

「公子さまは、あなたの話を聞いて、悪かった、とも思ってらっしゃるわ。余計なことを聞いてしまったとね。その気き遣づかい、忘れなさんな。ほかの王侯貴族なら、それこそあんたを脅おどしてでも『山の民』との仲介を命令しているところよ」

　切れ長の目もとがほんのり赤い。もう酔ってしまったのか、それとも自分でも『余計なこと』を口にしている自覚があったためか。

　クオンは、またも口を閉ざした。
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　クオンはグィンバーに滞在中、親衛隊のために新築された兵舎の一室で寝起きしている。

　セーラと別れたあと、クオンは兵舎の部屋に入った。大たい抵ていの兵は五、六名、ひどいときは十名ほどで一つの部屋を使っているが、クオンには個室が与えられている。寺院やらティワナやら、しょっちゅう行き来しているため留守にしていることの多い部屋ではあるものの、それにしても室内には余計なものがいっさいなかった。カミュから強引に手渡された十字教の経典があったが、それも部屋の隅に投げ捨てられたままになっている。

　すでに夜も更ふけている。

　今日は少しも運動していないのに、なにやら身体の芯しんがずっしりするような疲れがあった。

　すぐさま寝ね床どこに入った。

　が、寝つけない。

　クオンには珍しいことだ。山中であろうと、戦場であろうと、木の根っこや剣の鞘さやをも枕まくらにしてどこでも眠れるこの少年が、疲れを自覚しているのに眠れない。クオンは苛いら立だって、不機嫌な唸うなりを洩もらした。

　原因などはわかっている。

（公子のせいだ）

　もともと口数の少ない性た質ちだから、さっきの二時間足らずで、もう一生ぶんは言葉を発した気がする。それも、他人に話すどころか、自分自身、あまり思い出さないようにしていた過去の話などを、公子にそそのかされるがまま長々とつづけてしまった。

　さっきまでの自分を思うと、顔が赤らむような恥ち辱じよくを感じた。

　とともに、追つい想そうが止まらなくなった。いまのいままで手の届かないところに閉じ込めていたはずの記憶が、先ほどの長々とした述じゆつ懐かいによって封がすっかり剝はがれ落ちてしまってか、今度は自分でも制御が利きかないほどにあふれかえってきて止まらない。

　何度も寝返りを打って、クオンは考えまいとしつづけているのだが、記憶は眠りへの逃走を許さなかった。目を閉じていても映像が鮮明に浮きあがってくる。あるいは生々しく声がよみがえってくる。

「おまえがやった。おまえは父に何度となく叱しかられ、殴られて、恨うらみに思っていた。だから父を罠わなにかけて死に追いやったんだ」

　デューが泣きわめきながら怒鳴りつけてきた場面だ。

　部族の人間たちはデューの言葉を信じた。いかにその力を認められるようになったとはいえ、結局のところクオンは純血ではなく、その真実一つのみをもって、クオンの弁解などは端はなから信じるに足らない、と決めつけられたのである。

　公子には、コンスコンへとやってきた経緯に関して、「山をおりた」とだけ説明していたが、実はこれは意識して詳細をぼやかしたものだ。彼が単純に山をおりられたはずはない。

　ダッタの死の直後、クオンは屈くつ強きようの兵たちに連行され、部族が犯罪者を押し込めるのに使っていた岩いわ牢ろうのなかへと叩たたき入れられた。

　クオンの身柄が幽ゆう閉へいされているあいだ、巫み女こたちがクオンの罪状をあきらかにするための儀式をおこなうことになる。

　成人の儀式でやった占いと同じように、事件にまつわるもの──たとえば今回の場合、ダッタの着用していた鎧よろいや、ダッタ自身の骨の一部など──を燃やし、火の具合や、燃やした対象物のひびの入り方などによって、巫女たちがテイ・ターラの意向をうかがうのである。それによってクオンが有罪であるか無罪であるか、さらに有罪であればどのような罰ばつを下すのが適当かを判断する。

　無論、クオンには、自分が潔けつ白ぱくだとわかっている。テイ・ターラが正しく導くまま、巫女たちが占いをしてくれれば、自分の無実などはすぐにあきらかになるはずだ。そんな期待はしかし、黒い疑念と恐怖にたやすく吞のみ込まれた。

　そう、これも、

（純血ではない）

　ゆえだ。

　生まれたときから山に受け入れられなかった自分では、デューの言葉を覆くつがえすことなどできず、巫女さえも占いの結果を偽いつわって、邪じや魔ま者もののクオンを消すいい機会だ、と皆でほくそ笑みながら、自分を火あぶりにするのではないか。

　クオンはそんな思いに取りつかれながら、じめついた岩に身を横たえていた。天井が低く、どのみち立っていることはできない。いま、グィンバーの宿舎で横になっているクオンと同じく、眠ることなどできはしなかった。

　脳裏に浮かんだのは、眼球がこぼれ落ちてしまうくらいに目を見開き、さらに口から涎よだれをこぼしつづけていたゴスロの姿だ。けたたましい笑い声だ。炎に巻かれていく彼の肉体だ。

「おれはちがう、おれじゃない」

　何度も叫んだ。喉のどが潰つぶれて声が出なくなるまで叫んだ。涙も止まらなかった。ついには亡くしたはずの母親の名前まで呼んでいた気がする。

　そして夜がもっとも深まった刻限、外で声が聞こえた。ついに死刑執しつ行こう人にんが自分を迎えに来たのかと思って、岩牢の壁にぴったりと身を寄せ、震ふるえていた彼のもとに腕が伸びてきた。

　開け放たれた鉄格子の外へと引っぱり出された。

　そこに男がいた。いや、男か女かもわからなかった。戦士ラガのような仮面を顔につけていた。その人物はクオンの手足を束縛していた縄なわを断ち切ると、クオンの背中を叩たたいて、

「逃げろ」

　と囁ささやいた。

　一も二もなかった。この人物が、自分を助ける振りをして、後ろから剣で突き刺してくるというのも十分考えられた。もはや山のすべてが自分に殺意を抱いだいていると信じたクオンは、暗がりのなか、ただもう闇やみ雲くもに山道を駆け下っていった。

　星ほし灯あかりのみが頼りだった。足を踏ふみ外して岩場に叩き落とされることも何度かあった。全身に数えきれないくらいの傷を負ったが、いま思えば致命傷にいたらずに済んだのはまったくの幸運によるものだった。山中には見張りの櫓やぐらがあちこちの峠とうげに建てられている。暗中に灯ともった櫓の火を避さけながら、クオンは背中を押されるような勢いで下りつづけた。結果、クオンは一日がかりで『牙きば連れん峰ぽう』を南に越えた。

　ケスマイ平原が眼前に広がっているのを、ほとんど呆ぼう然ぜんと眺めていたのを覚えている。

　だがそれも一いつ瞬しゆんのこと。いまにも背後から追っ手の姿があらわれるのではないかと気が気でなかったクオンは、傷を負って疲れきった身体に鞭むち打うって、北へ──もちろん明確な目的地があったわけではなく、ただ山から離れる方角へと──走りつづけた。

「ああ」

　クオンは、次から次へと浮かんできてはまとわりついてくる過去の光景を、うっとうしそうに声をあげて追い払った。

　結局、無理にでも眠ろうとするのをあきらめて、クオンは両目を開けて天井をにらみつけた。

　動どう悸きの音が聞こえる。

　長いことそうしていた。




　まだ夜も明けきらぬ頃合。

　クオンは兵舎の庭にある厩きゆう舎しやへと足を運んでいた。鞍くらを置いた馬に飛び乗る。馴な染じみの馬なので騒さわぎもしない。クオンは荷物を背にしながら、静まりかえった路上へと馬を進めたが、すぐにその足が止まった。

　薄暗がりのなかに、十字教修道女の格好をしたセーラがいた。馬を引いている。クオンがなにもいえずにいると、

「そんな気がしていたわ」

　セーラは猫の子を思わせる目でクオンを見あげながらいった。

「故郷の山に戻って、味方してくれ、って頼むつもり？」

「──」

「およしなさいな。クオンは山にとっての『裏切り者』なんでしょ？　捕まって、火あぶりにされるだけよ」

「決めつけるな」

　とクオンが苦々しそうに答えたのは、「山へ戻る」といわれたことに対してか、「火あぶりにされる」という言葉に対してか。いずれにせよ、前者に関しては図星のようだ。

「わたしが余計なこといっちゃったかしら。でも、ちょっと意外ね？」

「なにがだ」

「火あぶりにされる危険を冒してまで、あんたがどうしてそこまでしようとしているか、ってこと。パーシーさんや、わたしの兄は、レオ殿下に期待するものがなにかしらあるようだけれど、あんたにいったいなにがあるっていうの？」

「おれはいくさに勝ちたいだけだ」

「だからどうして？　いくさなんて、世のなかのどこにだって転がっているわよ。それならここよりよほど勝ち目があって、ここより稼かせげるところにいったらいいじゃないの」

　セーラはまるで少年を試すように質問を重ね、対するクオンは不機嫌そうな唸うなり声をあげた。

「おれがどこで戦うかはおれが決めることだ。おまえには関係がない。放っておいてくれ」

「そうはいかないわ。公子さまもおっしゃってたでしょう。あんたは公子さまの親衛隊なのよ。もう一介の傭よう兵へい風ふ情ぜいでも、根無し草でもない。行動には責任がともなう立場なの」

「そういうおまえはなんなんだ。おれに命令できる立場なのかよ」

「わたしは──」セーラは一いつ瞬しゆん口ごもりつつ、次の瞬間には胸を張った。「英えい雄ゆう譚たんに華を添える、運命の導き手ね」

「いっていろ」

　クオンは再度馬を進めた。と、セーラも厩きゆう舎しやの囲いに足をかけると、鞍あん上じようへと身を投げた。器用で、しなやかな動きだ。

　クオンはグィンバーの大おお手て門もんを東に抜けて、南下の道を辿たどりはじめた。

「路銀は持った？」

　セーラが後ろから問いかけてくる。クオンは最初無視したが、あまりにしつこいので腰の袋を掲かかげた。

「そう、じゃあ、先々の村で準備をしておかないとね。五日、六日の旅じゃないんでしょう？」

（止めるつもりじゃなかったのか）

　クオンはそういいたそうな顔になったが、口には出さなかった。会話をすればセーラのペースに巻き込まれる。どこかで引き離すつもりで馬を進めた。

　グィンバーを出て半日後に、とある村に到着した。そこで糧りよう食しよくや寝袋等を買い求めた。セーラは買い物にもいちいち口を出してきた。「別の店もまわってから決めたほうがいいわ」だの、「もっと慎重に選びなさい。旅の道具一つに命の行方がかかわっているのよ」だのとうるさいことこの上ない。クオンもいい加減口を閉ざしていられなくなった。

「世話好きのばばあじゃあるまいし、どこまでついてくる気だ？」

「わたしがどこへいくかはわたしが決めるわ。放っておいて」

　さらに馬を進めて、日没後にはちがう村で一泊した。

　クオンは宿を取ろうとしたのだが、セーラに反対された。サヴァン・ルーが諸領地のあちこちに十字教の拠点を建築しており、この村も、もともと商人たちが共通で管理していた倉庫を改築して修道院にしている最中だった。

　なかで修行し、暮らしている修道士たちはまだ少なかったが、セーラが同じ十字教のよしみで一泊させてもらえるよう頼んだ。

「お金は少しでも節約したほうがいいわ」

　クオンはひとまずのところ従った。金にはまだ余裕があるものの、潤じゆん沢たくすぎるということもない。

　その後の数日間、二人は馬を進めつづけた。

　クオンは時折り馬の速度をあげたり、セーラが寝ているのを確認して朝早くに村を出たりもしたのだが、必ずセーラは追いついてきた。

　一度など、数十名規模の隊商キヤラバン──行商人の集団──と知りあい、森のなかで一夜をともにしたのだが、クオンが夜中にこっそり起き出して馬を飛ばそうとすると、見張りに立っていた商人の若い衆しゆうが顔色を変えて、馬に乗って追いかけてきた。

　何事かと思って馬足を止めると、

「もしあいつが勝手に出ていこうとしたら、すぐに追いかけて」

　とセーラに頼まれていたらしい。

「あいつはわたしの貞てい操そうを奪って、わたしの両親が差し向けた追っ手から逃げている最中なのよ。それに、わたしからも逃げようとしている節ふしがあるわ。いっしょに幸せになれる場所にいこう、って約束したくせに」

　などと涙ながらに打ち明けられたものだから、セーラにすっかり同情した男たちは、クオンの動向をぎらついた目で見張っていたのだ。

「あんな美しいご令れい嬢じようを手て篭ごめにして逃げようなんて太い野郎だ」

「ここらの木にくくりつけて狼おおかみの餌えさにしてやりたいところだが、それじゃお嬢さんが悲しむ。さあ、さっさと戻れ！」

　などと凄すごむ男たちに、クオンはすっかり閉口した。

　セーラを振り払うのをいったんあきらめて旅をつづける。

　道が険しくなるにつれて、徐じよ々じよに人の気配が途絶えていった。

　旅人や商人たちの姿が消え、民家もほとんど見えなくなる。アトールも中央を離れると、国境に近い位置では、通常、賊ぞく兵へいたちが幅を利きかせており、「護衛しよう」と強引に申し出てきては旅人や商人から金をせしめているものだが、ここら辺りにはならず者の姿も見えない。

　峠とうげ道みちに差しかかった。東西を高地と岩山に挟まれたこの道は、アトールとそれ以南の領域を隔へだてている。ほとんど人ひと気けもないのに多少整備されているように見えるのは、南西のガランシャ国がまだアリオン領でなかったころ、アトールや周辺諸国の商人たちがアリオンの国境を経由せずにガランシャへ商売に赴おもむくため、この道を多用したからだ。

　東西に断だん崖がいがそびえ、谷間となったこの道には強い風が吹きおろしてきて、時に女性が泣くような音を立てることから、『髪泣き峠』と呼ばれる。

　クオンたちは馬を飛ばし、時に馬を引いていきながら、この険しい峠を越えた。

　断崖が遠ざかると、急激に視界が晴れて、その代わり、視野いっぱいに荒涼とした平野が広がりはじめる。

　ケスマイ平原。

　なだらかに起伏するばかりの大地がどこまでもつづいていた。平原はおおむね西に向かって傾斜していき、旧ガランシャ領が接する内海の海岸線──ここも現在はアリオンの国境線だ──へとつづいていく。

　峠を越える前に比べると噓うそのように気温が高い。乾いた風がセーラの髪をなびかせた。水気に乏とぼしく、木々も数えるていどにしか生えていないため、まるで生き物の侵入を拒んでいる領域のように見える。

「あんた、ケスマイ平原をどうやって越えてきたの？」

　セーラが聞いた。馬の首をなだめるように擦さすっていたが、これは自分自身の不安を押し隠そうとする意図があったのだろう。

「この平原にはあちこちを遊牧民がさまよっている。そこを辿たどってきた」

「命知らずもいいとこね」セーラが呆あきれたように十字を切った。「まず彼らに出会えるかどうかも一か八かの賭かけだし、遊牧民といったって様々よ。隊商や町を襲おそう連中だっているんだから。あんた、いま命があることに感謝しなさいよ。神へのお祈りを欠かさずに」

「人間も危険だろうけど、これからは人間より狼おおかみの数が多くなるぞ。それに、見てみろ、岩山が崩れ落ちたみたいになっている谷間がいくつもあるだろ。ああいった場所では、アシナガの巣があちこちで穴を空あけているんだ」

「アシナガ？」

「おれたちはそう呼んでいた。だけどアトールや遊牧民はヨロイグモっていうらしいな。人ひと喰くいの巨大蜘ぐ蛛もだよ」

「へえ」

　素そっ気けない態度のようだが、微妙にセーラの返事は重い。クオンはそれを面白そうに見やりながら説明をつづけた。

「部族のなかには、集落と反対側の麓ふもとでアシナガを狩る男たちもいた。年に数度、強い風が吹いた翌朝にしかあらわれないから、特に腕の立つ狩人かりうどが選ばれた。アシナガを狩るというのは栄誉だったんだ」

「狩ってどうしようっていうのよ。食べるつもり？」

「まさか。神官たちはアシナガの毒を欲しがって、狩人は脚に生えた毛を矢尻に使い、戦士たちは硬い殻からを盾たてに使った。おれはまだ生きた奴やつを見たことはなかったけど。──怖いのか？　アシナガの毒を喰くらうと、猛烈な痛みで悶もだえ死ぬっていうからな」

　引きかえすならいまだぞ、という警告だったが、

「そう、なんとも楽しそうね。ということは、やっとここから大冒険のはじまりかしら。勇ましくも美しい修道女セーラが、子犬じみた従者一人のみをともにして、荒野に隠された王朝時代の遺い跡せきと財宝を見つけ出す物語よ」

　セーラはしゃんと胸を張って、クオンよりも先に馬を飛ばした。あわててクオンがついていく格好となる。

　平原を南下すると、細い川沿いに、泥でい土どを固めたような小屋が並んでいた。

　一応は村に当たるらしい。以前は、北方とガランシャを往復する商人たちの拠点として多少は賑にぎわっていたはずだが、いまは陽ひが照っていてさえよどんで見えるほどに活気がない。

　そこで宿を取ることにした。宿といっても普段は農家だ。話好きの主人が稀まれに訪れる旅人や行商人を空あいた部屋に泊まらせては、外の世界での話を聞きたがるのだった。

　好こう々こう爺や然としたこの主人も、しかしクオンたちがさらに南にいく、と聞かされると、

（正気じゃないな）

　という顔をした。

「ここから南には、もうまともな集落なんてありゃしないよ。北でかっぱらいでもやって逃げてるんなら、平原北端を西に突っ切るほうがいい。昔、ガランシャって国があって、平原にも街道を整備しようとしていた名残なごりがある。ちょっと遠いが、あそこなら宿場町もいくつかあるはずだ」

　が、どうしてもこの平原を南に越えるのだとセーラが主張すると、主人はしばらく考えたのち、

「この時期だと、ハリアの連中が『月の輪岩』でバザールを開いてるはずだよ。都市圏との交こう易えきもしている奴らだから危険も少ないだろう。川沿いにさらに南西へいくといい」

　と教えてくれた。ハリアとは遊牧民の一派で、バザールとは彼ら遊牧民の諸部族が定期的に開催する市場のことらしかった。

　主人はそれから修道衣姿のセーラのほうを見やって、

「ハリアは遊牧民のなかでも気のいい連中だが、それでもその服はやめたほうがいいな。遊牧民にも当然神さまがいる。都市に住んでいる人間とちがって、他人の信仰にそれほど寛かん容ようじゃない場合も多いんだ」

　と警告を重ねた。

　セーラは抵抗するかと思われたが、

「この服も旅でずいぶんくたびれちゃったし、ちょうどいいわ。クオン、路銀はまだあるんでしょ？」

　などとせびってくる。クオンは仏ぶつ頂ちよう面づらになったが、すでにセーラを振りきるのはあきらめていた。そうなると、厄やつ介かい事ごとの種は一つでもなくしたほうがいい。

　翌日、集落の家々をまわって、農家や商人の婦人方から服を安く譲ゆずってもらった。

　いかにも農家の娘じみた亜あ麻ま布ぬのの古着に、旅人が羽は織おるマント姿となる。そんなセーラの格好をはじめて見るクオンは一いつ瞬しゆん目を丸くしたが、セーラの意味ありげな微笑ほほえみに気づいてすぐに視線を逸そらした。




　　　　　　　２




　朝まだ早い時間帯に村を出立し、川沿いに南下。

　強い陽ひ射ざしが照りつけてくる。ここまで来ると、さすがにクオンもセーラも無駄口を叩たたく余裕はない。汗を流しながら、周囲を警戒しつつ、無言で馬を進めた。

　幸い、獣けものや盗とう賊ぞくの群れにも出くわさず、ようやく陽の光が収まりはじめた夕暮れ。

　なだらかな坂道の下、低い谷間になっている場所に大勢の人が集まっているのが見えた。先端の尖とがった天幕が谷間を埋めつくさんばかりの数でひしめきあっており、さらに近づいていくと、色や意い匠しようの様々な長衣を身につけた遊牧民の姿や、物売りたちの甲高い声、香辛料やハーブの混じった匂いなど、雑多な雰囲気がクオンたちの五感を刺激した。

　ここがハリルのバザールとやらだろう。『月の輪岩』とは、谷の東端を形成する低い岩の連なりを指すらしい。岩々が谷間に投げかける影が、時間帯によっては月の輪状に見えることからついた名前だそうだ。

　ここの遊牧民たちは全体的に小柄で、真っ黒い髪に、細い目をしている。いくつもの小部族にわかれた彼らは、一箇所に定住せず、荒野のあちこちに拠点をつくっては、またすぐに次の目的地を目指して旅立つ、ということを繰りかえしていた。そして時にこうした市場を開く。市場にはほかの部族もあらわれる。市場はたいてい部族の長おさの名前で開かれるので、治安を守るのも長の責任である。たとえ部族同士がなにかいさかいを起こしている最中であっても、市場内での紛ふん争そうはかたく禁じられていた。谷間周辺を、銃や、アトールがよく用いる半はん月げつ刀とうよりもさらに曲がりくねった剣で武装した白い衣装の男たちがうろついているが、彼らが治安維持を担っているのだろう。ということは、彼らこそがバザールを主催しているハリル族だ。商人と買い手がなにか大声で怒鳴りあっている場所にさっそく一人が向かっていた。

　──余談だが、一説によると、数百年前、ここの遊牧民の一派が北上して、東西それぞれにわかれたという。東の一派は現エンデ公国の北に新たな拠点を見み出いだし、いまもエンデの北端を脅おびやかすことにいそがしい。西の一派は西方タウラン諸国の領土に辿たどり着いて、土着のゼルド人と混血を繰りかえしながら、騎乗射撃の技術で知られるピネペー族になったと伝えられている。

　どの土地に辿り着いても、彼らは自由と風を愛し、暴力と血の習慣に準ずるという、同じ生き方を選ぶようであった。

「にぎわっているわね！」

　セーラが興奮気味に声を張りあげた。

　こういう雑多な雰囲気が好きらしい。クオンは腰の袋を叩たたいて路銀の残りを確認していた。食しよく糧りようと水の補給をしておかねばならない。これからの旅は陽ひ射ざしもきつくなる、と宿の主人がいっていた。新しいマントも必ひつ需じゆ品ひんだろう。

（よそ者が来た）

　というので、ハリル族の警備兵がこちらに注意を払っているのはわかっていた。できる限り目立ちたくないクオンは、売り手の言い値どおりに金を支払おうとするのだが、これにもいちいちセーラが口を挟んでくる。

　と、おかしなことに巻き込まれた。

　セーラが乾かん燥そうさせた果物ひと袋ぶんの値段に文句をつけていたところ、その袋を横あいからさらう手があった。

　黒い長衣を身につけた男だ。額ひたいに目立つ切り傷がついている。年齢は四十代半ばほどか。

「ちょっと」

　まだこっちが交渉の途中なのよ、とセーラが抗議しようとしたが、男は、言い値どおりに金を支払って、それをセーラに差し出した。

　きょとんとなるセーラをよそに、男は、別の場所で曲がりくねった短剣を眺めていたクオンを指で呼びつけた。まるで召し使いでも呼ぶような仕草にクオンはむっとしたが、男が口にした、突とつ拍ぴよう子しもない申し出に驚かされた。

「あの女を買いたい」

　というのだ。

　訛なまりが強い。寺院にあらわれた当初のクオンを思わせる訛りだったが、セーラにも聞きわけられたらしい、彼女は怒るでもなく、柔にゆう和わな笑顔のまま、

「お生憎あいにくだけれど、この身は売り物じゃないわ。どれだけの値段をつけてくださるか興味はあるけれど」

　という。

　男は豪快に大口を開けて笑い、値段を提示した。近辺なら、十日以上は豪華な食事のできる値段だ。眉み間けんに怒気を溜ため込みかけていたクオンだったが、目立ちたくないゆえ、いったん肩の力を抜いて、それからわざと面白そうにセーラを見やった。

「物好きな野郎だ。わざわざ金を払ってまで寿命を縮ちぢめるつもりらしい」

「いうようになったわねえ、子犬クオンちゃん？」

　そこで終わればまだ笑い話で済んだものの、

「もっと積んでやってもよいぞ」

　男はさらに粘ねばった。細く切れあがった目に、この辺りの岩の断だん崖がいを思わせる切り立った頰ほお、そして黒い髭ひげにうずまった口にも精せい悍かんの気配が漂う。瘦やせてはいるが肩幅が広く、赤い帯を巻いた腰も締まっていた。ただの好色男というのではない、なにか油断ならざるものを感じたクオンは、

「こう見えても家柄の悪くない娘だ。国に帰れば婚約者がいる」

　早口でいって、セーラの手を引きざま男から離れようとした。が、いく手を阻はばまれた。気づけば、男と同じ色の衣装を着た集団に半ば囲まれている。いずれも鞘さやにおさめた剣を腰高に吊つるしていた。

「その婚約者どののもとに帰る前に、いっときの冒険を楽しまれてはいかがかな。このバハート、石造りの都に住まう軟なん弱じやくな男どもよりはよほど令れい嬢じようを楽しませる手段を心得ているつもりだが」

「こっちは断っている」

　クオンはなるべく冷静に対処しようとしているのだが、バハートと名乗る男はあきらめない。セーラは口を利きかなくなっている。クオンが自分の手を握ったままどうするつもりなのか、なにやら楽しげに見守っていたのだが、

「よそ者がここで自分の流儀を押しとおせると思わないほうがいい」バハートは唇をひん曲げて笑った。「あまり邪じや魔まをするようなら、女を買うより先に、おまえの血肉をケスマイの貪どん欲よくな狼おおかみ神しんロゥ・ガスにお捧ささげしてやろうか」

「なんだと？」

「面倒なことになる前に、女を置いて消えろ、とご忠告差しあげたのだよ、小僧」

「手て前めえ」

　クオンが背中に掛けた剣に手を伸ばしかけた。それを見て、バハートをはじめ大勢の男たちがどっと笑った。まさか遣つかい手てだとは思っていない。都市圏からちょっとした冒険がてら買い物にやってきた良家の少年少女だと見ているのだろう。

　セーラはさすがに顔つきを改めた。先に抜いては、

（よそ者が部族の市場を荒らした）

　として、周囲すべてを敵にまわしかねない。セーラは制止の声をあげようとしたが、時すでに遅かった。そのときにはもう数名の騎馬が駆けつけていたのだ。馬上の人々が着けた白い長衣は、谷周辺を見まわっていた警備の兵と同じもの。すなわちハリル族だろう。

　縦に並んだ五名の騎馬集団は、馬の鼻先で黒衣の群れを搔かきわけるようにして進んできた。

「お早いご到着だな」バハートが笑った。「そこの小僧に因いん縁ねんをつけられて困っている。引っ立てていってはもらえないか」

「なに。手て前めえ、この──」

　クオンがかっとなりかけたところ、

「わがバザールにおいでいただけるとは思っていませんでした、叔父上」

　先頭の騎馬兵が口を開いた。若いが、声に妙な重みがある。集団のうち、彼だけが先の尖とがった兜かぶとをつけていた。

「当然ご承知であろうが、ここはわたしの名で開いたバザールだ。訪れた者は皆等しくわたしの客人ということになる。さて、叔父上、わたしの客人になんのご用で？」

「なんでもない。おれとて客の身、目についたものを金で買おうとしただけのこと。バザールでは当たり前のことだろう」

「売る気がないものを無理に買おうとして、騒さわぎになっているように見えたが」

「ほう、おれのほうがバザールを荒らしているといいたいのか。それで、おまえの立場上、おれをどうしようというのだ？　邪じや魔ま者ものは力ずくでも排はい斥せきするか？　おれを煙けむたがっているおまえにはまたとない機会だな」

　バハートがそういうと、空気が変わった。黒衣の集団が腰や懐ふところに手をやり、それを見た白衣装の騎馬集団も身構える。

　騒ぎの中心から一転、蚊か帳やの外に放り出された格好のクオンは顔をしかめた。遊牧民、とひと言でいってもあれこれと因いん縁ねんや事情があるらしい。

　次の瞬しゆん間かんには血しぶきが散っていてもおかしくない雰囲気のなか、バハートが気取った笑みを浮かべて、幅のある肩を上下にすくめた。

「まあよい。おれもまだ買い物の途中なのでな。ここで退散させられても面白くない。もう少々、おまえのバザールを潤うるおわせてやろう」

　そういって、身を翻ひるがえした。彼が歩き出すと、黒衣の集団もいっせいにならう。砂を含んだ風がクオンの後ろから吹きつけてきて、まるでその風を先導するがごとき立場でバハートは歩み去っていった。




　クオン、セーラの二人は、『月の輪岩』にもっとも近い位置にある天幕へと誘われた。

　誘ったのは、兜をつけたハリル族の男だ。

「ぜひ、茶の一杯を馳ち走そうしたい」

　という。

　クオンが断ろうとするより先にセーラのほうが、

「先ほど、このバザールを『わたしの名で開いた』とおっしゃいました？　ということは、あなたがここの部族の長おささまでいらっしゃいますか」

　目を輝かがやかせながら問うた。クオンは、

（余計なことをいうな）

　という目でセーラをにらんだのだが、若い男は闊かつ達たつに笑って、

「ハレス・ハリアとお覚えいただきたい、美しき方よ」

　そういって、二人を天幕のなかへと迎え入れた。

　ハレスはまだ三十そこそこの若さだ。荒野の遊牧民というと、都市圏の人間からすると夜ごとに旅人を襲おそっては血祭りにあげている蛮ばん人じんのような印象があるものだが、このハレス、双そう眸ぼうが澄んでおり、笑いかけられるとちょっと無視しづらいような、一種都会的な雰囲気を持っている。

　天幕にはアトール製と見える絨じゆう毯たんが敷かれ、アリオン製のテーブルと椅子が並んでいた。

「いずれも奪い取ったものではなく、ほかの部族のバザールで買ったもの」

　とハレスは説明したものの、そもそも、市場に並べた部族の人間が都市圏から略りやく奪だつしてきた品であろう。

　ハレス自らが茶を振る舞ってくれた。

　なかに動物の乳が入っている独特のもので、セーラは普段飲み慣れているものとの違和感が激しく、それを表情に出さぬように苦労していた。一方のクオンはひと息に飲み干している。さっさとこの場から去りたくて仕方ないのだ。

「親切に、茶を、ありがとうございます」この男がかしこまった言い方をするときの癖くせで、やたらと声に力を込めながらクオンはいった。「このバザールに騒さわぎを起こすつもりは、ありません。欲しいものを手に入れたら、すぐに去りますので、これで」

　セーラの手を引いて立ちあがろうとしたのだが、

「待たれよ」

　ハレスもまた半腰になって、クオンの動きを制した。若いが、先ほどのバハート同様、その身のこなしには油断できないものがある。

「先を急ぐ」

「すぐにでも日没になる。このまま外へいけば、あなたがたはまちがいなくバハートに襲われる。せめてひと晩はここに滞在したのち、陽ひが高くなってから出しゆつ立たつしていただきたい。明日にはバザールも終わる。こちらから護衛をつけることもできよう」

　クオンがなにかいうより早く、

「バハートとは、わたしを買おうとしたあの男のことですね。ハレスさまは『叔父上』とおっしゃられていましたが？」

　セーラが聞いた。

　ハレスは日焼けした顔に一いつ瞬しゆんばつの悪そうな表情を浮かべたが、すぐに内情を説明してくれた。

　バハートは前族長の末弟に当たるという。前族長、つまりはハレスの父が病没したのち、部族の主おもだった者が集まって、後継者にハレスを指名した。ところがそのときバハートはほかの部族同士が起こしたいさかいに加担しており──一方の陣営から金と馬を提供されて雇われたのだ──、後継者を決める相談に参加できなかった。それがよほど面白くなかったらしく、自分とともに争いに加わっていた十数名の仲間とともに部族から距離を置くようになったが、時折こうして嫌がらせにあらわれることもある。

「おそらく叔父上は、このバザールでひと悶もん着ちやく起こすつもりだろう。わたしの名前を貶おとしめようというのだ。かといって、ゆえなく同じ部族の血を流せば、自由な荒野といえども彼の居場所は著いちじるしく狭くなる。馬を共有して同じ乳を飲む者同士のつながりを軽んじる者は、必ずやロゥ・ガスの遠とお吠ぼえによって悪名が伝わり、ほかの部族からも、憎しみ、嘲あざけりの対象になるからだ」

「そこへわたしたちが来たのは、バハートどのには渡りに船だったということね」

　セーラがうなずいた。

　よそ者に標的を定めて争いごとを起こそうというのだ。

　バハートがこうした嫌がらせに出たのは一度や二度ではない。『月の輪岩』のバザールはそこそこに規模も大きいから、アトールをはじめ、北の文明圏から隊商がやってくることもあったのだが、半年前、バハートはこれの帰り道を襲おそった。荷車を奪われ、さらに数名の死者をも出したこの隊商は、以降、二度とケスマイ平原に足を踏ふみ入れようとはしていない。

　なるほど、そこまでの男ならば、確かにクオンたちが谷間を出た途端に襲いかかってくる、というのも十分あり得る話だ。

　ハレスは相当にバハートの所業に頭を悩ませ、また一方で強い怒りも抱いだいている様子だった。

　それを見て取ったクオンは、さっさと去りたがっていた様子を改めた。ばかりか、

「その男はもう、あんたの叔父でもなんでもない」などといって、セーラをもぎょっとさせた。「部族にとってはただの裏切り者で──敵だ。討うつべきだろう。なぜ、討たない」

　ハレスは一いつ瞬しゆん目を剝むいたが、すぐに感情を抑えて、難しい顔つきになった。

　若くして族長になった男だ。あれこれと手足を縛るしがらみもあるだろう。それに、

「叔父も、この荒野に慣れ親しんだ男だ。普段、どの場所にいるのかもわからない。戦うとなると彼がほかの部族に助けを求めることも考えられる。わたしの一存で大きな争いを招き寄せるわけにもいかないのだ」

「あんたの名で誘い出して討つという方法もある」

「騙だまし討ちなどはもってのほかだ。ロゥ・ガスは、叔父に代わって、わたしの悪名を平原中に知らしめてしまうだろう」

　またちらりと怒気を覗のぞかせてハレスはいった。やれるものならやっている、ということだ。ここはアトールやアリオンではない。荒野には荒野の流儀がある。

　すると、

「あなたがやらねばよいのだろう」クオンはなぜかここに来て異常ともいえる熱意を見せていた。「それこそ、よそ者が討うつならばどうだ？」




　クオンとセーラは、それからほどなくして、乗ってきた馬に跨またがり、すぐに月の輪岩を背中に走り出した。

　日没を控えて、空の赤黒い色が大地に溶け込みつつある。

　クオンたちは結局のところ、ハレスの忠告を無視した形である。

　半時間も経たたないうちに、背後、そして側面から土つち煙けむりが起こった。

　黒い衣装を身にまとった遊牧民たちが、

「とっとっとーう、とーう」

　と彼ら特有の蛮ばん声せいを揃そろえながら、クオンたちに迫ってくる。数は十名以上か。

　全員、狼おおかみを思わせる酷こく薄はくな顔で笑いつつ、馬上で曲がりくねった刀を振りあげている。馬も人も、血の気配に昂たかぶっているように見えた。

　ハレスが様子を見ていたら、

（いわぬことではない）

　とさぞ嘆いたにちがいない。襲しゆう撃げき者しやの先頭で馬を駆っているのはまちがいなくバハートだ。バザールで見せていたかろうじて紳士的な態度もかなぐり捨てて、残酷な高笑いをしている。

　クオンたちは馬の速度をあげて振りきろうとしたが、馬の扱い、そして土地の知識にかけては遊牧民のほうに分がある。数分と逃げないうちに、切り立った崖がけのほうへと追い詰められた。

　馬を止めざるを得なくなった二人を、さらに数を増やして二十名近くになった騎馬集団が扇おうぎ状じように包囲しつつ、こちらも馬足を止めた。

「あのとき忠告に従っておればよかったな、小僧」

　二人の正面に位置したバハートが黒い髭ひげを震ふるわせて笑った。二人の前を、右へ、左へと馬を進めながら、

「女を置いていけば許してやったものを。だがもうここはおまえらの流儀が通用するバザールではなく、狼と嵐と巨大蜘ぐ蛛もの徘はい徊かいするケスマイ平原だ。ここに法も掟おきてもない。力のある者が奪い、力のない者が奪われるだけの土地だ。おまえの前で女を抱いてやったあと、ずたずたに切り刻んでここに縛りつけてやる。生きたまま狼の牙きばにかかるか、猛もう禽きんの嘴くちばしにつつかれるか、はたまたヨロイグモに喰くわれるか」

　笑うバハートの目は、血の色に憑つかれている。

　よほどこうした荒事が好きなのだろう。

　追い詰めた獲え物ものを、時間をかけていたぶることに喜びを見み出いだしている。彼が襲い、捕らえてきたほかの部族の男たち、隊商の人間や旅人たちも、何人かはこうしてなぶり殺しの目にあったにちがいない。残りの者たちはどうなるかというと、奴ど隷れいを扱う西方の国々に売りさばかれるのだ。

　バハートと嗜し好こうを同じくする仲間たちが、やはり笑いながら野や卑ひな声をあげる。

「好きな死に方を選べ」

「死ぬ前に女を抱かせてやってもよいぞ。おれたちが見ている前でモノが役に立つならばな」

　馬上の男たちが笑い声を揃そろえた瞬しゆん間かん、クオンは馬の腹に蹴けりを入れた。扇おうぎ状じように開いた包囲網の一角へと馬を走らせる。

「女は見殺しか、小僧！」

　その一角に位置していた遊牧民が、自らも馬を走らせた。曲がりくねった刀を高々と掲げる。

「まだ殺すなよ」

「腕を斬きり落として落馬させちまえ」

　仲間たちの声を受けつつ、クオンのいく手を阻はばもうとした騎馬は大きく曲刀を振るった。クオンの肩に吸い込まれるはずのそれが、瞬時にして弾はじかれた。

　馬上の男が姿勢を乱した。いつしかクオンは背中から剣を抜いている。というよりも、「剣を抜く」という行為そのものが、降りかかった一撃を弾いたのだ。誰もが目を疑ったときには、クオンのさらなる一撃が相手の喉のどを斬りつけていた。

　遊牧民の男は血を噴ふきながら落馬。

　一瞬の間があった。

　バハートが目をひん剝むいて叫んだ。

「逃がすな！」

　遊牧民たちの顔から下げ卑びた笑いが搔かき消えて、代わりに鬼気じみた殺意がいっせいに放たれた。

　クオンめがけて包囲網を縮ちぢめようとする動きのなか、セーラのほうへ馬を進める者もあった。

　こちらは怯おびえきっているのか、動かない。

「小僧っ、この娘の首が惜しいか。惜しいなら……」

　刀をセーラの喉首に突きつけようとした男は、にゅっとばかりにマントの下から突き出てきた銃口をどう見ただろう。どうあれ、瞬まばたきをする余裕さえ彼には許されなかった。額ひたいを撃ち抜うかれて後方に倒れた。

　セーラは、つづけざま、クオンに群がりかかった包囲網の一角めがけて引き金を引いた。馬上の射しや撃げきにはまだ慣れず、命中こそしなかったが、バハートの一派に驚きを招いた。

　さらなる事態が起こった。

　バハートたちの後方から複数の矢が放たれたのだ。

　二本の矢が命中し、バハートの隣となりにいた男が苦鳴とともに落馬した。

（何事か）

　バハートは事態を吞のみ込めなかったろう。『よそ者』に仲間がいようなどとは想定だにしていなかった。

　馬首を返すべきかどうか迷っている隙すきに、クオンが忍び寄っていた。もう一度、銃声。今度はクオンの背後に迫っていた男が血を噴ふいて倒れる。

　バハートは手にしていた剣で、クオンの攻撃を顔のすぐ前で受け止めた。

「小僧っ、このバハートに剣を向けたな。ケスマイでおれに牙を剝むく者がどうなるかわかっているのか」

「知らんね」クオンはバハートの反撃を受け流しつつ応じた。「法も掟おきてもないはずだろう。強い者が奪い、弱い者が奪われるんだ」

　見かけによらずクオンの打撃は鋭い。火花が顔に降りかかるほどの近さで二度、三度と鋼鉄が激突する。

「おのれっ」

　バハートのほうが腕力に優れていたが、それを活かすため剣を大きく振るうには間にあわない。それほどクオンの攻撃は絶え間なく、バハートが受けきれずに身を逸そらした瞬しゆん間かん、

「あっ」

　クオンの剣のほうこそ、大きく弧を描いていた。

　バハートの頸けい動どう脈みやくが断ち切られた。大量の血が噴きあがって、乾いた大地を赤く染めあげる。

　バハートはそれでもぎくしゃくと剣を振るう仕草を見せたが、間もなく、そのたくましい身体も馬の足もとに叩たたき落とされた。
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　首しゆ魁かいを失った一団は、さらなる弓の追つい撃げきにあったこともあり、「撤退」のための掛け声をあげて走り去っていった。

　日没が近い。赤黒く染まった地面に、白衣装の遊牧民が姿をあらわした。弓を放ったのは彼らだ。わずか五名の姿しかなかったが、バハートに混乱を招くには十分な数だった。先頭にいるのは若き族長のハレス。

「見事」

　興奮冷めやらぬ顔でハレスは叫んだ。剣についた血のりを払っているクオンのもとへと馬を進め、

「まさかこれほどの遣つかい手てだったとは。正直、バハートを討うてたとしても、あなた方の命があるやなしや、五分五分だと思っていたが」

　例の、『月の輪岩』を出立する直前、クオンは彼らに取り引きを持ちかけていたのだった。

「バハートがどこにいるかわからない？　だけど、奴やつがおれたちを襲おそう気だといったのはあなただ。だから、護衛もつけずに、いますぐここを去れば、必ずバハートはおれたちの前にあらわれる」

　ハレス・ハリアは驚き、呆あきれた。本気とも、正気とも思われない。クオンは、自ら無防備な姿をさらすことで、バハートを誘い出そうというのだ。それも、いますぐに。

「信頼できる人間を何人か集めてくれ。後ろから矢でも射てくれれば、敵も混乱する。その隙すきに、おれがバハートを討つ」

　クオンはそう請うけ負おった。セーラがわざとかどうか、驚きの表情になって、

「なるほど。人数をかけなければ、ハレスさまが同族を討ったなどという噂うわさは広まらないで済むわね。あくまでよそ者がやったことだもの。クオン、どうしたの？　公子殿下の智ち謀ぼうがいつの間にあなたにも備わったのかしら」

「馬鹿な」ハレスが一いつ蹴しゆうした。「われわれが援護するにしても、たった一人で奴らの注意をどれほど引きつけられるというのだ。失礼ながら、おまえのような子供に──」

「彼は子供ではないわ、族長さま」

　セーラは、普段自分がからかっている少年のことをそういった。

「彼はアトール国では名のある戦士。それにわたし自身も、そうむざむざとたやすく敵の手に落ちたりはしない。ここはわれらにお任せ願えませんか」

　子供のように見える男がバハートを討つといえば、農家の娘じみた格好をした少女が、「われらにお任せを」と武人めいたことをいう。若き族長は目をぱちくりとさせた。

「なぜ。なぜ、そうしてくださるというのだ？　われわれはここにて出会ったばかり。バハートと命のやり取りをしてなんの得がある」

「いますぐここを発ちたいというだけのこと。あなたのためにやるんじゃない、旅の邪じや魔まになりそうな奴やつを、むしろ、あんたたちの事情を利用して排除しようということだ」

　ハレスの驚きはなかなか冷めずにいた。

　が、彼も、普段は朴ぼく訥とつとしながらも、いざ戦いとなれば血の狂きよう騒そうに身を委ねる遊牧民の戦士である。この厳しい荒野で、彼らは戦いと狩猟を乳にして育った。人間たちのみならず、家畜を襲おそう狼おおかみの群れにも立ち向かったことがある。

「そこまでいうならば、人数を出してやろう。ただし、われわれは姿を見られるわけにはいかない。われわれが矢を射れる距離に近づくまでのあいだに、もしおまえたちが捕まるなり、片方が殺されるなりしても、こちらは知らぬ顔をして引きあげるぞ。それでよいのだな？」

　二人はうなずいた。

　こうしてハレスはこの計略に半信半疑のまま──というより、七、八割において「失敗する」と踏ふんでいたのだが──、自分と年齢が近く、普段からとりわけ絆きずなの固い仲間を四名選んで、弓を携えてクオンたちの後ろをこっそり追っていたのである。

　結果、バハートはハレスの足もとに屍しかばねをさらしている。

　素行が悪く、部族に亀裂を呼び込みかねなかった男だ。一時は自分の手で殺してやりたいほどに憎んだ男であっても、しかしハレスには血のつながりがある。一いつ瞬しゆん、ここで土ど葬そうにしてやりたい気持ちにも駆られたが、すぐに思いなおした。

　あくまで、バハートは『よそ者』に返かえり討うちにあったのである。死し骸がいの処置は、荒野を気ままに支配している狼神ロゥ・ガスの貪どん欲よくな食欲に任せるべきだろう。すなわち、バハート自身が脅おどし文句に使ったように、「狼の牙きばにかかるか、猛もう禽きんの嘴くちばしにつつかれるか、はたまたヨロイグモに喰くわれるか」は、運任せということだ。

「そなたたち英雄をわが天幕にて歓待したいが」

「お気持ちだけいただきますわ。バハートの死の前後に、族長さまが『よそ者』を歓待していたとあっては、要らぬ噂うわさを呼び込みかねませんし」

「確かに、そうであるな」

　ハレスは、この二人組をつくづく不思議そうな目で眺めた。

　よく見やると、クオンという少年は、石造りの都と邑ゆうに住まう人間というより、自分たち、風の命ずるままに荒野をさすらう民に近い匂いを感じる。

「いずこへ向かわれる」

「南へ」

　クオンは簡潔に答えた。しばしハレスは考えてから、

「そうか。そなた、テイ・ターラの加護を受けし山岳地の民か」はたと思い当たったようにそういったのが、すぐに眉まゆをひそめた。「いや、しかしあそこの民は滅めつ多たなことでは山を離れぬ。それに、額ひたいの刺青いれずみもないようだが」

　クオンはただ沈黙のみをもって、その問いかけを風に流させた。




　ハレスは、『英雄の歓待』はあきらめたものの、護衛と道案内のため、七名の騎馬をクオンたちにつけてくれた。

　野営のための道具や糧りよう食しよくも彼らが十分に用意してくれたため、クオンとセーラはそれまでの二人旅に比べればずいぶんと楽ができた。

　十日余りが経たったころ、なだらかな平原は激しい起伏を繰りかえす地帯へと姿を変えた。

　主に岩からなる峰みね々みねが谷間を抱えつつ、あるいは谷間に包囲されつつ、クオンたちの向かう先につづいている。

　そこにて、遊牧民たちとは別れを告げた。これ以上山の民の聖域に近づけば、侵入者とみなされる恐れがある。つまりは、いよいよクオンの故郷が間近に迫った証であった。

　クオンの口数は前にも増して減っていった。

　ふたたび二人だけの旅になったその夜は、強風が吹き荒れた。岩の裂け目で風をやり過ごしつつ、翌日、馬を進めていくと、夕刻間近になって、幅の広い渓けい谷こくが口を開いている箇か所しよにまで辿たどり着いた。この谷間の道をさらに進んでいくと、左手側の傾斜が徐じよ々じよにゆるやかになっていく。ここを登っていった先、つまり渓谷を形成する斜面の頂上は、すでにクオンの生まれ育った山の尾根に当たるようだ。

　セーラは岩のごつごつとした谷間を見て、

「これから、馬は無理ね。どのみち今日はもう陽ひが暮れるわ。この近くで野営をしましょう」

　馬を降りようとしても、クオンは馬上から動かなかった。

　ばかりか、馬首を翻ひるがえそうとさえする。

「ちょっと、どうしたのよ」

　セーラが目を吊つりあげた。彼女にも、クオンの故郷を目前にしているという認識はある。

「まさか、これから先は自分一人でいくから、わたしには戻れ、っていうつもりじゃないでしょうね。冗談じゃないわ。ここまで来た以上、なにがあったって先へ進むわよ」

「──いや、無理だ」

「馬鹿にしないで。アリオンの山だって、夜中にもかかわらずついていったでしょ」

「戻ろう。馬鹿はおれのほうだった。これ以上進んだって、いいことなんてなにもない」

「はあ？」いよいよセーラは声を高くさせた。「そうね、確かに馬鹿だわ。こんなところまではるばる足を運んでおきながら、いざ目的地を前にして引きかえそうなんて、これ以上はないほどの愚か者よ」

「──」

「まさか、怖いの？」

　セーラは、クオンの意気を奮ふるい立たせる意味でからかった。口に手を当て、わざと貴族令れい嬢じよう風に笑い声をひそませながら、

「あの勇士クオンどのがねえ。そりゃ、山から逃げてきたあなただから、故郷の人たちに弓を向けられるのが怖くて当たり前なんだろうけれど、そういうのは承知の上で馬を飛ばしてきたんだと思っていたわ。どうやらあなたを買いかぶりすぎていたようね。いいわ、クオン。あんたはここで待っているか、それともハレスさまの陣営にまでお戻りなさいな。わたしはいく。山の民と話をつけて、援軍を引きつれてアトールにまで凱がい旋せんしてみせるから」

　クオンは答えない。いい加減苛いら立だって語気を強めようとしたセーラだが、そのときになってクオンが顔中に汗をびっしょり搔かいていることに気づいた。おまけに身体を小刻みに震ふるわせている。

「本当に、どうしたっていうのよ、クオン？　ひょっとして、悪い病にでもかかったんじゃないでしょうね」

　セーラは馬を進め、クオンの額ひたいに触れようとしたが、その手を振り払われた。そして、

「なにもねえ。おまえがいったとおりだ。ただ──ただ、怖い」

　クオンがあまりに率直にそう口にするので、セーラのほうが言葉を失ってしまった。

　彼は、怯おびえるあまりにおびただしく汗を流し、震えているのだという。

　野や蛮ばんな遊牧民を誘い出すため、囮おとりを引き受けた男と同一人物だとはとても思えない。

　しばし、二人とも声もなく、ただ馬上にあるのみだったが、そのとき、渓けい谷こくの上のほうから奇妙な音が聞こえた。まるで甲高い野鳥の声のようであったが、近づいてくるにつれて、それが人の発する声が重なりあっているものだということがわかった。

　ここへ来てクオンがはっと目を見開いた。

　前方の、谷間の道には岩が連なっている。不自然なほどに縦に積み重なっている箇か所しよもあった。目にしたときから気づくべきだった。これは人の手によるものだ。狩りの獲え物ものをここへ追い詰めたとき、逃げ足を鈍にぶくさせるために、石を障壁のように重ねあげているのだ。

「逃げろ、セーラ」

　叫ぶとともにクオンが手た綱づなを取った。

「なによ、今度はどうしたって──」

「アシナガ──ヨロイグモが来る！」

　叫んだときには、斜面を奇妙な生き物が駆け下ってきた。

　セーラも目もく撃げきした。

　蜘く蛛もという割に、その節くれだった脚は六本。ぴんと縦に伸ばせばクオンやセーラの背せ丈たけよりも長くなるだろう。その長い脚の上に、いかにも硬そうに黒光りする胴体が乗っかっていた。こちらは蜘蛛というよりは甲虫の類に近い。

　獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうだ。群れをなさずに単体で行動するが、その性格はきわめて攻撃的で、いったん獲え物ものと見定めたものには──相手が人間といえど──容よう赦しやなく跳びかかっては、脚の先で鋭く湾わん曲きよくする爪で捕らえて、頭から嚙かみ砕いてしまうという。また、その牙きばには毒があることでも知られていて、たとえ肌を掠かすめただけでも猛烈な痛みが被害者を襲おそう。ただし、その痛みはほどなくして消えていく。神経が急速に麻ま痺ひしていくからだ。

　クオンとセーラは馬首を揃そろえてその場から離れようとした。

　このヨロイグモ、もともと狩人かりうどに追われてここまで逃げてきたはずだが、クオンとセーラを見かけたことで食欲のほうが優先されたのだろうか、長い脚を目に止まらぬほどの速度で蠢うごめかすと、二人との距離を確実に詰つめにかかった。

　クオンの馬のほうはぐんぐんと速度に乗ったが、セーラのほうが出遅れた。

　セーラが振りかえると、すでに黒光りする鎧よろいのような胴体が見あげる先にあった。爪の生えた脚が振りあがって、セーラの顔に真っ黒い影を投げかける。

　そこへ、馬首を再度翻ひるがえしたクオンが詰めてきた。激しくいなないて嫌がる馬の腹を両脚でしっかり締めあげながら、クオンはセーラに降りかかるところだった爪を剣で払いのけた。

　馬と巨大甲虫とがすれちがう格好になる。その瞬しゆん間かん、クオンは別の脚を斬きり飛ばすつもりだったのだが、逆に馬の脇腹を爪で裂かれた。

　馬が横倒しになって、クオンもまた地面へ投げ出される。

　不運なことに、ヨロイグモは馬よりも人間の血肉に興味を覚えたようだ。狂気じみた脚の動きでクオンへ近づいてくると、上からのしかかってくる。

　爪が生えているのは、頭に近い左右一対の脚だけだった。クオンは仰向けの姿勢のまま、雷光の速さで剣を振りたくった。右脚を爪もろとも切り離すとともに、身体を横転させた。巨体の下から這はい出ようという動きだったが、これが一瞬間にあわず、左の爪に胴鎧の背中をえぐられた。あろうことか、その爪は鎧を引き裂いた部分と地面とを縫ぬい止めたのである。

　クオンは焦って左の脚を切り離そうとしたが、右に身体を半回転させた姿勢を強制させられているために力が入らない。ヨロイグモは巨体をわずかに屈かがめた。丸い頭部が近づいてくる。それは黒ずみ、体液ゆえかヌラヌラと光っていて、クオンは子供のころにこしらえた泥どろ団だん子ごを思い出した。その球体が左右にぱっかりと割れた。

　オレンジ色をした繊せん毛もうがおびただしい数で密集している。いや、一つ一つが鋭い牙なのだろう。牙の合間合間から、どろりとした液体がいまにも垂れさがろうとしている。

（毒！）

　クオンは四し肢しに力を込めた。毒どく牙がで嚙みつかれれば、いかな勇者とておしまいだ。

　自分を縫いつけている左脚に剣を何度も叩たたきつける。が、頭越しにコツコツとぶつけるていどの動きではびくともしない。

　牙が鼻先にまで迫ったとき、銃声が吠ほえた。

　巨体を見舞った振動が、クオンの身体にも伝わってくるかのようだった。

　ヨロイグモは胴体を激しく揺らした。脚をもばたばたと上下させたため、幸運にもクオンを縫ぬいつけていた左爪も引き抜かれた。

　クオンは急いで身体を転がしてその場を逃れる。

　セーラが携えた銃から噴ふん煙えんを吐はかせながら駆け寄ってくる。馬からおりたのは銃撃を確実にするためだったろう。

　生き物はひとしきり暴れていたが、やがて脚を折ってその場に胴体を横たえた。

「クオン、どこか傷を負わなかった？」

「平気だ」

　クオンは荒い息をしながら答えた。

　手傷こそ負わなかったが、馬を失ったのは痛手だ。クオンの馬はヨロイグモと同様横たわったまま泡あわを噴いていたし、セーラの馬も、主人がおりた瞬しゆん間かん、闘とう争そうに怯おびえてかそのまま逃げ去ってしまっている。セーラが肩をすくめ、

「先に──」

　進むしかなくなった、といおうとしたのだろうか。

　この瞬間、死んだと思われていた巨大生物が身を持ちあげた。半分も立ちあがることはできなかったが、クオンがセーラを突き飛ばすより早く、その牙きばがセーラの足首を襲おそった。

　どさりとセーラが倒れ込むとともに、クオンは剣を振りあげ、丸い頭部の上から叩たたきつけた。硬いゴムに跳ねかえるような手て応ごたえがあったものの、打撃は十分に届いたらしい、ヨロイグモは毒の粘ねん液えきを吐きざま、ふたたび地面に沈んだ。

「セーラ！」

　今度はクオンが身を案じる番だったが、セーラは苦笑いめいたものを浮かべながら、すでに立ちあがりかけていた。

「大丈夫よ。あんたに突き飛ばされたほうが効きいたわ」

「本当か？　傷口を見せてみろ」

「平気だってば。あ、こら、スカートに触るな！」

　揉もみあおうとした両者だったが、すぐに動きを止めた。

　馬の足音が近づいてくる。

　谷間の向こうから、石の壁をよけながら、時に跳び越えながらあらわれたのは、八名ほどの騎馬集団。青く染めた袖そでなしの衣装の上に獣けものの毛皮を身につけている。なかには甲かつ冑ちゆう姿の者もあった。柄えの長い槍やりや銃を手にしている彼らは、平原の遊牧民に近い体格と顔つきをしていたが、やや目に丸みを帯びているのが特徴的であり、また、ほぼ全員がその額ひたいに、赤い、血で塗り固めた珠たまにも似た刺青いれずみをしていた。

「われらの狩猟場を荒らすのは何者だ？」

　男がだみ声を放った。絶え間なく馬を駆る彼らは、クオンとセーラを半円状に包囲する。

　ヨロイグモの死体を見やっていた一人が、そのときふと視線を動かしてクオンの姿を間近に眺めた。

「おまえは──」

　同じく、クオンもはっとなった。

　男たちのなかにあって、額ひたいに刺青いれずみのないこの一人だけが髭ひげを生やさず、また狩人にしては妙に線が細かったが、その理由がわかった。

　女性である。いや、もとは女性であった、というべきか。狩りに加わっている以上は、女性として生きる道を捨てたということなのだろう。

「アクア」

　クオンが、その名を口にした。
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「クオンだと？　『山抜け』のクオンか！」

　その名を聞きとがめた部族の男が激げつ昂こうした。『クオン』と聞いて、ほかの者も一様に驚きをあらわしたが、この男はひときわ目に激情の色が濃い。

「よくもぬけぬけと戻ってこられたな、不浄の血の裏切り者め。獲え物ものを追った先で、まさか友の仇かたきに出会おうとは」

　どうやら男はダッタの友人であったらしい。腰から蛮ばん刀とうを引き抜くと、

「そこを動くな！　テイ・ターラが使役される青銅の雄牛の角にかけて、おまえに憑ついた邪悪もろとも、おれが叩たたき斬きってやる」

　ぎらりとした刃を振りかざし、大股でクオンに近づいてくる。クオンが動くより早く、

「彼は裏切ってなどいないわ！」

　そう叫んだのは、身を起こしたばかりのセーラだ。

　あきらかによそ者の女に面と向かって怒鳴られ、男も少なからず驚いた。セーラはなお口を大きく開けて、

「クオンは誰も裏切ってなどいない。第一、彼がダッタを殺す意味なんてないでしょう！　デュー・ウェイって男に罠わなにはめられたのよ。それもわからずに……」

「やめろ、セーラ！」

　今度はクオンが叫びをあげて制した。肩にかけられた彼の手をセーラは必死で振りほどいた。

「なんでよ。あんた、誤解されたまま命を奪われていいっていうの？　まさか殺されるためにここへ来たわけじゃないでしょうに」

「口出しするな。おれが自分で説明する」

「さっきは逃げ出そうとしていたくせに？　あんたのほうこそどいてなさい。わたし、クオンの話を聞いてからずっとデューって男に頭に来ていたのだから。さあ、そのデューをここに呼びなさいよ。わたしがそいつになにもかも吐はかせてやるわ」

「セーラ！」

　もう一度クオンがその肩を摑つかんだ瞬しゆん間かん、セーラが思いがけないほど大きく体勢を崩した。はっとなってクオンは手を離したが、そのままセーラの身が横倒しになる。クオンは大急ぎでしゃがみ込み、セーラの頭を抱えた。額ひたいに大粒の汗がびっしょりと浮いていた。その割に血の気が薄い。呼吸も細く、荒くなっていた。

　クオンがどうしてよいかわからずにうろたえていると、セーラの足もとに屈かがみ込んだアクアが、有無もいわさずスカートの裾を捲まくりあげた。

　セーラの細い足首にいくつか穴が空あいていた。血は思ったよりも少ない。それよりも、傷口に濃い緑色をした粘ねん液えきがへばりついているのにクオンは唸うなり声を隠せなかった。

「アシナガの毒にやられたな」

　アクアがいった。クオンはほとんど反射的に『彼女』に怒鳴っていた。

「薬は──解毒の薬はないのか！」

「アシナガの毒に効きく解毒薬などはない」アクアが至し極ごく冷徹に答えた。「もし狩人かりうどの誰かが毒を受ければ、その身は呪じゆ術じゆつ師しに預けられる。確実に助かるわけでもないが」

　クオンの顔からも、見る見る血の気が引いていった。

　セーラは先ほどの無鉄砲な勢いが噓うそのように、目を閉じて弱々しく喘あえいでいる。もはや声を発することさえできない様子だ。

「た、頼む」クオンはわれしらず、震ふるえ声で哀あい願がんしていた。「セーラを──この女を、呪術師のところへ連れていってくれ。セーラはおれの事情とは無関係だ。だから」

「無関係であるなら、助ける理由もない」

　先ほど、蛮ばん刀とうを振りあげた男がうっそりと笑った。

　が、アクアが同調しかねるように首を振った。

「正気か、コルの兄上」

　アクアに血のつながった兄弟はなかったはずだが、『兄上』と呼んだのは、同じ姓を名乗る家の武人だからだろう。

「山を侵おかす者ならば、命を捨ててでも退しりぞけるのが戦士の役目。だが、この女はわれわれが追ってきた獲え物ものに傷つけられたのだぞ。呪じゆ術じゆつ師しに身を預けるくらいはよいではないか」

「その女が狩りの邪じや魔まをしたからだ」コルと呼ばれた三十がらみの男は肩をいからせて怒鳴った。「それにクオンは世話になったダッタを卑ひ劣れつな罠わなにかけて殺した悪人だ。その男とともにいる女もまた同罪。アシナガの毒を受けたのは、それこそテイ・ターラさまの思おぼし召めしであろう」

「コルの兄上、それは」

「黙れ、アクア。おまえはホロ当主の娘ではあるが、ホロにとっては新入りに過ぎない。女が兄に口出しするとは何事であるか」

　コルは怒りをぶちまけたが、それはアクアの側にも非常な怒りを呼び込んだ。腕にかけた装飾の輪を鳴らし、細面を赤くしながら『兄』に詰つめ寄って、

「コルの兄上は三つの過あやまちを犯した。まず、神官の立場でもないのに、山神さまの思し召しをおのれの感情ではかろうとした。二つ目は、この女に罪があるかのように口にした。山において、罪を裁定するのは、これも、神のお声を聞くことのできる巫み女こさまたちのお役目。最後に、兄上はホロの一員であるわたしを女として扱った。それはホロ一家に唾つばを吐はくほどの蔑さげすみであり、性を取りちがえられたテイ・ターラさまをも穢けがす言葉であるぞ」

　一いつ気き呵か成せいにまくし立てる。コルと呼ばれた男はいいかえせずに青ざめた。

　と、狩人集団のリーダーと思しき甲かつ冑ちゆう姿の男が、手綱を引きながら、

「ここで立ち止まっていたら別のアシナガに襲おそわれてしまうぞ。女を山中につれていく。クオンのことは長おさか巫女さまに任せる以外あるまい」

　そう決断した。

　狩人数名がヨロイグモの死し骸がいを大急ぎで解体しはじめ、その間、クオンは剣を奪われ、またセーラが携えていた銃も部族の男に拾いあげられた。

　クオンは促うながされる前に自らセーラを背負うと、かつての仲間たちとともに谷間の道を登りはじめた。

　セーラの体重は軽い。よくもこの身体でアリオンの山中を泣き言一ついわずに突破し、ケスマイ平原の旅についてきたものだといまさらながらにして思う。

　かろうじて日没前に、狩人たちが拠点にしている小屋に辿たどり着いた。

　セーラの身を横たえる。息が先ほどより荒くなっていた。その手が震ふるえているのを見て、クオンは自分の手で包んでやりたい気持ちがした。が、小屋についたと同時に、クオンはアクアによって足を縛られて、セーラから遠ざけられている。

「近くを修行場にされている呪じゆ術じゆつ師しの方がいたはずだ」

　と一人がいい、小屋を出ていった。

「動くなよ」コル・ホロが、小屋の片隅に転がされたクオンに歯を剝むいた。「悪あしき精せい霊れいを招き寄せるような真似をしてみろ。女をすぐにでも殺してやる」

　クオンはなにも答えなかった。たとえ足を縛られていなくとも、最初からこの場を動くつもりなどなかった。

　気が急せくばかりの時間が過ぎたあと、小屋を出ていった男が、呪術師をつれて戻ってきた。

　赤い色で染めた裾すその長い服を着ており、貝や獣けものの角、山で採れる輝石などを糸で連ねて、首から胸の位置にじゃらじゃらとぶらさげていた。伸び放題に伸びた髪には白い色が混じっている。額ひたいと目のほとんどが隠れるほどに太い帯を巻いており、その代わりというように、帯の中央に大きな目が一つだけ描かれていた。

　一般的に、民に神の声を伝える巫み女こは女性だけであり、同じく神職であるとされる呪術師は男性のみだ。彼らは人として神のそばに仕えるのではなく、人の身でありながら神にそなわった加護の力をわけあたえられている、とされていた。巫女と同様、あらゆる儀式を司つかさどるとともに、山中のあちこちに庵いおりを結んで、邪悪なるものの侵入を防ぐためのまじないをおこない、そして薬や毒の研究に明け暮れている。

　小屋にあらわれた呪術師は、二人の巫女を背後に従えていた。いずれも十代の少女だ。修行途中の身で、呪術師に預けられているのだろう。こちらは装飾品の一つもなく、無地の長衣を着ている。歳が近いということはクオンの顔見知りでもあったが、いまは気にもしていられなかった。

　呪術師はセーラの傍かたわらに膝ひざをつくと、まず傷口を確認した。巫女のほうに手を伸ばすと、少女の片方が革袋から薬草を束ねたものを取り出した。いったんそれで傷口を覆おおってから、

「アシナガの毒に特効薬はない」呪術師は誰にともなくいった。「ツノヘビの毒を用いる以外にないのだ。これにより、中和の効果が期待できるが、ただしツノヘビの毒自体も人の命を山神さまのもとに召しあげるほどのもの。体内で混ざりあった二つの毒はまた別種の毒と化して、患者は猛もう烈れつな熱に見み舞まわれる。それもひと晩以上は。命が助かるかどうかも五分五分、たとえ助かったにしても、目や舌、手足の動きを供く物もつとして捧ささげねばならんかもしれん」

　目が見えなくなったり、手足に支障をきたす場合があったりするという意味だろう。クオンは息を吞のんだが、声を発そうとはしなかった。

「ここでは準備が不足しておる。わが庵まで運ぼう」

　呪術師はいい、狩人たちに手伝わせながら、セーラを小屋の外へと運び出した。

　当然、クオンはついていくことができない。

　日没後の山中をうろつくのは危険極まりないので、その日は、小屋で泊まることになった。

　クオンは足を縛られたまま横になった。

　眠れなかった。

　考えまいとしても、セーラの様子が気になって仕方ない。いっそ縄なわを歯で嚙かみ切って、呪じゆ術じゆつ師しのところまで走っていければまだ気は楽なのだが、そんなことをすれば余計な反感を買って、セーラの治ち療りようも止められてしまうかもしれない。

　だから、歯を喰くいしばってでも、いまはこの時間が過ぎるのを待つしかなかった。

「あんた、馬鹿ね？」

　気がつけば、上からセーラがクオンの顔を覗のぞき込んでいた。知りあったときより長く伸びた髪でクオンの鼻び腔こうをさらさらとくすぐりながら、

「わたしが死ぬとでも思ったの？　お生憎あいにくさま。わたしは神さまと運命に愛されているのよ。どこかの野良犬とちがってね」

　べえっと舌を出した姿が、しかし急速にクオンの眼前から遠のいていく。追いかけようとしたクオンだったが、足がまるで動かない。

（そうか、縛られていた──）

　そう気づいた瞬しゆん間かん、クオンははっと目を覚ました。いつしか、うとうとしかけていたらしい。当然、セーラの姿などは夢が見せた幻に過ぎなかった。

　翌朝、一行は小屋を出た。

　足の縄こそ解かれたものの、クオンの前後は屈くつ強きようの狩人かりうどたちで挟まれている。

　セーラのことを聞いたが、

「呪術師さまからの連絡はない」

　という返事がひと声あったきりだった。

　いまは彼らに従う以外にはない。よほど山に慣れた狩人でもない限り、道とも見わけられないような道を、寡か黙もくに進んでいく。

　山中には、峠とうげごとに見張りのための櫓やぐらが立っている。そこには交代制で武人が詰つめており、

「見事獲え物ものをしとめたか！」

　一行が通り過ぎるたびに感嘆の声を送ってきたが、コルたちはその都つ度ど複雑な顔になった。彼らが運んでいるアシナガ──ヨロイグモの死し骸がいは、クオンとセーラがしとめたものだ。が、櫓の兵たちも、一行のなかにクオンがいることに気づくと、すぐに関心をこちらに移して騒ぎ出した。

「山抜けのクオンか？」

「そうだ、邪じや気き憑つきのクオンだ！」

　兵たちはいっせいにテイ・ターラの加護の印を切った。ダッタを裏切った、すなわち悪あしき精せい霊れいに憑かれながらも、儀式において処刑されずに生きのびているクオンは、彼らにとってはまがまがしい存在なのである。

「テイ・ターラの加護あらんことを」

「いや、まさしく神のお導きだ。テイ・ターラさまの追跡の木もく杖じようが、邪気を捕らえられたのだ！」

　頭上から様々な声が降り注ぐなか、いくつかの峰みねを越えた一行は、日没寸前、山頂を東に迂う回かいするコースを取って、岸壁に空あいた裂け目へとクオンを導いた。

　クオンは一いつ瞬しゆん身み震ぶるいするほどの寒気を感じた。

　覚えがある。獣けものが爪を振りあげるような形をしたこの岸壁の先は、罪人を閉じ込めるための岩いわ牢ろうになっている。クオンはかつて、デュー・ウェイから、

「おまえが父を殺した！」

　といわれた直後、この場所に閉じ込められたのだ。

　近くに祭儀場がある。岩牢に罪人が閉じ込められるたび、巫み女こたちはここで火を用いた占いをおこない、それぞれの罪状を決定するのである。

　裂け目のなかに身をくぐらされると、なかはそれなりの広さがあったが、進んでいくにつれて天井が低くなってくる。もっとも奥まった場所に鉄格子がはめられてあり、クオンはその向こうへと、今度は手足を縛られてから転がされた。

　クオンは一人取り残された。

　いますぐ罪状を決定するというのではなく、ひとまず集落中にクオンの来訪を伝えて、長おさや巫女たちの決定を待つまでのあいだ、ここに閉じ込めておこうというのだろう。

　また、夜が来た。

　横たわったクオンは常になく身体が重かった。日がな一日峻しゆん険けんな道を歩いてきた疲れがあった。クオンにはその日、食事を与えられていなかったので猛烈な空腹もある。さらには身を横たえた岩肌はじめじめとして冷たく、次第次第に体温が奪われていった。

　が、耐えがたいまでの疲労や空腹、そして身体の冷たさも、すぐにクオンは忘れた。

（戻ってきた。戻ってきたのか）

　昨夜は、セーラのことが気がかりで考えもしなかったが、いままさしく自分は、いったんは捨てたはずの故郷にいる。そう実感すると、クオンの目がくらんだ。身体に覚えていた苦痛の代わりに、心身に忍び寄ってくる影があった。

　それはぞっとするほどに冷たかった。

　なにやら粘ねばついた手を伸ばしてきたその影は、クオンの身体を撫なであげた。クオンの身体が震えた。それは、山に入る寸前のクオンを襲おそったものと同種類のよどみであった。

　クオンは考えまいとして、「はっ」と短く息を洩もらした。口は笑いの形になっている。

（前と同じところに閉じ込められるなんて、とんだ間抜け野郎だな、クオン。このあいだにあったこと、やったことはなんだったんだ。ただの夢か。おれは、実はただ長い夢を見ていて、この牢のなかから一歩たりとも動いちゃいなかったのか）

　そもそもの最初から、クオンのしたことは馬鹿げていた。

　はるばるケスマイ平原を越えてまで『牙きば連れん峰ぽう』へと戻ってきたのは、当然、故郷を懐なつかしがったからではない。料理屋で交わしたレオ・アッティールとの会話が脳裏にこびりついていた。

　公子にせがまれるまま昔語りなどをした。それから、公子がクオンの故郷を頼みにしていたことをセーラに説明された。

　最初はそれこそ、

（馬鹿げている）

　と思った。そんな馬鹿げたことを真面目に考えねばならぬほどレオは追おい詰つめられているのかとも。

　クオンは自分が強いと自負している。さらに、どんな戦いも敵の頭かしらを取ればそれでしまいだと思っていた。

　以前のクオンならば、ケスマイ平原を横断するような面倒はせず、グィンバーを馬で出しゆつ立たつしたあとは、『敵将』ダーレンのいるオルト・ローズに直接向かっていたろう。レオが苦しんでいるというなら、それを苦しめているダーレンさえ取れば、戦いはレオの勝利だ。

　──が、クオンとてコンスコン以降、多くを学んでいる。自分一人の剣ではとうてい不可能だろう、という判断とてできる。

（味方が必要だ）

　クオンは、急に、いても立ってもいられなくなった。

（そうだ、山に戻ろう。巫み女こたちがテイ・ターラの声を正しく聞けば、おれが罪に問われるなんてないはずだ。そこでやる気のある味方を募つのって、公子を助けられれば）

　いまクオンが置かれている状況を思えば、ずいぶんと楽観の過ぎる考えだ。

　いや、そのときですら、楽観というのとはちがう、むしろなにかに急せきたてられるような感情があった。

（いってみるか）

　いったんそう思うと、なぜ自分が山を長いこと離れていられたのか不思議なくらい、恐ろしいほどの切迫感がこみあげてきた。いってみるか、という思いつきは、

（いかねばならない）

　という決意にすぐさま姿を変えて、その思いに追われるがままにケスマイ平原を越えた。

　だというのに、いざ故郷の山々を目の前にしたとき、クオンはまったく種類のちがう──しかし根っこの部分では一つにつながった──感情に見み舞まわれた。

　クオンがセーラに話したとおりだ。

「恐ろしい」

　そう感じるととともに、クオンは、どうして自分がここまでやってきたのかわからなくなった。

　何度も触れてきたことだが、クオンは山にとって純血の身ではない。その一つの事実のみをもってして、親類、血族にすらそっぽを向かれてきた過去も前に述べたとおり。

　ようやくのことでそうした軋あつ轢れきから解放されたはずのクオンだ。

　自分に罪を押しつけて殺そうとする直接の害意のみならず、「純血でない」という後ろめたさも、そこから生じるしがらみや孤独、恐怖からも逃れ出て、自由を得たはずのクオンだ。

　それなのに、なぜ戻ってきてしまったのか。

　いかねばならない、というほどのあの切迫感はなんだったのか。なぜああも簡単に決意することができたのか。

　自分の気持ちさえも自由にならず、理解できず、そして挙句の果てには、こうして一年前にもならない過去と同じ牢ろう獄ごくに入れられて、怯おびえきっている自分がいる。

（なぜ、なぜ、なぜ）

　恐怖にわなないた。一度震ふるえれば、もはや身体の制御が利きかなくなった。

（死ぬためだけか？　わざわざ殺されるためだけに？）

「そうだとも」

　応じる声があった。気がつけば、あの粘ねばついた手を持つよどみが、いまはっきりとその姿をあらわそうとしている。クオンのわななきが大きくなった。

　その姿を見まいとしても、その声を聞くまいとしても無駄なことだった。それは知覚の外部に存在するのではなかった。

　よどみは真っ白い肌をしていた。岩牢の暗がりにあって、その目だけが赤々と輝かがやいてクオンを一心に見おろしていた。

　ゴスロだ。人としての知性も理性も失って、けだものと化したあのときのままの姿でクオンに覆おおいかぶさっている。

「おまえは死ぬために戻ってきたんだ」ゴスロは奇妙に生なま臭ぐさい息を吹きかけてきながら囁ささやいた。「よう、坊主。よう、クオン？　忘れたわけじゃないよな。おまえがこの手でなにをしたかを」

　ゴスロはその白い腕を伸ばして、クオンの手を摑つかんだ。老人とは思えない怪力にクオンの背が反りかえる。

「忘れるわけがない。おまえはその手にした剣でおれを貫いた。そしておれを熱い熱い火のなかにくべた。つまりはおれを生贄いけにえにして、おまえは山の一員として生きることを選んだんだ。だのに、逃げた？」ゴスロは真っ赤な舌を出して笑う。「馬鹿をいえ。逃げられるものか。それならおれはなんのために死んだ？　なんのためにおまえの剣で肉を、骨を、臓ぞう腑ふを貫かれた？」

「誰かを生贄にするということは、いずれ自分もそうなる運命を受け入れたということだ」

　もう一人のゴスロが、逆さまになってクオンの顔を覗のぞき込んでいた。いや、さらに一人が、地べたに頰ほおをくっつけた姿勢でクオンの耳に唇を近づけている。

「おれが『誰』なのか、もうわかっているはずだな？　何本もの剣で貫かれて、炎に焼かれることでおれはこの山と、精せい霊れいたちと、テイ・ターラと一体化した。そうだよ、クオン。おまえは自分の意志でここへ来たわけじゃない。おれだよ。おれが呼んだんだよ、クオン」

「自分で受け入れた運命じゃないか。この山に血も肉も魂たましいも捧ささげるという運命を」

「なあ、クオン」

　いつしか、正面から覆おおいかぶさっていたゴスロは、その姿かたちをクオンのものに変えていた。肌は白く染められ、目はいまにも血を滴したたり落としそうな色になっている。手足をつながれているほうのクオンが目を見開いて見つめていると、その真っ白いクオンの身体に四方から剣が突き刺さった。次いで、足もとに赤い光点が瞬またたいたかと見えると、それはたちまちのうちに全身を覆いつくす炎と化した。

「助けてくれ」

　クオンは叫んだ。もがいた。縛られたままの手足を懸けん命めいに振りまわして、ゴスロの姿を、あるいは炎に包まれた自分自身を振り払おうとした。

　しかし、剣を持たせれば一人前の剣士として敵を恐れさせる彼も、じたばたと足あ搔がいている姿は、大人に折せつ檻かんされて無駄に抗う子供同然でしかなかった。そんなクオンの姿を見て、ゴスロたちが笑い出した。

「助けて、助けて、助けて」

　クオンはあちこちに身を転がしながら叫びつづけた。やがてゴスロの笑いに、クオンその人の笑い声も唱和しはじめた。
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　ログレス司教亡きあと、コンスコン寺院はニールという男を新たな指導者に迎えた。

　もとは修道院の副院長をしていた人物だ。

　四十代になったばかり。髪を短く刈かりあげて、普段から清潔さを心がけているような格好をしている。感情が面おもてに出やすく、よく笑い、また友や弟子たちの苦境にはともに泣くような男で、平素から岩のような重みがあったログレスとは対照的だったが、生真面目なその性格は誰からも敬愛されていた。

　若いときは羊飼いをしていたが、故国を守るために剣を取った過去もあるという。

　そのニール、午前の聖務を終えると、歩いて山中の様子を見まわるのが近ごろの日課だった。

　寺院は、現在復ふつ興こうの真まっ只ただ中なかにある。アリオン軍の銃じゆう撃げきによって被害を受けた山門を、数人がかりで修復しているところでニールは足を止めた。

　戦いの際、この山門を引き受けていたのがニールである。彼も銃を手にして、必死に応戦した。いったん打ち壊こわした山門の残骸には血がしぶいている。ニールは、敵味方問わず、この地で亡くなった大勢の戦死者に哀あい悼とうの意を表し、また、自身の命があることに感謝する意味でも十字を切った。

　こうした建築物や門の修復には、レオがコンスコンに預けた親衛隊のうち、半数ほどが協力してくれている。人手は一人でも多いに越したことはなく、ニールは彼らに感謝した。が、親衛隊には親衛隊の思惑もあるようで、修復作業にかかっていない残り半数の兵たちはなにをしているかというと、聖堂がある裏手側の木を伐ばつ採さいし、広こう範はん囲いにわたって地面を平らにならす、という作業を一日汗みどろになりながらおこなっていた。

　ニール司教の補佐役で、また親衛隊にも名を連ねているカミュが、現在、数名の護衛とともにアリオンへ赴おもむいており、そこにて飛ひ空くう艇ていの買いつけをしている。公子から命じられたことらしい。この平らな場所は飛空艇乗りを育成するための訓練場であり、またゆくゆくは、数十名が乗り込める規模の船をも購入する予定だから、これらの船の発着場にするつもりだという計画をニールは打ち明けられていた。

（公子どのも精力的な）

　ニールは感心していた。もともとログレス司教の薫くん陶とうを受けた身だから、身を守るための武装を強化することに異論はない。力がなければ教えを守れない、というのは、いみじくもログレス司教本人がその命をもって証明した格好でもある。

　そうして若者の精力に感心する一方で、ニールはきな臭くさいものを感じないわけにはいかなかった。寺院にも、アトールの様子は伝わっている。レオが諸しよ侯こうにいくさを吹っかけた事実も、その後、レオの立場が国内で危あやうくなりかけているということも、ニールは承知していた。

　親衛隊を預けられたのもそれが原因であるし、彼らがここでいわゆる『空軍』の準備をしているのも、一時敗北を喫きつしたレオがいずれ軍事力をもっての反攻を目もく論ろんでいる証であろう。

　レオ・アッティールが、寺院にとってまたとない協力者なのは事実だが、同時に、危うい存在にもなりかねないのではないか、という憂ゆう慮りよをニールは抱いだいていた。

（家臣に力を示すためならばまだよい。しかし、それ以上に恐ろしい野心を抱いておられたとするなら）

　レオは第二公子だ。将来的にはその兄ブラントンが父のあとを引き継いで公王になるのだろう。が、もしもレオがそこに異を唱える──、すなわち、「自分こそが公王にふさわしい」と主張する──つもりであり、さらには、いざというときが来た場合、よしみを通じている寺院に協力を頼むつもりであったのなら。

（われわれは選択を迫られるであろう。国の権力争いになど加担できぬ、と突っぱねるのが正道だとは思うものの、しかしその場合、レオ殿下が次代の公王になられた際にはわれらとアトールとの関係が悪化する恐れがある）

　アリオンとはいったんの和わ睦ぼくが成立したとはいえ、かの領内にはいまだ寺院に敵対的な論を振りかざす者たちも多いと聞く。ここでアトールとの関係にひびが入れば、寺院は東西を敵意に挟まれてしまうのだ。

（ただ神の与えたもうた訓戒のままに清貧な生活を送り、その教えを一人でも多くの者に広めたいだけだというのに、どこであれ、権力や戦いはつきまとってくるものなのだな）

　ニールは慨がい嘆たんした。

（そしてそれゆえ、いかなる力にも脅おびやかされぬよう、悲しいかな、こちらとて『力』が必要になる──）

　結局はログレス司教の主張に舞まい戻った。

　こうして、頭の片隅に小さからぬ不安を抱えたままの日々が過ぎた。

　数日後にはカミュが帰ってきた。飛ひ空くう艇ていは六機購入できたようだ。ガーベラ王国製の羽ばたきオーソニプター型飛空艇である。魔素エーテルの反発作用に加えて、文字どおり鳥のごとく翼をはためかせて飛行するタイプで、現在主流の、翼を動かさない型に比べると旧式に当たる。航行速度、限界高度、航続時間、すべての面において物足りなさがあるものの、浮遊の安定性は抜群に優れており、エンジンも低コストで済むためにいまも広く用いられていた。飛空艇の主材料となる無重量金属──竜の化石から精せい製せいされるため、空を飛ぶ船は総称して『竜石船』とも呼ばれる──の精製がさかんなガーベラにおいては、飛空艇製造とその搭とう乗じよう者しやの技術がひときわ優れているといわれており、カミュが比較的安く買ってきたこれら飛空艇も、もともとはそのガーベラで新人育成のために用いられていた機体らしかった。

　さらにカミュは、見慣れぬ男を一人雇って、寺院にまで同行させていた。もとはガーベラの飛空艇乗りで、祭りなどでおこなわれるレース競技にも参加したことがあるという。カミュは彼を、整備から操縦法にいたるまでの教官に据えるつもりなのだ。

　さっそく翌日から訓練がはじまった。親衛隊においても若い男たちがこの訓練にこぞって志願した。新しいおもちゃを与えられた子供同然のはしゃぎようだ。

　教官がまず手本を見せた。低空を羽ばたいた艇ていが、エンジンに金属のきしるような音を立てさせつつ離陸。

　艇の外見は大おお鷲わしを模している。全長三メートルほどの、まさしく人工の鳥が空を舞いあがる姿に、修復作業にかかっていた男たちが見み惚とれた。ぽかんとしたり、歓声を飛ばしたり、怯おびえたりしている彼らもまた子供のようだ。

「あまり上ばかりに気を取られて、運んでいる木や石を足もとに落とさぬようにな」

　その日、またも山中を歩きまわっていたニールは、親しみを込めて声をかけた。

　別の場所に赴おもむいたとき。

　こちらでも、やはり飛空艇に大勢の人間が気を取られているかと思いきや、一人の男が皆に熱弁を振るっていた。男はどうやらログレス司教のことを話題にしているらしく、思わずニールも足を止めて耳を傾けたくなったのだが、

「なんともご立派な方であられた。ご敬けい虔けんなる生き方もそうだが、なによりその死にざまにこそおれは強く胸を打たれた」

（死にざまとは）

　ニールは不快そうに眉まゆをひそめた。まるで司教が一介の武人のようではないか。

　ログレス司教が自決したそのやり方がすさまじい、と男はつづけていうのである。

　この男、もともと傭よう兵へいとしてこの寺院に赴おもむき、麓ふもとの村で家庭を持つことで地域に定住した身らしい。戦地において、もはや動くもならぬほどに痛めつけられていた仲間が自害するところを見たことがあるという。

「最初は、司教みずから短剣で首を搔かき切られた傷が致命傷かと思われていたが、その後調べてみると、司教はなんとご自身の心の臓をも突かれていたようだ。その短剣、司教の亡骸なきがらが発見されたときには床ゆかに落ちていたというではないか。つまりは、柄つかを固定していたわけではなく、剣を手にしたまま、自分の胸を深々と刺し貫いたということになる。生なま半なかなことでできるものではない」

　司教は自力で心臓を貫き、なおかつ引き抜いたのだ。なるほど、光景を想像するだにすさまじい。

　ニールは知らず知らずのうちにまたも十字を切っていたが、同時に、強い違和感を覚えていた。

　ログレス司教ならば、確かにそれほどのことはしてもみせようが、だがそうする必然性もまた感じないのである。

（覚悟を見せつけようとなされたか。かつて親しん睦ぼくを深めていたアリオン王に対し、これ以上の横暴を許さぬという、文字どおり決死の覚悟を──）

　アリオンの攻勢にあって陥かん落らく寸前だったコンスコンを救ったのは、レオ公子だ。アトールから援軍を率いて駆けつけて、敵指揮官ヘイデンをも討うち取った。が、ただ単にそれだけでは一時の勝利をおさめたに過ぎず、むしろ、いくさが泥どろ沼ぬま化かしていた可能性も否定できない。すなわち、司教が自決したからこそアリオンも矛ほこをおさめる決意にいたった事実がある。

（そう、司教の死が。司教が亡くなられたからこそ──）

　ニールの眉み間けんがぴくりと蠢うごめいた。

　とある恐ろしい考えが頭の片隅に湧わき起こったのだ。




　同じころ。

　レオ・アッティールもまた、グィンバーにおいて心穏おだやかならぬ日々を過ごしていた。

（ダーレンがいつ動くか）

　と神経を尖とがらせていた彼は、珍しくこの場を動かず、サヴァン・ルーの居城において軍の整備を手伝っていたのだが、思いのほかダーレンは時間をかけた。

　というより、時間をかければかけるほどに、事態はダーレンにとって優利に働いた。

　いまやレオが軍勢を率いてダラムに侵攻した話は公国全土にいきわたっている。コンスコンの一件以来、レオに対しては慎重な態度を保っていた諸しよ侯こうも、公子への非難に足並みを揃そろえはじめた。すでにダーレンの味方であろうとレオたちが目していたオズエルを筆頭に、以前ヘイデンを主しゆ賓ひんとした晩ばん餐さん会かいで顔をあわせたことのあるトカマクー、パーシーの婚約者の父であるギムレーがこれに加わり、

「公子が声高に主張していた常設軍は、われらが領土を食い荒らすためのものか」

「公子殿下から適切な釈しやく明めいがない以上、いますぐ解散していただこう」

　などとレオに反する意見を並べた。

　民衆の支持も目に見えて落ちはじめた。あれほど人気だった、レオを主役とした芝しば居いの演目も客足が遠のきはじめた。また、フロリーとの結婚がなかなか執とりおこなわれないので、「アリオンとの関係がまたも悪化したのではないか」と要らぬ噂うわさを呼び込んでしまい、その原因はやはりアリオンと敵対したレオにあるのではないかという、いまさらながらの話が蒸しかえされもした。

　レオは自らの誤りを認めざるを得なかった。

　いつダーレンが攻めてくるかわからぬ以上、ずっとグィンバーに留まっているつもりだったのだが、それが、首都ティワナ内におけるダーレンの活動を許してしまった。ダーレンは抵抗も邪じや魔まする者もないまま自由に振る舞まい、着実に「味方と支持」を得た。レオの側に置き換えるなら、それはすなわち「敵と悪意」を増やすだけの結果となった。

　しかも、レオとサヴァンはグィンバーの領内で兵を集めている。

　ダーレンを警戒すればこそであるが、皮肉にもこれこそがダーレンが軍事行動を起こすのに絶好の大義を与えた。

　いまやダーレンは、

「サヴァンこそがレオ殿下の青年らしい志こころざしを利用し、ねじ曲げて、自分の味方につけた大悪党だ。彼は寺院とよしみを通じている。公子を改宗させたのも彼の意図だ。十字教の拠点をアトール国内に次々と打ち立てる振りをして、実際は自分の勢力を広げようとしているのだ。親衛隊の件もいうにおよばず。サヴァンはわれらから金と人員を奪って、おのがための私兵集団をつくりあげたのだ」

　そう強く公言しており、

「あるいは、公子を別荘地で襲おそった賊ぞく集団というのも、彼の差し金ではないのか。いまもサヴァンは兵を集めているという。ついに本性をあらわして、各領土に兵を向けてくるぞ。差しあたっては、わがダラムか。以前も採石場を巡っての問題などをでっちあげてわたしを罠わなにはめようとしたことがある。それに、こうして目もく論ろ見みを看破したわたしに憎しみを抱いだいてもいよう。まずはその口を封じるため、明日にでもダラムに侵攻してきても不思議ではない」

　と立てつづけに述べて、宮廷内、首都内の世論をひきつけていた。

（まさしくだ）

　レオ・アッティールは身体中の血が煮えたぎりそうな怒りを覚えた。

（まさしく、「明日にでも」奴やつのほうこそ侵攻してきても不思議じゃない。むざむざぼくがその土ど壌じようをつくりあげてしまった）

　マグリッド王は別荘地での事件を、「調査する」といったきり、具体的に動いている様子はない。何回か、レオとダーレンの双方から使者を介して事情を聞いただけだ。レオが直接面会したアリオン王の言葉ではないが、

「互いの誤解が重なった上でのこと」

　ということにでもして幕引きを図はかるつもりではないのか。レオは改めて父王にも怒りの感情を差し向けた。

（公王の血族に家臣が刃を振りあげたその事実を、なぜ重く受け止められない。その血塗られた刃が、血筋を同じくする自分にもいずれ降りかかるであろうと、なぜ考えられないのか。事態を動かすのが怖いか。平へい穏おんと秩序という、堅くももろいその事態を突き崩すのが恐ろしいか。そう、もろいのです、父上。表面上はなにも変わらぬように見えて、『秩序』というものは絶えず姿を移ろわせている。ひとまずの争いから目を背けてさえいれば守れるというものではない。争いから目を背けた、その事実一つをもっても『秩序』はきっとあなたの思うような形を維持できず、いまも姿を変えている。ダーレンがその象徴ではないか。彼は、公王が望むままの『秩序』を担になっている顔をしながら、しかし心の底ではまたとない騒そう乱らんを──ぼくと、サヴァンへの復ふく讐しゆうのため──起こそうとしているのだ）

　レオの胸中は荒れていた。

　相談役になり得るパーシーもカミュも近くにおらず、ひと月前には、クオンとセーラも揃そろって姿を消した。理由のいくらかは推測できる気もするが、置き手紙の一つもなかったので、確証はない。まるで、味方の一人もいず、暗くら闇やみのなか、ただ周囲の好奇心に取り囲まれていた晩ばん餐さん会かいのときに逆戻りしたかのようだった。




　　　　　　　３




　長い長い夜だった。

　ゴスロや、生贄いけにえと化した自分自身の姿がようやく消えたかと思えば、今度は空腹と喉のどの渇かわきがクオンの心身を傷つけた。

　眠ろうとしたが、できなかった。眠りに落ちかけるたびに、ふたたびよどみがあらわれてクオンを取り巻き、嘲あざけり、罵ののしって、そして笑う。クオンは両目をこじ開けざるを得なかった。

　一年と遡さかのぼらない過去、クオンは、同じ岩いわ牢ろうのなかから何者かに助けられた。

　もう一度、暗がりの向こうから腕が伸びてきて、自分を外へ引っぱり出してはくれないだろうか、とクオンはむなしい願いを脳裏に描いた。

　過去、自分を解放してくれた人物が誰であったのか、いまになってもクオンはわからない。本物の戦士ラガだったのだろうか。ラガには邪気を祓はらう力があるというから、それで真実を見抜いて、クオンをこっそり助け出してくれたのかもしれない。いや、しかしラガにしては背が低く、体格も不足していた。では何者か。この集落に、山の掟おきてを破ってまでクオンを助けてくれるような人物があるだろうか。あるいは、それこそテイ・ターラの遣つかいであったのか。

　クオンの思考は乱れ放題に乱れた。

　夜はなおつづく。

　もしかするとこのまま一生明けないのでは、と何度もクオンは考えた。そうなれば、火あぶりにされることもない。だがその代わりに、クオンは空腹と喉のどの渇かわきと、癒いやされない、灰色の重りを載のせられたような疲労とに見み舞まわれて、じわじわ消しよう耗もうさせられていくだけだ。

　クオンは、ようやくのことで昇った朝あさ陽ひが、岩いわ牢ろうのなかで白骨化した自分を淡く照らしている光景を想像した。

　彼は自分でも気づかないうちにすすり泣いていた。




　鉄格子の扉が開く音でクオンは顔をあげた。

　時間の感覚がおぼろげになっている。ここに閉じ込められてからもう何日も過ぎ去った気がしていた。いったんは身体の苦痛を上まわるほどだった恐怖も、いつ終わるとも知れない、変化のない時間の経過とともに磨ま耗もうして、感覚が鈍にぶくなり、肉体の苦痛だけがじわじわとクオンを衰すい弱じやくさせていった。

　だから、扉の開く音に気づいたときも、

（殺される）

　という恐れよりも、むしろ変化を喜ぶ感情が上まわったくらいだ。

　鉄格子を開いてなかへ足を踏ふみ入れてきたのは、部族の長おさスオーだった。護衛らしき人間を一人のみともなっているのがぼんやりと見える。

　スオーは大変な老人だった。クオンが生まれたときからすでに老人で、幼心にも、自分が寿命で最期を迎えるにしても、やはりスオーは同じ姿のまま、部族の長としてそこにいつづけるのではないか、と思うときもあった。

　クオンには、その白い髪も、垂れさがった長い白い眉まゆ毛げも、妙に懐なつかしく感じた。山を飛び出てからまだ一年と経たっていない。自分の死を告げる使者の役目であったかもしれないのに、飛びつきたい誘惑に駆られたくらいだ。が、スオーのほうは昨日出会ったばかりという顔で、

「クオンか」と小さくつぶやいた。「こうしてふたたび会うことになるとは思わなかった」

「テイ・ターラ神のお導きでありましょう」

　スオーがともなっていた唯一の武人がいった。たくましい上半身をさらしている。額ひたいの左右に牙きばめいた装飾品が伸びていた。獣けものが口を開けた形を模した仮面を、顔の上半分にのみつけているのだ。

　戦士ラガだ。その姿をひと目見て、クオンは、自分の知るラガとはちがう人物であることがわかった。とともに小さく目を見開いたが、恐怖のみならず、あらゆる感覚が麻ま痺ひしつつあった彼は、それ以上どのような感情を露あらわにすることもない。「起こせ」とスオーがいい、ラガが自分の肩に手をかけつつ壁に背をもたれかけさせたときも、ほぼ無反応であった。

　スオーはしばし、そんなクオンの様子を垂れさがった眉まゆの下からじっと観察していたが、

「なぜいまになって戻ってきた？」と聞いた。「こうなることはおまえとてわかっていたはずだ。まさか一年にも満たぬ月日が罪を許してくれると思っていたわけではあるまい」

「山を離れて獣けもの同然に放浪しているのが恐ろしくなったのだろう。罪人であれ、テイ・ターラの加護を離れては生きていけぬのです」

「ラガ、口を挟むな。わしはクオンに問うておる」

　ラガはかしこまった態度で一礼した。スオーはクオンを見据えながらもう一度同じことを聞いた。

　クオンはしばしぼんやりとしていたが、ラガのぶ厚い手で頰ほおを叩たたかれると、うっとうしそうに首を振った。何度も咳せきをしたのち、

「わかった。しゃべるよ」

　という、がさついた声を他人のもののように聞きながら、クオンは集落を出て以降の自分がなにをしてきたかを簡単に語りはじめた。

　コンスコン寺院で傭よう兵へいをしていたこと、そこで知りあった仲間とともに敵陣へ奇き襲しゆうを仕掛けたが、結果としてアトール公国のレオと奇妙な出会いを果たすこととなり、以後は彼に従う立場でヘイデンやダーレンと戦ったことまでを話した。

　感覚の麻ま痺ひもさることながら、こうして他人じみた声で話していると、本当に自分がしゃべっているのかどうか、いや、そもそもこんな体験を自分がしたのかどうかも怪しくなってくる。

　ラガも同じことを考えたらしい。もともと口下手なクオンの言葉に耳を傾けているのも苛いら立だってきたか、

「もうよい。長おさよ、こんなことを長々と聞いてなんになるというのです」

「口を挟むなといったはずだ」

「獣や敵を狩るためならば、陽ひが何度巡ろうとじっと待ちつづけることもできようが、いまの時間には意味がない。土ど台だい、こ奴やつのいうことなど口から出任せに過ぎない」

「なぜそう思う？」

「クオンは生まれついたこの集落でさえ、まともな友も仲間もいなかった。あまつさえ、世話になっていたはずのウェイの棟とう梁りようをも殺したような奴です。この男が、慣れぬ文明圏で主や仲間を得ながら戦ったなどとはとても信じがたい。もしどこかで雇われ兵をやったにしても、その日のうちに騒さわぎを起こして殺されるに決まっている」

　戦士ラガと集落の長スオーはこのとき気づかなかった。手足を縛られ、壁に背を預けている姿勢のままクオンはかすかに笑っていたのである。

（そうだ。本当に、そうだ）

　クオンは、まるで自分の話が他人のつくった物語のように思えていた。

（おれは、ダッタが死んだあと、やっぱりあの岩いわ牢ろうのなかにずっといたんだ。そのあいだのことなんて夢に過ぎない。忌いみ子ごで、身体に流れる血の半分が人間じゃないおれが、山から抜けられるはずはなかったんだ──）

「口も利きけなくなったのか、クオン」ラガが小さくせせら笑いを洩もらした。「慣れぬ噓うそなど口にするものではない。どうせおまえのことだ、ただその辺を子ウサギのようにはしっこく逃げて身を隠しつづけていたのだろう。しかしもはや逃げきれぬものだとあきらめて、ここへ──」

「噓などではないわ」

　ここにいないはずの人物の声がした。

　岩の裂け目に手をかけてあらわれたのは、セーラだ。

　また、幻なのではないか、とクオンは疑った。




「何なに奴やつだ」

　ラガが腰の剣に手をかけたが、つづいて裂け目の入り口に顔を出した人物に気づくと、はっとした様子になって柄つかから手を離した。

「手を貸さんかえ」

　しわがれた声に促うながされるまま、ラガが大急ぎで裂け目のほうに足を運んで太い腕を伸ばす。その手に引きあげられて内部へと入ってきたのは、巫み女このなかでも最上位に当たるミストだった。

　スオーよりもさらに歳を重ねているというこの老ろう婆ばは、腰がひどく曲がっていて、いまでは自力で歩くこともできない。集落を移動する際は、兵たちの担ぐ籠かごに乗る。その目は年齢の経過とともに重く垂れさがった瞼まぶたに塞ふさがれており、おそらくは視力もほとんどあるまいと思われるのに、クオンのほうに顔を向けるなり、

「ほう、クオン。クオンだ。まちがいないわ」

　奇妙に楽しげな笑い声をあげた。

「これは、ミストさま」スオーが胸に手を当てて、巫女に対する挨あい拶さつをした。「なにゆえ、このような不浄の牢獄へ？　もしや、おんみずから裁定の声を聞かんがために？」

「確かにこの子はテイ・ターラの裁定の声を待たずして山抜けした。わしが改めて声をお聞きしてもよかろうがよ」

　ミストはラガの腕に腰を支えられつつ笑って、骨ばった指をセーラのほうに向けた。

「それよりは、この娘よ。今朝、テイ・ターラのお慈じ悲ひにより目を覚ましたばかりの娘が、どうしてもクオンのところにいくといって聞かぬ。巫女を通じて、なにやら面白い話も聞けた。そこで、この老骨を折ってやってくる気になったのだ」

「話？　話とは」

「そのほうらも聞いたのではなかったか。山抜けをしたクオンが、なぜわざわざ戻ってきたか」

「彼の言葉など一つたりとも信頼できませぬ」

　ラガが唸うなったが、

「彼は噓うそなどいっていないわ」

　セーラがまたも真っ向から異を唱えた。ラガの仮面に描かれた獣けものの目が見据えてくるのにもひるまず、

「彼はまぎれもなく、アトール公国第二公子レオ・アッティール殿下、その傘さん下かにある親衛隊の小隊長。わたし、コンスコン寺院の修道女セーラが請うけ負おうわ」

「テイ・ターラのいただくキヅタの冠かんむりにかけて、異教の遣つかいが口出しすることではない」

「まあ、話を聞け、戦士ラガ。物事は剣と力こぶだけで解決できるものではないのだ」

　巫み女こミストにたしなめられては、ラガも口を挟めない。

　ミストに水を向けられたセーラは、改めてスオーの前に膝ひざをついた。

「集落の長おさスオーさまを見込んでのお願いがあり、アトール公国公子レオ殿下の名にて馳はせ参じました」

　クオンはそんなセーラの姿をやはりぼんやりとしたまま眺めている。

　彼にとって、スオーとセーラはまったく別の──いわば異なる世界に位置する存在であったから、その二人が向かいあって話している光景自体が奇妙なものだった。

　まだどこか幻を見ている気分のクオンをよそに、セーラは驚くほどすらすらと用件を述べた。

　主君たるレオ・アッティールが、現在、悪あく辣らつな罠わなにかかって、苦境にあること。

　その窮きゆう地ちを脱するには、屈くつ強きようの兵が必要であること。

　親衛隊小隊長クオンの故郷に、その義戦にふさわしい兵がいると知って、レオ・アッティールが関心を示したこと。

「お力添えをお願いします、スオーさま。当然、皆さまのお心にかなうような謝礼も準備いたしております。この山に培つちかわれし武勇の力を、なにとぞ正しき義を貫かんとするレオ公子にお貸し願いたい」

　今朝まで高熱にうなされ、苦しんでいたとも思えぬほど流りゆう暢ちように、そして人の心に訴える熱量をもって、セーラは語り終えた。

　スオーは感心したようにこの娘を見つめていたが、

「そのために、危険なケスマイを越えてまではるばるやってこられたか。まことにご足労であるが」スオーはその長い白しろ髭ひげごとかぶりを振った。「わが部族は、この山以外で起こるどのような争いにも加担しない。これまでいかなる勢力にも与くみしたことがなく、また、どのような脅おどしにも屈したことがないのだ。そこに正しき義があろうと、どれほどの謝礼が山と積まれていようと、われらにはかかわりのないこと。弱き者は滅び、強き者が栄えるばかりのことである。そう、レオという方にお伝え願いたい」

「しかし、スオーさま」

「くどい！」ラガが太い叫びを放った。「すでに長おさによる決定はなされた。これを覆くつがえすには、部族最強の戦士であるおれを打ち倒さねばならぬ。そして部外者のおまえにそれをなす権利はない」

「そういうことだ。いますぐ立ち去っていただきたい。レオ殿下の顔を立てて、そなたが山を降りるまでは戦士数名をつける。馬も糧りよう食しよくも与えよう」

　スオーはいうと、すでに部外者への興味をなくした様子で顔を背けた。目配せを受けた兵が詰つめ寄ってくるのを見て、

「お待ちください」セーラがあわてて言葉を連ねた。「わたしには山を出ろ、とおっしゃいますが、では、クオンはどうなさるおつもりです」

「クオンはわが一族の人間なれば、それこそ部外者が口出しすることではない」

　応じたのはラガ。セーラは怖れも知らず、きっと彼をにらんだ。

「彼を殺すつもり？」

「クオンは罪を犯した身だ。その償つぐないがいかなる形になるかは、人の身であるわれらには計り知れぬこと」

　あとは神の裁定に委ねるのみ──、そういう意味でラガはいったのだろうし、セーラはそれを、

（クオンに死以外の運命はあり得ない）

　と受け取ったのだろう。青い顔をしたまま、ぐるりと周囲を見渡した。味方はいない。セーラの話を聞いて「面白そうだ」といい、ここへつれてきてくれたミストも口添えしてくれる気配はなかった。瞬しゆん間かん、セーラの表面にまとわれていた丁重な態度が搔かき消えて、クオンがよく知る表情が代わりに浮かびあがった。つまりは、怒りを爆発させる寸前の顔になった。

（この野や蛮ばん人じんども！）

　いまにもそういいだすんじゃないかと、クオンは冷やりとした。

　つまるところ、このとき、冷たい石のごとく麻ま痺ひしかけていたクオンの手足、あるいは心そのものにじわりとした血のあたたかみが戻りつつあったということだ。

（もういい、よせ、セーラ）

　クオンはひび割れた口を懸けん命めいに動かして声を発しようとしたが、それより一瞬早く、セーラはその場の誰もが予想だにしない言葉を口にしていた。

「それは、許されないことよ」

「なにが許されぬ」

　ラガが聞いた。セーラは彼を、というより、その場にいる山の民全員を──クオンを含めて──にらみつけた。

「決まっているわ。クオンを殺すことよ」

「では、誰が許さぬのだ」ラガはかすかに笑みを含んだ声でいった。「おまえの信じる異教の神か。クオンを殺した瞬しゆん間かん、その天罰がわれらに降りかかるとでもいうのか。くだらん。テイ・ターラの加護を受けしわれら、そのような脅おどしに屈くつするとでも……」

「許さないのは、神でも、わたしでもない。レオ・アッティール殿下よ」

　セーラは矢を射かけるような声こわ音ねでいった。切れあがった目に力を込めながら、

「さっきもいったとおり。クオンはいまやレオ公子殿下の臣下だわ。彼が援軍要請に赴おもむいた地でむごたらしく命を落としたと聞けば、当然公子は放っておかない。すなわち、彼に手を出すことは、アトール一国を敵にまわすことを意味する。それは、どの争いにも加担しないという部族の方針に反するのではないかしら？」

　そう言い放つ。

　一瞬、戦士ラガが押し黙った。

　と、部族の長おさスオーがいったん失いかけた関心を戻して、

「人知れず命を落とした臣下の運命をどうしてレオ公子とやらが知ることになろう。おまえたちはここではなく、ケスマイ平原でアシナガに襲おそわれたのかもしれぬ。あるいは国境を越える前に山さん賊ぞくどもにつけ狙ねらわれたやもしれぬ」

　という。それは、

（クオンのみならず、口封じのためにおまえをも殺してもよいのだ）

　という意味を言外に含んでいたろう。

　が、セーラは屈せず、

「気づかなかった？　わたしたちはたった二人で来たわけではないの。遊牧民たちの一派に道案内してもらったのよ。彼らは、わたしたちがこの山へ入っていくつもりだと知っていたわ。そしてわたしたちがひと月のあいだに帰らなければ、必ずやアトールの捜索隊が国境を南下してくる。そこで遊牧民たちに詳しい話を聞きだすでしょうね。そして、この山中にてクオンやわたしの足跡が途絶えていると知ったレオ殿下は、さて、あなた方をどうするのでしょう」

　と逆に脅しをかけてみせた。

　先ほどとは逆に、今度は、口を閉ざしたスオーに代わって、

「やってみせろ！」

　ラガが吠ほえ声ごえをあげながら一歩進み出てきた。

「われわれはどんな侵入者も退しりぞけてきた。アトールであろうがなんであろうが、テイ・ターラの加護と戦士ラガの力がある限り、この山においてわれらにかなう者などありはしない」

　クオンは驚きを通り越して、一瞬、啞あ然ぜんとするような心持ちになっていた。

　セーラは馬鹿げたやり取りをしている。クオンを放っておけばそれでしまいになるというのに、クオンと部族の運命を秤はかりにかけ、さらには自分の命をもその隣となりに並べて、命いのち懸がけの取り引きをやろうとしているのだ。

（なんて馬鹿だ）

　思わず、そう思った。コンスコンで山さん賊ぞくの頭を撃うちぬく彼女を見たときと同然の感情だったが、そのとき、彼は小刻みに震ふるえているセーラの脚を目もく撃げきしていた。

（なぜだよ、セーラ。どうしてこんな馬鹿げたことをする）

　クオンには理解不能だ。そして理解不能なことばかりをするのがセーラなのだ。

　セーラばかりではない。

　山を飛び出たクオンには、そこで出会った多くの者たちや、多くの事柄が理解不能だった。

　テイ・ターラとちがう神を信しん奉ぽうする者たちも、隣りん国ごくと戦っていたかと思えば今度は自国に刃を向ける貴公子も、国に危険が迫っているとわかっているのにいっこうに立ちあがらない者たちも、そして都市圏に存在するいくつもの風習も、彼には理解不能だった。

（あ）

　クオンの脳裏に、まざまざとあれこれの場面が巡りはじめた。最初は、それらは灰色に暗く沈んでいて、現実からかけ離れた物語の挿さし絵えさながらだったのだが、じっと見守っているうちにぼんやりと淡い色が灯ともりはじめた。色は次第次第にその種類と明るさを増していき、やがては色の洪水と化して記憶にあるあれこれの場面を鮮やかに彩いろどりはじめた。

「この男が、主や仲間を得ながら戦ったなどとはとても信じがたい。雇われ兵をやったにしても、その日のうちに騒ぎを起こして殺されるに決まっている」

　ラガは先ほどこういった。

　まさしくそのとおり、クオンはコンスコンに雇われて日も浅いうちに騒ぎを起こした。もう名前も忘れてしまった山賊の首領と食事を巡って争ったのだ。首領には手下が大勢いたが、クオンはただ一人きり。下手をすれば殺されていた。いや、あの場面で殺されずとも、同じようなことを繰りかえしていれば、いつか必ず殺されて、雑草の生い茂った道端にて、誰にもかえりみられぬ屍しかばねをさらすことになっていただろう。

　いまになって、自分でもそう思う。なぜそれほどまでに愚かしい自分が、慣れぬ文明圏の生活といくさの只ただ中なかでここまで生きながらえてきたのか。

　なぜ──とは、考えるまでもなかった。

（一人じゃなくなったからだ）

　コンスコン以降の戦いを思いかえすとき、クオンの傍かたわらには必ず誰かがいた。

　戦いばかりではなく、日常の場面においても、

「クオン」

　と声をかけてくる誰かが、必ずいた。

「また喧けん嘩かか、クオン？」

　パーシーが鼻の頭に皺しわを寄せながら、それでも仕方なさそうにいい、

「クオン、そろそろ経典の一説もそらんじられるようになったであろうな。なに、まだだと？　今度つきっきりで教示してやるから、逃げるなよ」

　カミュがいかめしい顔つきでいい、

「クオン！」

　セーラがこちらの姿を見かけると、修道衣の裾すそをはためかせながら駆けてきた。

　クオンは身に覚えなどなにもないのに、彼女にそうやって迫られると、自分がなにか彼女にひどく悪いことをしでかしてしまったのではないかという、おかしな後ろめたさを覚えるときがある。セーラの感情が常にまっすぐすぎて、常にこちらが糾きゆう弾だんされる側であるからだろう。たとえそれが、

「この前の勝負、終わってなんかいないわよ。今日はなにをしようか。駆け比べは次の機会でいいとして、種飛ばしでは負けたことなどないのだから」

　こんな理不尽な理由によるものであったとしても。

　そしてもう一人。レオ・アッティール。

　生まれついてから長い時間をともに過ごした部族の男にさえ、

「文明圏で生きていけるはずがない」

　と断じられたようなクオンを配下におき、時には数百の隊を預けもした。

　個人的な会話はほとんどない。両者が声を交わした時間をすべて足しても、おそらく三時間以上にもなるまい。

　それでも、クオンはクオンで、レオの置かれている苦境は理解していた。その上でレオがやろうとしていることにわずかばかりであるものの共感を覚えてもいた。

　クオンの、毒で麻ま痺ひしていたかのような感覚がじわじわと戻ってきた。血管に血が通って、手足があたためられる。それはまさしく打ち捨てられた屍しかばねに生きた血肉が戻ってくるという意味であるのと同時に、いったんは忘れ去られていた恐怖が舞まい戻ってくるという意味でもあった。

　何度でもいおう。クオンは恐れていた。

　この山を目前にしたときから、ではない。

　彼は、ダッタの死の直後、山を飛び出たあの瞬しゆん間かんから、ずっと恐れていたのだ。

　セーラに語ったとおり、クオンは、山を抜けてから、ケスマイ平原をさすらう遊牧民たちの拠点を辿たどりながら北へ向かった。

　常に背中を気にした。交こう易えきに接する機会もなかったクオンが、山の民以外の人間に会うのははじめてだ。だから、遊牧民たちが家畜の肉を切り落としているあの大きな刃をいつ自分に向けてくるかわからない、という警戒もあったが、彼はなにより、生まれ故郷の集落から、自分を殺すために何人もの刺し客かくが放たれるのではないか、ということにおののいていた。

　やがて、髪泣き峠とうげを越えたクオンは、アトール領に入り、そこでコンスコンの噂うわさを聞いて傭よう兵へいになった。

　追っ手がいつあらわれるか知れないという警戒心は、やがて現実の戦いの前に、ついさっきまでの自分がそうであったように磨ま耗もうした。

　外の世界を知るにつれて、山での掟おきてや儀式がひどくいびつなものにも感じた。世のなかには、テイ・ターラ以外に大勢の神々がいると知って、笑い出したくもなった。自分はなんて狭苦しい場所で、その狭い世界で幅を利きかせるだけの神さまやその遣つかいに怯おびえていたのだろう。

　コンスコンで傭兵になったのは、最初のころは単純に生きる糧かてを求めてのことだったが、そのうちに、必ずや手て柄がらを立ててやろう、という気になった。

　名前をあげて、英雄と呼ばれるほどになって、山を抜けた自分の選択は正しかったのだと思いたかった。

　あるいは、成人の儀式のときに受けた、

「クオン・ウェイは、いずれ、山に抱えきれぬほどの黄金をもたらすであろう」

　この予言を成じよう就じゆさせてやることで、山の連中を見かえしてやろうという気になった。

　それは故郷での因いん習しゆうやしがらみを乗り越えた証であるかのようだったが、実際はむしろまったく逆に、いまだに故郷にこだわりつづけていた証である。

（おれは逃げたんじゃない。いつか必ず黄金を手にして戻るんだ。だからテイ・ターラに仇あだなす存在じゃない）

　そう信じて、山から離れてなおこだわりつづけることで、自分はいまだに故郷とともにあり、テイ・ターラとともにあるのだという安心感を得るために過ぎなかった。

　心身に染みついた畏おそれはそう簡単に拭ぬぐい去れるものではなかったのだ。

　傭兵になったのち、パーシーたちが呆あきれつつも見守っていた、あふれんばかりの熱情と、時に見せる停滞とは、そのいずれもが、拠よって立つもののない不安のあらわれでしかなかった。

　スオーは聞いた。

「なぜ戻ってきたか」

　と。

　クオン自身も、故郷の山を前にして、あるいは岩牢のなかで転がされながら、

（なぜ戻ってきたのか）

　同じことを自分に問いかけた。

　明白だ。

　そしてその答えは、先ほど「理解不能」だと考えたはずの、「セーラの馬鹿げた振る舞い」に対する答えとまったく同じであったのだ。

「この女をつまみ出せ」

　ラガが腹の底にひびくような声で叫んだ。

「長おさ、この女を殺す必要はない。アトールへ走らせろ。レオとやらがどのような男であれ、おれはいかなる挑戦からも逃げるつもりはないぞ」

　ラガの姿はなるほど勇ましい。が、このときスオーの表情に巡った苦悩の色を、クオンは見逃さなかった。

　いかに山の民に地の利があろうと、戦士たちが勇ましかろうと、さすがに一国の軍勢を相手に戦うのはあまりに苦しい。

　さりとて、一度山抜けしたクオンをこのままアトールへ帰しては、山の秩序を守ってきた掟おきてが乱れる。

　その逡しゆん巡じゆんを見て取って、クオンは意を決した。

「誰もやらないなら、おれがつまみ出す。長、まさか止めはせんでしょうな」

　ラガが大股で足を運び、セーラの肩をつかもうとした。セーラがすばやく身を引こうとした瞬しゆん間かん、

「長スオー」

　その場にいる全員、ぎょっとしたように岩壁に背を預けている少年のほうを見やった。まるでこの瞬間まで存在を忘れ果てていたかのようだった。ラガが仮面の下の口を大きく開けて、

「おまえは黙っていろ、クオン。ダッタを殺したばかりか、部族に争いをも呼び込もうとするその罪は、のちのち巫み女この方々が正しく裁いてくれよう」

　邪じや魔まをするな、というふうに太い腕をクオンめがけてひと振りしたのだが、

「そのとおりだ、戦士ラガ。おれはテイ・ターラの裁定をここで待つ」

「なに？」

「セーラが──その女がどういおうと、おれはここに残る」

　その言葉に、真っ先にセーラが「クオン！」と声をあげた。

「自分の意志でそう決めた。おれがこの山でどんな罪に問われようと、そしてその結果どうなろうと、おれ自身が受け入れたことだから、レオ公子が復ふく讐しゆうすることなどはあり得ない」

　それは、セーラがようやくのことでスオーに逡巡をもたらした駆け引きをいっさいの無駄に終わらせる言葉であった。セーラは半狂乱の体ていでなにか叫びかけたが、

「だけど、その前に」クオンは言葉に力を込めて、ラガのほうを見やった。「戦士ラガ、あなたはいった。セーラは部外者であるゆえ、長の方針を変えるために自分に戦いを挑む権利はないと」

「それがどうした」

「おれならば？」

「なんだと？」ラガは驚きの息吹を発したあと、それから相手を小馬鹿にしたように首を振った。「なにをいうかと思えば。罪人がラガに挑めるはずがない。もしそれができるなら、死罪となった者たちは全員、どうせ死を半ば受け入れたものとしておれに挑みかかる道を選ぶだろう。ラガがいちいち罪人の始末などやっていられるか」

「それはちがう。ラガに挑むことができるのは、長おさの決定に異を唱えたときだけだ。罪を裁定するのは山神テイ・ターラ──、つまりその声を伝えることのできる巫み女こたちであって、長ではないから、罪人は自分の罪が不満だという理由じゃラガには挑めない」

「馬鹿が。だからそういったであろう──」

「そして、罪が決定していない以上、おれはまだ罪人じゃない」

「なに？」

　今度はスオーもそういった。

　二人、老ろう巫み女このほうを見ると、ミストは笛の音を低く鳴らすがごとき声で応じた。

「罪をあきらかにして罪状を決めるその前に、クオンは姿を消した。確かに、いまだテイ・ターラの声は彼を断罪してはおらぬ」

「馬鹿な」ラガがたくましい肩を上下させて怒鳴った。「たとえそうであっても、この男は山抜けしたのだぞ。一族から離脱したような男が、ラガに挑むことがどうしてできよう」

「それもちがう」

「なにがちがう！」

　いまやラガは怒りのあまりに雷をも落としかねない勢いだったが、クオンもまた、目に活力の火を燃え立たせていた。
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「おれはテイ・ターラの裁定を待つといった。スオーも、ミストも、おれを裁定にかけるつもりだろう。山神に命運を預けている以上、おれは部外者なんかじゃない。戦士ラガ、あなたもセーラにいったはずだ。『クオンはわが一族の人間なれば』と。そう、そのとおりだ。おれは、罪の疑いがあろうと、山抜けしようと、いまは一族の人間のままなんだ」

　さしものラガも、声を失った。

（おれは一族の人間だ）

　そう誇らしげにいえる瞬しゆん間かんを、クオンはどれほど待ちわびていたのだろう。

　だが、いまのクオンに誇らしさなどはない。

「つまり、おれは、掟おきてに従う義務もある以上、ここの一族として振るうことのできる権利もある」

　この場を生き抜くため。

　セーラを救い、そして彼が窮きゆう地ちを救いたいと願ったレオ公子や、パーシー、カミュのため、あくまで言葉の数々などはそのための武器に過ぎず。

「おれは、レオ公子の要請を撥はねのけた、長おさスオーの決定に異を立てる。おれはおれ自身の権利をもって、戦士ラガに挑む。ラガと戦い、打ち勝って、その上でテイ・ターラの裁定を待つとする」
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４：短編。クロードの部下『酔いどれ』ザナックと、レオの話。






　１、２は書店特典用の小冊子（現在は入手不可です。書店等にお問いあわせなどなさらぬよう）に掲載、３はＷｅｂのニコニコの「電撃文庫チャンネル」内にあり、４は「電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ　Ｖｏｌ．４４」に収録されていました。

　また今後も書かせていただく機会があるかもしれませんので、興味のある方はチェックをお忘れなきように。

　それでは、またお会いしましょう。


杉すぎ原はら智とも則のり
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杉すぎ原はら智とも則のり

鹿児島県出身。作者の素顔や本音など知られたくない。読者の方との接点は世に送り出した物語がすべて、という考えがかっこいいと思う。でも趣味の話はちょこっとしたい。が、ＳＮＳをやるには抵抗がある。煩悶。というほどには悩んでない。
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イラスト／岡おか谷や

発売よりひと足先に続きが読めるのが挿絵の特権ですね。

３巻に入ってますます面白さが加速してきて、毎回苦しいくらい続きが楽しみです！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「杉原智則先生」係

「岡谷先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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レオ・アッティール伝でんⅢ




首くびなし公こうの肖しょう像ぞう








杉すぎ原はら智とも則のり
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